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序文

愛媛大学は、松山市および愛媛県内各所に大小のキャンパスをもち、敷地総面積は464ヘクタールに及ぶ。本

部事務局と４つの学部が所在する城北地区には文京遺跡、農学部と附属高等学校がある樽味地区には樽味遺跡、

国際交流会館がある庶子団地では麿子遺跡など、数多くの遺跡をかかえている。愛媛大学では、埋蔵文化財調査

室を設置し、こうした埋蔵文化財が諸工事で影響を受ける場合､影響度に応じて、本格的な全面調査､試掘調査、

立会調査の方法で発掘調査を実施し、保護処置を講じている。また、1992年度からは、大学構内における埋蔵文

化財の有無や精度の高い分布状況を把握するため確認調査を実施している。

こうした調査の成果は、客観的な資料化を進め、調査報告書にまとめて公開する必要がある。この報告書の作

成を通して初めて、遺跡の評価が行われるのであり、文化庁からも、調査終了後速やかな発掘調査報告書の刊行

が促されている。

ところが、本格的な全面調査については、調査報告書刊行には現地での発掘作業と同等、あるいは出土遺物量

やその質によっては、それ以上の時間を記録類や出土品の整理作業に要することになる。愛媛大学の場合、出土

品の多さと、1995年から続く頻繁な発掘調査によって、速やかな報告書刊行を容易に行えない状況にあった。そ

こで、大学事務局と協議を行い、全面調査の報告書刊行にむけて埋蔵文化財調査室の体制を再整備し、整理作業

を前進させることとなった。これと同時に、2000年度からは、全面調査の概要報告と試掘・立会・確認調査の小

規模調査の報告をあわせた年報を刊行してもいる。

本書は、そのような体制整備により着手した報告書刊行作業を承けて、最初に刊行する報告書である。樽味団

地で行われた1997年度の樽味遺跡４次調査と1999年度の樽味遺跡５次調査、さらには北吉井団地の桑原西稲葉遺

跡調査報告を加えたものである。主たる調査遺構が流路であったり、あるいは調査区が狭い範囲であったりと成

果は断片的であるが、樽味団地周辺の遺跡の広がりを把握するのには、良好な資料を提示できた。

本書をまとめるにあたり、多くの機関・部局・個人の方々から協力を得てきた。その労に深く感謝するととも

に、本書が大学内外の多くの方々に利用・活用されることを祈念します。

平成15年２月１日

愛媛大学埋蔵文化財調査室

室長下候信行
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本書は、愛媛大学埋蔵文化財調査室が1997年度に実施した樽味遺跡４次調査と、1998年度に実施した樽味遺

跡５次調査、さらに1994年度と1997年度に実施した桑原西稲葉遺跡３～５次（北吉井団地）調査の報告書で

ある。愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅸにあたる。

埋蔵文化財調査室では、事前全面調査・遺跡範囲確認調査については、遺跡毎に調査次数を付しているが、

同時にすべての小規模調査も含めて、1975年から始まった大学構内の発掘調査まで遡って調査番号を与えて

いる。調査番号は、西暦の下３桁の後に各年度ごとの調査順に01からの２桁の通し番号を加えた５桁の番号

で表示している。調査番号に加えて、複数の地点（トレンチ）を調査した場合、－の後に地点番号を付して

表示している。

９９５ ０ １ － ４
Ｊ－Ｊ，副一凶、ザ､己丙ヅ、ゾー

調査年度（西暦の下３桁）

年度ごとの調査順に付した番号

調査地点が複数時のトレンチ番号

３本書で表示した座標・標高・方位は、樽味遺跡４次調査・５次調査では、日本測地系（TokyoDatum）平

面直角座標系Ⅳ系にしたがった。桑原西稲葉遺跡３～５次（北吉井団地）調査では、松山市作成都市計画図

（縮尺１/500）に基づき、標高は略測、方位は磁北を示す。なお、図１の作成に当たっては国土交通省国土

地理院長の承認を得て、同院発行の１/25,000の地形図｢松山北部」・「松山南部｣を複製したものである。（承

認番号：平15複、第１７号)。また、図３．３０．１１７．１２１．１２２は、松山市作成都市計画図（縮尺１/500）を用

いて作成した。

４土層・遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』（1967)に準拠している。

５本書に使用した遺構図は田崎博之・吉田広・三吉秀充・宮崎直栄・平塚幸人が作成・製図を行った。縮尺は

ｌ/40を基本とする。ただし、樽味遺跡５次調査では１/80を基本とし、部分的に１/40で提示している。

６本書に使用した遺物図は、上山喜也・嶋田史子が作成・製図を行った。縮尺はｌ／４を基本とする。また、

担当した遺物の観察表作成と本文記述についても、上山・嶋田が行った。

７本書で使用した遺構写真は、田崎・吉田・三吉が撮影し、遺物写真は吉田が撮影した。

８本書は吉田・三吉・上山・嶋田が執筆し、編集を下篠信行の指導のもとに、田崎・三吉・宮'11奇・横本順子の

協力を得ながら、吉田が行った。執筆の分担は目次に示した。

９本書に関わる記録類・出土遺物は、愛媛大学埋蔵文化財調査室において、以下の方法で保管している。

図面類

調査時に作成した遺構図等は、番号を付して遺構実測図台帳に登録し、整理・保管している。

遺物実測図も、同様に番号を付して遺物実測図台帳に登録し、整理・保管している。

写真類

フイルム（35ｍモノクロ・３５ｍカラースライド・６×７モノクロ・カラースライド）毎に番号を付し、カッ

ト単位で検索用カードを作成し、写真台帳に登録し、整理・保管している。

出土遺物類

各調査を示す略号（樽味遺跡４次調査；ＴＲＭ４，同５次調査；ＴＲＭ５)、あるいは調査番号（桑原西稲葉

遺跡３次調査：99401、同４次調査；99710、同５次調査；99711）と、出土遺構・遺物取上番号（Rあるい

はrを冠した番号）を注記して、遺物台帳に登録している。報告遺物は報告書挿図単位で、それ以外を取上

番号に基づき遺構単位で、番号を付したコンテナ箱に収納・保管している。なお、報告書掲載遺物は、出土

遺物観察表の実測番号を別色で追加注記し、検索できるようにしている。
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図版１樽味遺跡４次調査(１）

１完掘全景（北西から）

２完掘全景（南西から）

図版２樽味遺跡４次調査(2)

１完掘全景（北東から）

２ＳR－１（北東から）

図版３樽味遺跡４次調査(3)

ｌＳＲ－ｌ北壁土層（南から）

２ＳＲ－ｌ北壁土層西肩部（南から）

３ＳＲ－１中央畔土層（南西から）

４ＳＲ－１中央畔土層（南から）

図版４樽味遺跡４次調査(4)

lＳＤ－２（東から）

２ＳD－２（東から）

図版５樽味遺跡４次調査(5)

lSD-2西畔土層（南東から）

２ＳD－２中央畔土層（東から）

３ＳＤ－２東畔土層（東から）

４ＳＫ-５６．５７（北から）

図版６樽味遺跡４次調査(6)

ｌＳＲ－１砂層出土遺物

２ＳＲ－ｌ砂喋層出土遺物①

３ＳＲ－１砂喋層出土遺物②

４ＳＲ－１砂牒層出土遺物③

５ＳＲ－１砂喋層出土遺物④

６ＳＲ－ｌ砂喋層出土遺物⑤

図版７樽味遺跡４次調査(7)

ｌＳＲ－ｌ砂喋層出土遺物⑥

２ＳＲ－１砂喋層出土遺物⑦

３ＳＲ－１砂牒層出土遺物③

４ＳＤ－２下層出土遺物

５暗褐色シルト質土出土遺物

６明褐色砂質土出土遺物

図版８樽味遺跡５次調査(1)

ｌｌａ区完掘（東から）

２ＳC－４・ＳＤ－６（西から）

３ＳＤ－６土層（南から）

４１ｂ区完掘（東から）

５SD-lO（南東から）

６ＳＤ－９土層（北から）

図版目次

図版９樽味遺跡５次調査(2)

ｌ１ｃ区完掘（東から）

２１．区完掘（東から）

３１ｅ区完掘（南東から）

４１f区以西（東から）

図版１０樽味遺跡５次調査(3)

l1f区完掘（東から）

２１f区東端完掘（北西から）

図版１１樽味遺跡５次調査(4)

１１９区完掘（東から）

２ＳC-11．SC-l2・SK-44（北西から）

３SK-l3（南から）

４１ｈ区西半完掘（西から）

５１ｈ区東半完掘（西から）

６１i区完掘（西から）

図版１２樽味遺跡５次調査(5)

ｌⅡＥａ区完掘（南から）

２ⅡＷａ区完掘（北から）

３SK-14（南西から）

４SP-201（東から）

５ⅡＥＣ区完掘（北から）

６ⅡＷb区完掘（南から）

７ⅡＷｃ区完掘（北から）

図版１３樽味遺跡５次調査(6)

ｌⅡＥｄ区完掘（北から）

２ⅡＷｄ区遺構検出（北から）

３ⅡＷｄ区完掘（北から）

４ⅡＥｅ区南半完掘（北から）

５ⅡＥｅ区北半完掘（北から）

６ⅡＥｅ区Ⅲ－２層遺構検出（北から）

７SD-37（西から）

８SK-43（西から）

図版１４樽味遺跡５次調査(7)

１ⅡＷｅ区南半遺構検出（北から）

２ⅡＷｅ区完掘（北から）

３SD-23（東から）

４SD-24（東から）

５ⅡＷｅ区Ⅲ－２層遺構検出（北から）

６ⅡＷｅ区Ⅲ－２層遺構完掘（北から）

図版１５樽味遺跡５次調査(8)



１ⅡＥｆ区南半遺構検出（北から）

２ⅡEf区北半遺構検出（北から）

３ⅡＥｆ区南半完掘（北から）

４ⅡＥｆ区北半完掘（北から）

図版１６樽味遺跡５次調査(9)

１ⅡＷｆ区遺構検出（北から）

２Ｒ４．５出土状況（南から）

３ⅡＷｆ区南端完掘（東から）

４SD-28（南東から）

５ⅡＷｆ区完掘（北から）

図版１７樽味遺跡５次調査⑩

ｌⅡＥｇ区完掘（北から）

２SK-38土層（西から）

３ⅡＷｇ区完掘（北から）

４ⅡＥｈ区完掘（北から）

５ⅡＥｉ区完掘（北から）

６ⅡＥｊ区完掘（西から）

７ⅡＥｋ区完掘（南から）

図版１８樽味遺跡５次調査⑪

ｌⅢ区重機掘削後全景（北から）

２Ⅲ区半完掘全景（北から）

図版１９樽味遺跡５次調査⑫

ｌⅢ区南部半完掘（北西から）

２Ⅲ区北部半完掘（南西から）

図版２０樽味遺跡５次調査⑬

１Ⅲ区南部断割後（北西から）

２Ⅲ区北部断割後（南西から）

図版２１樽味遺跡５次調査⑭

ｌⅣ区重機掘削後全景（北から）

２Ⅳ区完掘全景（北から）

図版２２樽味遺跡５次調査(１５）

ｌⅣ区SＲ－ｌ（北西から）

２Ⅳ区東壁南半土層（西から）

３Ⅳ区東壁北半土層（西から）

図版２３樽味遺跡５次調査⑯

１Ｖ区完掘全景（北西から）

２Ｖa区完掘（西から）

３Ｖa～c区完掘（北から）

図版２４樽味遺跡５次調査⑰

ｌＶｄ区遺構検出（東から）

２SD-l5（北東から）

３SD-l9土居（北西から）

４Ｖe区完掘（東から）

５Ｖf区完掘（西から）

図版２５樽味遺跡５次調査⑬

ｌⅥ区重機掘削後（北から）

２Ⅵ区南半完掘（南西から）

３SR-21（南から）

４SR-21土層（西から）

図版２６樽味遺跡５次調査⑲

ｌＩａ区出土遺物

２１ｂ区出土遺物

３１ｃ区出土遺物①

４１ｃ区出土遺物②

５１c区出土遺物③

６１c区出土遺物④

図版２７樽味遺跡５次調査⑳

ｌｌｄ区出土遺物

２１ｅ区出土遺物

３１f区出土遺物①

４１f区出土遺物②

５１f区出土遺物③

６１f区出土遺物④

図版２８樽味遺跡５次調査(2]）

ｌⅡＥｅ区出土遺物

２ⅡＷｅ区出土遺物①

３ⅡＷｅ区出土遺物②

４ⅡＷｅ区出土遺物③

５ⅡＷｅ区出土遺物④

６ⅡEf区出土遺物①

７ⅡEf区出土遺物②

図版２９樽味遺跡５次調査⑫

１ⅡＷｆ区出土遺物①

２ⅡＷｆ区出土遺物②

３ⅡＷｆ区出土遺物③

４ⅡＷｆ区出土遺物④

５ⅡＷｆ区出土遺物⑤

６ⅡＷｆ区出土遺物⑥

７ⅡＷｆ区出土遺物⑦

８ＳＫ－３８出土遺物

図版３０樽味遺跡５次調査⑳
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１４次調査Ⅱ区作業状況（北から）

２４次調査SC-61（北西から）

３４次調査SP-66（西から）

４４次調査SP-74（東から）

５４次調査Ⅳ区完掘（西から）

６４次調査SP-76（北から）

図版４０桑原西稲葉遺跡(6)

１４次調査SC-l31（南から）

２４次調査SP-l42（西から）

３４次調査SP-l35（西から）

４４次調査Ⅵ区完掘（北から）

５４次調査SP-108～110（西から）

６４次調査SP-l68（南から）

図版４１桑原西稲葉遺跡(7)

１４次調査Ⅶ区遺構検出（西から）
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３４次調査Ⅱ区出土遺物①
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１４次調査Ⅳ区出土遺物③

２４次調査Ⅵ区出土遺物

３４次調査Ⅶ区出土遺物
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Ｉ遺跡の環境と基本層序

ｌ位置と周辺の遺跡(図,）

樽味遺跡（１）、桑原西稲葉遺跡（２）の位置する

道後平野は、四国北西部の高縄半島の南西基部に開け

た平野である。平野の南部では、重信川が石手川・小

野川・砥部川などと合流しながら東から西へと流れ

る。樽味遺跡、桑原西稲葉遺跡の北を流れる石手川が

形成した扇状地は、山麓近くの正円寺・畑寺にかけて

の古期扇状地面、道後・中村．一番町の現世の扇状地

である新期扇状地面、そして石手川南岸東側に広がる

古期扇状地面と新期扇状地面との間の段丘化した低位

段丘面に区分される注１。こうした地形区分の中で、樽

味遺跡、桑原西稲葉遺跡は石手川南岸の低位段丘面上

に立地している。樽味遺跡１次調査では、約2.2～2.5

万年前に降下した姶良T､火山灰（AT火山灰）が、ポ

ケット状の窪みに堆積することが確認されており注２，

石手川南岸の低位段丘面はＡＴ火山灰降下・堆積期に

は段丘化して、石手川本流が約2.0～1.8万年前には扇

状地北側の城北地区を通り堀江低地へと流れていたと

推測されている。そのため、洪積世の末期から完新世

には、樽味遺跡、桑原西稲葉遺跡周辺の桑原地区は比

較的安定した土地環境にあったと考えられている注3．

道後平野では、旧石器時代の明確な遺構は確認され

ていないが、表面採集品や後世の遺構埋土中に当該期

の石器が見られる。桑原地区周辺では、独立丘陵の天

山古墳群（39)、東山古墳群でナイフ形石器、経石山

古墳（20）で細石器、釜ノロ遺跡（33）でナイフ形石

器、有舌尖頭器が出土しており、将来、旧石器時代の

遺跡が発見される可能性は高い。

縄文時代草創期～中期の遺跡は、平野全体でもほと

んど確認されていない。桑原地区では、束本遺跡４次

調査（22）で、鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah，約0.6

万年前）の下位から早期の槍先形石器、スクレイパー

が出土している。さらに、石器出土地点近くでは、焼

土塊と焼土面が確認されている。

縄文時代後期以降も、桑原地区では、桑原田中遺跡

１次調査や三島神社古墳（25）の客土中から後期土器

が出土するのみで遺構は確認されていない。

弥生時代になると、道後平野内の遺跡数は急激に増

加するが、桑原地区でも同様な状況が窺える。樽味遺

跡１次調査では、前期の溝や土壌が確認されている。

本書で報告する樽味遺跡５次調査で検出した竪穴式住

居跡、土壌もこうした集落の一部と考えられる。その

後、樽味高木遺跡２次調査（12）や樽味四反地遺跡５

次調査（13）で中期後葉から後期初頭の竪穴式住居が

確認されており、愛媛大学樽味団地西側に集落が展開

していく。

このような桑原地区周辺での状況は、同時期の石手

川北岸、道後城北地区のあり方と比較すると興味深

い。道後城北地区では、中期後半に文京遺跡（４）が

展開する。文京遺跡では、竪穴式住居跡が密集する居

住域や高床倉庫と考えられる掘立柱建物群からなる倉

庫群、土器や鉄器、ガラス生産を行ったと考えられる

生産域などの集落配置が明らかになっている。特に、

文京遺跡３．７次調査地点では、方形周溝遺構や柱間

が２ｍ近い梁間４間、桁行き４間以上の大型掘立柱建

物が複数確認されており、文京遺跡の中枢域と考えら

れる。また、他地域との交流の実態を示す舶載銅鏡片

や破鏡、鋳造鉄斧、ガラス津、滑石製指輪等が出土し

ている。さらに、道後公園山麓遺跡（８）で３口、祝

谷六丁場遺跡(3)で１口、（伝)樋又銅剣出土地（５）

から８口、道後今市銅剣出土地（６）からは１０口の平

形銅剣が集中して発見されるなど、石手川北岸の道後

城北遺跡群は、道後平野の中でも拠点的な大集落遺跡

である。文京遺跡と比較すると、桑原地区周辺は、遺

跡・遺構の密度は低く、出土遺物も少なく、様相は大

きく異なる。

後期後半になると、遺跡数は増加し、樽味立添遺跡

（１１)、樽味高木遺跡ｌ～３次調査（12)、樽味四反地

遺跡２～５次調査（１３)、桑原稲葉遺跡（17)、桑原西

稲葉遺跡２次調査(14)、桑原田中遺跡１．２次調査、

桑原高井遺跡（１５)、束本遺跡１～５次調査（22)、枝

松遺跡３～５次調査(１６．２１)、釜ノロ遺跡(３３．３４）

で竪穴式住居跡や円形周溝遺構、土壌、溝、土器溜ま
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図１松山市北東部周辺主要遺跡分布図（縮尺１／25,000）



りなどが検出され、集落構造が明らかになりつつあ

る。また、樽味立添遺跡（１１）では弥生～古墳時代の

遺物包含層から貨泉が、樽味高木遺跡３次調査（１２）

では船を線刻した弥生時代後期の絵画土器片が出土し

ている。さらに束本遺跡（22）や釜ノロ遺跡（33）で

は、弥生時代終末の竪穴式住居跡から、小型の内行花

文鏡もしくは方格規矩鏡と考えられる破鏡、鉄錐・鉄

片等が出土している。

古墳時代の集落遺跡は、樽味団地内樽味遺跡３．７

次調査、樽味高木遺跡１～４次調査（12)、樽味立添

遺跡（11)、樽味四反地遺跡２～６次調査（１３)、桑原

本郷遺跡（１９）で前期～後期の竪穴式住居跡や掘立柱

建物・土壌等が多数検出されており、樽味団地の西か

ら北側に集中する。本書で報告する桑原西稲葉遺跡３

～５次調査でも、後期の集落が確認されており、桑原

地区内に集落が点在する状況が想定される。また、近

年樽味四反地遺跡６次調査（13）で、古墳時代初頭の

溝や柵列に区画された６間×６間の総柱建物が確認さ

れている。豪族居館と想定され、一般集落との関係が

注目される。

前期古墳は不明であるものの、樽味四反地遺跡６次

調査の総柱建物の存在から、桑原地区内で将来確認さ

れると考えられる。中期～後期の前方後円墳である経

石山古墳（20）や三島神社古墳（25）は、古期扇状地

面に展開する。また、丘陵上には中期～後期の畑寺竹

ケ谷古墳群（27)、東野お茶屋台古墳群（26)、畑寺古

墳群､東野中畦遺跡､南西に位置する独立丘陵上には、

星岡・東山古墳群が展開する。

古代の遺跡調査例は少ない。石手川北岸では、内代

廃寺跡（９）や湯之町廃寺跡（７）から白鳳期の瓦が

出土しているが、詳細な調査が実施されておらず、全

容は定かではない。岩崎遺跡（10）では、８世紀の方

形区画を目的とする溝が確認されている。溝からは畿

１遺跡の環境と基本層序３

内産土師器や土馬、硯が出土している。また、１０世紀

の掘立柱建物、溝も確認されている。南岸では、集落

遺跡としては中村松田遺跡（29)、素鴬小学校構内遺

跡（28）があり、８世紀代の掘立柱建物を検出してい

る。樽味高木遺跡４次調査（12）では８世紀の河川、

桑原西稲葉遺跡１次調査（１４）で８世紀代の溝、樽味

四反地遺跡１．５次調査(13)では10世紀の自然河川、

溝が調査されている｡樽味団地内の樽味遺跡では､４．

５次調査で８世紀以降の河川、溝、土壌、柱穴が、７

次調査では古代後半～中世前半に埋没する河川が確認

されている。

中世の遺跡は、桑原地区周辺では、桑原田中遺跡３

次調査で１４～１５世紀の土壌墓、樽味四反地遺跡４次調

査（１３）では16世紀の土壌、桑原稲葉遺跡（１７）では

１５～16世紀の溝が確認されている。樽味団地内樽味遺

跡１．２．５次調査では、１４～１６世紀の集落遺跡が調

査されている。１次調査ではＬ字状の溝、２次調査で

は掘立柱建物群を溝や柵列で囲む方形区画が確認され

ている。樽味遺跡は、１４世紀に道後平野を支配した河

野氏が築いた湯築城跡（８）と、同時期に石手川を挟

み至近の距離に営まれた一般集落であることから、樽

味遺跡周辺の集落には河野氏の勢力が強く及んでいた

と考えられている。

〔注〕

l鹿島愛彦・高橋治郎１９８０：四国松山平野の環境地質学的

研究(1),松山平野とその周辺の地質.愛媛大学教養部紀要，

自然科学．９－１

２平井幸弘１９８９：勝子遺跡および樽味遺跡をとりまく地形

環境．鵬子・樽味遺跡．愛媛大学埋蔵文化財調査報告．Ｉ

３平井幸弘１９９１：石手川扇状地城北地区における沖積低地

の地形発達と考古遺跡の立地環境．愛媛大学教育学部紀

要，９
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１遺跡の環境と基本層序５

２遺跡の範囲と基本層序

(1)遺跡の範囲（表１．図２）

愛媛大学樽味団地は、周知の「樽味遺物包含地（松

山市埋蔵文化財包蔵地地図81)」に、西端の一部のみ

が含まれる。しかし、1987年に愛媛大学大学院連合農

学研究科校舎新営工事に伴う樽味遺跡１次調査以来、

1992年の農学部研究実験棟（農学部３号館）新営工事

に伴う２次調査、1993年の愛媛大学附属図書館農学部

分館増築工事に伴う３次調査、さらには団地内各所で

の小規模調査により、「樽味遺物包含地」外への遺跡

の広がりを確認してきた。また周辺でも、松山市教育

委員会・松山市埋蔵文化財センターによる調査によ

り、弥生時代～古墳時代、中世の集落遺跡が断続的に

営まれていることが明らかになっている。

樽味団地南方約300ｍの北吉井団地についても、周

知の「桑原遺物包含地（松山市埋蔵文化財包蔵地地図

157)｣に隣接するが､包蔵地外にあたる。しかし、１９９４

年度の調査によって遺跡の存在が明らかとなり、１９９７

年度の調査では団地全域に遺跡の展開することが判明

した｡これに伴い､松山市教育委員会との協議により、

北吉井団地北西約100ｍ地点の遺跡名「桑原西稲葉遺

跡」を、愛媛大学北吉井団地にも適用することとし、

次数については、松山市教育委員会が既に実施した１

次．２次調査に続けて、99508調査を除いて、調査順

に３次・４次・５次調査と呼称することとした。

表１樽味団地。北吉井団地の全面調査

調査籍 工事鵜

陣味三次 連合農学研究渡,7佼全新営:車

樽味２次 農学部研究実験棟新営通事

権味３次 附属図書館鰹学部分館贈築工索

桑原西稲葉３次
東長戸他環境整備工事に伴う

駐車場整備の配管設置工事

桑原西稲葉４次 北吉井宿舎屋外排水管改修工事

桑原西稲葉５次 北吉井宿舎屋外ガス管改修工事

(2)樽味団地°北吉井団地の基本層序

既往調査の成果を承けて、樽味遺跡３次調査以降、

樽味団地全域の基本層序を設定している。また、この

基本層序は、北吉井団地においても適用できることが

判明している。したがって、以下の報告においては、

この基本層序に拠りながら記述を進める。

［基本層序］

Ｉ層：表土層にあたる瓦喋を含む造成土部分。

Ⅱ層：造成以前の灰色系の近世～近代の水田層。

Ⅲ層：遺物を包含する黒色～黒褐色系の土層。

地点によっては上下に二分できる。

上層は黒褐色シルト質土で、５mm以下の砂粒

を含み、下層ほど粘性が高い（Ⅲ－１層)。

中世を中心とした遺物を多く包含する。

下層は、より黒みの強い黒色粘土質シルト

で、粘性が高いものの、砂篠を含まず、しま

りが弱い（Ⅲ－２層)。

遺物の包含は少ないが、下層に共通する埋土

の遺構には、弥生時代に遡るものが存在す

る。

Ⅳ層：黄褐色系のシルトー砂質土層で、下部には篠が

混じる。

Ｖ層：Ⅳ層下の花街岩を主体とする砂喋ないし篠層。

期間 喧 種 報告害

19871028～x9871217 684ｍ 宮本編上989

19920107'-,ﾕ9920228 506ｍ :-J崎編ﾕ993

19930823--更9931006 259ｍ 剛崎綿ﾕ997

19940510～19940518 55耐 本書

19971008～19971031 １００ｍ 本書

１９９７１１１２～1９９７１１１８ ３２ｍ 本書

樽味４次 農学部附属農業高等学校校舎新営工事 19971125～19980204 １，１６８Irri 本書

樽味５次 遺伝子実験施設新営その他工事 19990316～19990721 979㎡ 本書

揮味６次 環境産業砺究施設新営１:串 200ﾕ11ﾕ5～20020206 上,205ｍ 未刊

噂味７次 農学部２号館改修'二事 20020403～･20020522 170㎡ 未刊
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図２調査地点位置図（縮尺１／2,500）



Ⅱ調査・整理の体制

Ⅱ調査。整理の体制

(1)1997年度の調査体制

本格調査として実施した、樽味遺跡４次調査と桑原

西稲葉遺跡４次調査に関わる1997年度の埋蔵文化財調

査委員会・調査室の体制は、以下の通りである。

[埋蔵文化財調査委員会］

委員長鮎川恭三（学長）

委員小松光三（法文学部長）

委員向井康雄（教育学部長）

委員小松正幸（理学部長）

委員植田規史（医学部長）

委員柿沼忠男（工学部長）

委員西頭徳三（農学部長）

委員下峰信行（法文学部・教授・先史考古学）

松原弘宣（法文学部･教授･日本歴史交流論）

委員川岡勉（教育学部・助教授・歴史学）

委員飛弾正人（事務局長．～1997.11.1）

田中勇（事務局長．1997.11.2～）

委員山口久仁夫（庶務部長）

委員深谷英夫（経理部長）

委員塚原克己（施設部長）

[埋蔵文化財調査室］

室長下僚信行

調査員田崎博之（法文学部･助教授･埋蔵文化財論）

吉田広（法文学部・講師・原始文化論）

三吉秀充（法文学部・助手・先史考古学）

専門員松原弘宣

川岡勉

村上恭通（法文学部・助教授・物質文化論）

補助宮崎直栄（施設部事務補佐員）

事務中岡一男（施設部企画課長）

田中繁（施設部企画課企画係長）

城戸芳夫（施設部企画課企画係）

橋本麻紀（施設部事務補佐員）

以上の体制のもと、樽味遺跡４次調査および桑原西

稲葉遺跡４次調査は、吉田．三吉が担当し、1997年度

に立会形式で実施した桑原西稲葉遺跡５次調査も、担

当は吉田・三吉である。なお、1994年度に立会形式で

実施した桑原西稲葉遺跡３次調査は、田崎が担当し、

宮'11奇が補佐した。

(2)1998年度の調査体制

本格調査として実施した、樽味遺跡５次調査に関わ

る1998年度の埋蔵文化財調査委員会・調査室の体制

は、以下の通りである。

[埋蔵文化財調査委員会］

委員長鮎川恭三（学長）

委員小松光三（法文学部長）

委員向井康雄（教育学部長）

委員小松正幸（理学部長）

委員植田規史（医学部長．～1999.2.28）

前田信治（医学部長．１９９９．３．１～）

委員有井清益（工学部長）

委員西頭徳三（農学部長）

委員下僚信行（法文学部・教授・先史考古学）

松原弘宣（法文学部･教授･日本歴史交流論）

委員川岡勉（教育学部・助教授・歴史学）

委員田中勇（事務局長）

委員山口久仁夫（庶務部長・～1998.6.30）

久保芳庚（庶務部長・’998.7.1～）

委員深谷英夫（経理部長）

委員鋳物良雄（施設部長）

[埋蔵文化財調査室］

室長下峰信行

調査員田崎博之（法文学部･助教授･埋蔵文化財論）

吉田広（法文学部・講師・原始文化論）

三吉秀充（法文学部・助手・先史考古学）

専門員松原弘宣

川岡勉

村上恭通（法文学部・助教授・物質文化論）

補助宮崎直栄（施設部事務補佐員）

事務大谷治（施設部企画課長）

氏原修（施設部企画課企画係長）

鈴木優子（施設部事務補佐員）

以上の体制のもと、樽味遺跡５次調査は、吉田が担

当し、宮崎・平塚幸人（愛媛大学法文学部聴講生・現

仙台市地底の森ミュージアム富沢遺跡保存館）が補佐

した。
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(3)整理体制の再整備

1997年度・’998年度に実施した樽味遺跡４次調査・

同５次調査、そして桑原西稲葉遺跡４次調査・同５次

調査については、発掘調査終了後、直後の洗浄・注記

作業と、簡単な記録類の整理を行った。しかし、その

後の諸工事に伴う小規模調査や、文京遺跡１８次調査以

降の、補正予算による調査室年度計画の変更等に伴

い、出土遺物・記録類の整理は、長らくかえりみられ

ることのない状態が続いた。

ところが、旧石器握造問題を承けた文化庁からの、

「埋蔵文化財の発掘調査に関する事務の改善」（平成

１２年１１月１７日付庁保記第236号｣）の通知によって、適

切な発掘調査報告書の作成が発掘調査主体（愛媛大

学）の責務であることが、改めて喚起された。これを

承けて愛媛大学では、年度毎の小規模な調査に関する

報告と、大規模調査の概要報告を併せて『愛媛大学埋

蔵文化財調査室年報』として刊行していくとともに、

調査年次にかかわらず、可能なものから正式報告書を

刊行していくこととした。樽味遺跡４次調査・同５次

調査、桑原西稲葉遺跡４次調査・同５次調査について

も概要は、『愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-1997年

度・1998年度一」において、既に報告しているところ

である。

報告書刊行にあたっては、以上の方針に基づき、埋

蔵文化財調査室の整理体制の再整備も図られた。２００１

年度に１名、2002年度に２名（本報告書関連遺物整理

は１名）の、出土遺物の実測・製図を行う技術を有し

た職員の採用である。

このように再整備された体制に基づいて、比較的出

土遺物類の少ない樽味遺跡４次調査・同５次調査、そ

して桑原西稲葉遺跡４次調査・５次調査､さらには｢愛

媛大学構内遺跡集報Ｉ』において概要のみが報告さ

れ、出土遺物の詳細は触れることができなかった、桑

原西稲葉遣跡３次調査についても、併せて報告書作成

が目指されることとなった。2001年度において、出土

遺物類の接合・復元と一部実測・製図が行われ、２００２

年度に残る遺物の実測・製図・写真撮影、そして報告

書作成の本格作業に移った。

(4)2001年度。2002年度の整理体制

整理作業に関する、2001年度・2002年度の埋蔵文化

財調査委員会・調査室の体制は、以下の通りである。

［埋蔵文化財調査委員会］

委員長小松正幸（副学長）

委員藤川研策（法文学部長）

委員金藤泰伸（教育学部長）

委員真鍋敬（理学部長．2001年度）

柳津康信（理学部長．2002年度）

委員小西正光（医学部長）

委員清水顕（工学部長．2001年度）

鈴木幸一（工学部長・2002年度）

委員白石雅也（農学部長）

委員下僚信行（法文学部・教授・先史考古学）

松原弘宣（法文学部･教授･日本歴史交流論）

委員川岡勉（教育学部・教授・歴史学）

委員塩谷幾雄（事務局長）

委員大和田和平（総務部長）

委員高橋伸一（経理部長）

委員土居昌弘（施設部長）

［埋蔵文化財調香宝］

室長下僚信行

調査員田崎博之（法文学部･教授･埋蔵文化財論）

吉田広（法文学部・講師・原始文化論）

三吉秀充（法文学部・助手・先史考古学）

専門員松原弘宣

川岡勉

村上恭通（法文学部･助教授･物質文化論）

整理補助宮崎直栄（施設部事務補佐員）

整理事務秦稔（施設部企画課長）

稲見俊光（施設部企画課総務係長）

横本順子（施設部事務補佐員）

以上の体制のもと、整理作業は吉田・三吉の指示に

より､接合・復元等の作業を､井出野文江・生膳千代・

門田都・松本美和子・丸岡美智子・村上洋子（施設部

技能補佐員）が行い、実測・製図等の作業を、上山喜

也（施設部技術補佐員．2001年度)、嶋田史子（施設

部技術補佐員．2002年度）が行った。



Ⅲ樽味遺跡４次調査９

、樽昧遺跡４次調査

１調査の経過と方法

(1)調査の経緯

1995年度の農学部附属農業高等学校の総合学科設置

に伴い、これに対応した施設整備を図る必要が生じ、

校舎新営が計画された。埋蔵文化財調査室ではこれを

承けて、1996年11月に、計画建物本体部分についての

事前試掘調査（調査番号：99603）を行った。その結

果、本体部分では樽味団地基本層序Ⅲ層にあたる黒褐

色系の遺物包含層は確認できなかったが、流路内堆積

と樽味団地基本層序Ⅳ層の上面を現地表下50～70cmの

深さで確認した。この成果に基づいて関係部局との協

議を進め、校舎新営に先立って、工事予定地全面の発

掘調査を実施することとした。さらに、詳細な建築計

画の進行に伴って、校舎建設に伴う附属管路について

の工事計画が埋蔵文化財調査室に提示され、これにつ

いての事前試掘調査を､1997年８月に改めて行った(調

査番号：99707)。この調査成果によって、一部の管路

については事前全面調査に含み込むことになったが、

多くは、計画変更等の対応により、埋蔵文化財への影

響がないと判断できたので、事前調査の対象からは除

外することとなった。結果、建物本体と一部管路を含

9９９０６

図３調査地点位置図（縮尺１／2000）
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んだ調査対象面積は1,168㎡となり、1997年度に樽味

遺跡４次調査（調査番号：99712）として実施するこ

ととなった（図３)。

樽味団地東部における初めての本格調査であり、団

地東部の遺跡の実態把握を目的として調査に臨むこと

とした。

(2)調査区割の設定と呼称

農学部構内に設置されているNQlとNQ2の２点の平

面直角座標系Ⅳ系に基づいた３級基準点から、座標点

を移動し、これを基準として座標系に沿った５ｍ方眼

の調査区割を設定した（図４)。各調査区割には、調

査区南西隅に位置する（Ｘ＝92850.Ｙ＝-65140）を

基準に､西から東へとＡ・Ｂ．Ｃ…､南から北へと１．

２．３…との呼称を与え、この組み合わせによって、

５ｍ方眼の調査区割とし、遺構の位置表示や、暗褐色

シルト質土や流路埋土の掘り下げに際する遺物の取り

上げ単位として利用している。

ＮｏｌＸ＝92931.851,Ｙ＝-65209.582,Ｈ＝42.243

ＮＱ２Ｘ＝92936.614,Ｙ＝-65083.907,Ｈ＝44.422

(3)調査の経過

発掘調査は、1997年11月25日から表土剥ぎを開始し

た。事前の試掘調査に基づき、１．Ⅱ層を重機を用い

て掘削し、排土を搬出した。ここで本来なら、遺物包

含層であるⅢ層を検出できるところであるが、調査区

西半はⅣ層が現れ、東半は細かな土器片を含みしまり

のある暗褐色シルト質土の広がりが認められた。事前

試掘調査で認められた流路内堆積層との関係、および

堆積層の厚さを確認するために、先行して一部重機に

より掘り下げを行った結果、暗褐色シルト質土が流路

内堆積層の最上層に40cm前後堆積していることが判明

し、砂・砂喋の流路内堆積も、厚さ70cm前後に及ぶこ

とがわかった。

平面直角座標系Ⅳ系による区割にしたがい、暗褐色

シルト質土を人力で掘り下げ、遺物を区画毎に取り上

げた。そして、暗褐色シルト質土除去後、調査区全域

について､Ⅳ層上面での遺構検出を行った｡その結果、

調査区東半に自然流路、西半北側でこの自然流路に合

流する東西方向の溝が確認でき、他に若干の土壌や柱

穴・小穴を認めることができた。その上で、各遺構に

ついて掘り下げを行い、写真・図面等の記録を作成し

ていった。最終的に、完掘写真を１月30日に高所作業

車を手配して撮影し、２月４日には、すべての発掘作

業を終了し、現場を撤収した。

なお、今回の調査では、自然流路と溝の他、目立っ

た遺構・出土遺物もなく、かつ附属農業高等学校敷地

内ということもあって、外部に対する現地説明会は開

催しなかった。ただし、附属農業高等学校から、１０数

名の職員・学生の見学希望者があり、２月２日に簡単

な見学の機会を設けた。

(4)遺構。遺物の登録番号と種別の表示

遺構はいずれも、Ⅳ層上面での検出である。遺構番

号はｌから付し、７２に及ぶ（１１は欠番)。遺構の種別

は、ＳＲ：流路、ＳＤ：溝、ＳＫ：土壌、ＳＰ：柱穴・小

穴、ＳＸ：その他の略号を遺構番号に冠して表した。

出土遺物のうち、調査時に原位置を記録したものに

ついては、Ｒを冠した１からの番号を遺物取上番号と

して与える予定であったが、流路内堆積出土遺物がほ

とんどで、出土原位置を記録した遺物はない。出土遺

物はいずれも、土層と調査区割単位あるいは遺構と埋

土単位での取り上げである。この取り上げ単位に対し

て、整理時にＲを冠したｌからの遺物取上番号を付し

て、接合他の検討を行った。そして、報告書に記載す

べき記録可能な個体を選別する時点で、ｌ個体（実測

図単位）に対して、改めてＲを冠した1000番台の遺物

実測番号を与え、別色で追加注記している。出土遺物

観察表の実測番号がこれにあたる。遺構出土がR1001

～1124,明褐色砂質土出土がR1201～1208、暗褐色シ

ルト質土出土がR1301～1393、表土層．Ⅱ層の撹乱出

土がR1401～1429である。
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２調査の概要

調査地点 松山市樽味３丁目５番７号

愛媛大学農学部附属農業高等学校

校舎新営予定地

99712

1,168㎡

1997年11月25日～1998年２月４日

吉田広・三吉秀充

(2)遺構と遺物

確認した遺構は、以下の通りである。

自然流路１条（ＳＲ－ｌ）

溝２条（SD－２．７２）

土壌８基

（SK-１０．１２．５６～５８．６８．６９．７１）

不明２２基

（SX－２３．２８．２９．３２．３６～4５．４９．５０

・５２～５５．６６．７０）

柱穴。小穴３８基

（SP-3～９．１３～２２．２４～2７．３０．３１

・３３～３５．４６～４８．５１．５９～６５．６７）

遺構出土遺物の大半は、自然流路ＳＲ－１からの出土

で、弥生から８世紀の遺物を含む。他にＳＤ－２を除く

と、遺構出土遺物は極端に少ない。微細な出土遺物と

土層から判断する限り、ほとんどの遺構は、古代～中

世と考えられる。その他、暗褐色シルト質土・明褐色

砂質土からは、近世陶磁器の混入もあるものの、１０～

12世紀の遺物が出土している。

調査番号

調査面積

調査期間

調杏ｷ日当

(1)土層の堆積状況

基本層序は上位からＩ～Ｖ層である（１－２参照)。

調査区西半ではＩ層直下でⅣ層が確認され、東半では

Ｉ．Ⅱ層の下、Ⅳ層の上に、細かな土器片を含みしま

りのある暗褐色シルト質土、明褐色砂質土が堆積す

る。暗褐色シルト質土は北壁で約40cm、南壁で約70ｃｍ

堆積し、出土遺物・土質などからⅢ層の再堆積と考

え、調査段階では「Ⅲ'層」とした。明褐色砂質土は、

暗褐色シルト質土下、調査区北東部に広がり、最厚で

約10cm堆積する。すべての遺構は、暗褐色シルト質土

と明褐色砂質土除去後Ⅳ層上面で確認した。
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３調査の記録

．Ｉ．Ⅱ層を重機掘削し、暗褐色シルト質土・明褐色

砂質土を遺物包含層として人力で掘削し、Ⅳ層上面で

遺構検出を行った。検出した主要な遺構は、調査区東

側の自然流路１条（ＳＲ－１）と、この流路に連なる東

西方向の溝１条（ＳＤ－２）であり、他に若干の土壌や

柱穴・小穴がある（図５，図版１．２－１）。

(1)ＳＲ－１（図６，図版２－２．３）

暗褐色シルト質土・明褐色砂質土除去後、調査区の

東端で確認した自然流路である。南北方向に延びる

が、北半では北東から南西方向に、南半では蛇行して

南東方向へ続く。流水の方向は北から南である。調査

区内では西岸を検出したのみで、東岸は調査区外で明

らかではない。しかし、底面の傾斜や埋没土層の観察

から、調査区から大きく東へ広がるとは考えにくく、

川幅は東西１５～20ｍ程度と推測される。検出時点での

深さは、西岸のⅣ層上面との比高差で、約１ｍ・上部

には暗褐色シルト質土・明褐色砂質土層が堆積する

が、その下の灰褐色砂質土以下の砂層、砂喋層をＳＲ－

ｌの埋土として掘り下げを行った。

遺構検出並びに掘削の段階では、自然流路全体をＳＲ

－１として、大きな単位と認識していたが､北壁土層、

南壁土層断面の観察から、ＳＲ－ｌと呼称する自然流路

内にも、埋没する過程で幾つかの単位が認められた。

北壁土層では、１２～19層、２０～28層とその他の層で数

単位見られる。南壁土層では、５～１３層、１４～20層、

21～39層、４０～48層と最低４つの埋没単位が窺える。

また、中央土層断面の観察では、幅３ｍ弱の溝（SD-

72）がＳＲ－１の西岸付近に認められる。

ＳＲ－１内北西部および南西部にはテラス状の段が見

られる。北西部の段は、北壁から南へ約８ｍに渡って

３段ほど見られる。これらは、取水を目的とした水口

の可能性が考えられるが、ＳＲ－１北西部は撹乱を受け

ていることもあり、取り付きの溝の有無については確

認できない。一方、南西部のテラス状の段は幅１ｍに

満たないものである。また段上には柱穴状遺構が２基

見られるが、人工的なものか不明である。

上層の灰褐色砂質土・砂層からも遺物は出土してい

るが､圧倒的に多くの遺物は、下層の拳大の砂喋層(北

壁土層18層、中央土層１８．１９層）から出土している。

以下図化したものについて説明していく（図７～13、

図版６～7-4)。

図７は、灰褐色砂質土・砂層出土遺物。１～４が砂

層出土で５が灰褐色砂質土出土。ｌは弥生土器の尭口

縁である。頚部に断面三角形の突帯を貼り付け、体部

は大きく開く。東北部九州系の弥生後期終末期のもの

と思われる。２は土師器椀の底部片。３は須恵器の坪

底部で、径が13.4cmとやや大きい。高台は短く幅広・

８世紀後半。４は大壷の胴上部～頚部。口縁はほぼ直

上に伸び、口縁外面には一部カキメが見られる。５は

須恵器の壷口縁部。

図８～１２は砂篠層出土。１～29は弥生土器。１は前

期の壷口縁で、口頚部境の段がわずかに残る。２は口

縁逆Ｌ字状の妻で、端部を跳ね上げる。頚部に押圧突

帯。３～５は尭底部。３は平底。４．５は上げ底状。

６は大型壷の口縁。外に大きく開き端部は上方に肥厚

させて幅広の面をもつ。７は壷の胴頚部片。頚部に幅

３cm程の粘土帯を貼り付け、櫛目状の工具で上下２段

の押圧を行う。８～24は底部片。１６～20は狭い平底。

17の底部外面は指押さえの凹凸が顕著。１８は３cm程の

厚底で、内面には棒状のもので押さえたような窪みが

残る。１９は内面にはクモの巣状にハケメの痕跡が残

る｡22～24は大型壷の底部｡25は外反する壷の口頚部。

外面には縦方向の粗いハケメが施される。２６も壷の口

頚部。口縁は大きく外反し、頚部に縦ハケメの後、突

帯を貼り付け斜格子状に押圧を施す。２７は丸底の尭底

部で、やや尖りぎみ。２８は高坪の杯部。外に大きく開

く口縁で、内外面に明瞭な稜をもつ。２９は支脚。中実

で器高は低く円柱状で、側面・上面には指頭を顕著に

残し、上面は窪む。側面には火を受けた痕跡が見られ

る。２５～29は後期後半～終末。

３０～36は土師器。３０～34は尭・３０は直線的に伸びる

胴部から緩やかに外反し、口縁は厚みをもち、内外面

とも屈曲部にゆるい稜が入る。３１は内面屈曲部に面を

もち、外面に「ノ」の字状の沈線文が施される。胴部

は大きく外に張る。３２は厚みのある口縁で若干内傾

し、端部は丸く収める。３３の口縁は厚く、内湾する。

34は直線的で張りをもたない筒状の胴部から、外面で
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図６土居注記
調査区北壁土層

ｌ黒褐色（lOYR2/3）シルト。本来のⅢ層に近い。ブロック
状に明黄褐色土が混じる。しまりあり。

２黒褐色（2.5Y3/2）シルト。色調薄いが、粘性は上層に比
べてやや高い。

３暗灰黄色（2.5Y5/2）砂質土。０．１mmの細砂が少し混じる。
粘性あり。

４黄灰色（2.5Y4/l）砂質土。４層に比べ、やや粘性高い。
しまり弱い。

５黄灰色（2.5Y4/1）砂質土。シルト質土がラミナ状に混じ
る。

６暗灰黄色（2.5Y4/2）砂質土。粗砂はｌⅢ､未満主体。３ｍ
程の喋が混じる。しまり弱い。

７にぶい黄色(2.5Y6/3)砂質土。鉄分の沈着あり。
８暗灰黄色（2.5Y5/2）砂質土。０．１mmの細砂が混じる。しま

り弱い。

９黄灰色（2.5Y4/l）砂質土。0.5mmの篠が主体で、２mmの喋
が混じる。しまり弱い。

１０オリーブ褐色（2.5Y4/3）砂質土。砂粒がラミナ状に入る。
やや粘性高い。

１１黄灰色（2.5Y6/l）砂喋。０．５～１mmの粗砂が中心だが、２
ｃｍまでの砂喋が多数混じる。

１２暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト。0.5mm以下の粗砂を散在させ、
ややしまりあり。

１３にぶい黄色(2.5Y6/3)砂質土。鉄分の沈着あり。
１４にぶい黄色（2.5Y6/3）砂質土。砂喋混じり。
１５黄灰色（2.5Y5/l）砂喋層。１mmの粗砂主体。３mmの篠が

混在。しまり弱い。

１６黄灰色（2.5Y5/1）砂質土。1111m前後の粗砂主体。ｌ～２
ｍｍの砂粒も混在。しまりあり。

１７黄褐色（2.5Y5/3）砂質土。ラミナ状に鉄分の沈着あり。
しまり弱い。

１８黄灰色（2.5Y6/l）砂喋。ｌ～５mmの砂牒主体。拳大の磯
も多数混じる。遺物含む。また、所々にラミナ状の粒度の
細かい砂帯あり。

１９暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト混じりのオリーブ褐色（2.5Ｙ
４/6）砂喋。シルトがブロック状に混じる。しまり弱い。
遺物含む。

２０黄灰色（2.5Y4/1）砂質土。５mmの篠、明黄褐色土の小ブ
ロックが少量混じる。しまりあり。

２１黄褐色（2.5Y5/4）砂質土。

２２暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）砂質土。１mm未満のやや粗い
砂粒が混じる。明黄褐色の微細ブロック粘質土がラミナ状
に堆積。ややしまりあり。

２３黄灰色（2.5Y4/l）シルト。砂粒、明黄褐色土の微細ブロッ
クを含む。粘性あり。しまりあり。

２４黄灰色(2.5Y4/l）シルト。１２層に比べ、砂粒の割合多く、
粘性あり。

２５黄灰色（2.5Y4/l）砂質土。１，１，１未満の砂粒、シルトが混
じる。やや粘性あり。

２６黒褐色（2.5Y3/l）シルト。粘性強い。砂粒が混じる。
２７暗灰黄色（2.5Y4/2）砂質土。鉄分の沈着あり。
２８黒褐色（2.5Y3/l）シルト。粘性強い。砂喋５mmの明黄

褐色砂質土のブロックが混じる。

調査区中央土層

明褐色砂質土

ａ明褐色(7.5YR5/6)シルト。鉄分の沈着層。
ｂ黄褐色（2.5Y5/3）砂質土。暗褐色シルト質土に比べ、５

mmの砂喋が多く混じる。
ＳＤ－７２

１黄褐色（2.5Y5/3）砂質土。明黄褐色シルトのブロックが
混じる。０．１mm程の砂粒が混じる。やや粘性あり。

２にぶい黄褐色（lOYR5/4）砂質土。0.5111mの砂粒が混じる。
ラミナ状に鉄分の沈着あり。

３黄灰色（2.5Y6/l）砂質土。１ｍｍの砂粒で４層よりさらに
粗い。しまり弱い。

４暗灰黄色（2.5Y5/2）砂質土。砂粒が混じらない。オリー
ブ褐色シルトの小片点在。しまりあり。

５暗オリーブ褐色粘質土。帯状に堆積。粘性強い。
６オリーブ褐色砂質土。

７暗灰黄色（2.5Y5/2）砂質土。５層に同じ。９層との境付

Ⅲ樽味遺跡４次調査Ｚ５

近に1mmの溜まりあり。

８黄灰色（2.5Y6/l）砂喋。１mmの砂粒に５mmの砂牒が混じ
る。しまり弱い。

９暗灰黄色（2.5Y5/2）砂質土。７層に同じ。
１０黄灰色（2.5Y4/l）砂喋。１mmの砂粒に５mmの砂牒が混じ

る。しまり弱い。１１層に同じ。

１１黄灰色（2.5Y5/l）砂喋。１mm前後の砂粒間にｌ～５mmの
砂喋が多数混じる。しまりやや弱い。

１２暗灰黄色(2.5Y5/2)砂質土。上面粘性強い。砂粒は0.1mm。
１３黒褐色（2.5Y3/2）砂質土。しまりあり。
ＳＲ－１

１明黄褐色（lOYR6/8）砂喋。0.5111mの砂粒中に３mmの砂喋
が多く混じる。しまり強い。

２黄灰色（2.5Y6/l）砂。１mm前後の砂粒。
３褐色（lOYR4/4）砂喋。
４黄灰色（2.5Y5/l）砂喋。ｌ～２mmの砂粒。粗く、しまり

弱い｡

５にぶい黄褐色（10YR5/4）砂喋。３mmの藤が混じり、その
間に幅0.''１m'前後の砂層がラミナ状に入る。

６にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂喋。３mⅢの篠が混じり、その
問は0.1mmの砂粒が混じる。

７褐色（lOYR4/3）砂質土。0.5mmの砂粒。しまりあり。
８にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂牒。３mmの篠が混じり、その

間は0.1mmの砂粒が混じる。

９黄褐色（2.5Y5/4）砂質土。砂粒は0.1mm。しまりあり。
１０明黄褐色（lOYR6/6）砂質士。0.1mm以下の細かい砂粒巾

に、１mmの砂粒層がラミナ状に混じる。

lｌにぶい黄燈色（lOYR6/4）砂質土。０．１～0.5mmの砂粒。
１２暗灰黄色（2.5Y5/2）砂質土。0.1mmの砂粒。しまり弱い。
１３オリーブ褐色（2.5Y4/3）砂質土。１ｍｍ前後の砂粒中に、

３'１１mの砂牒が混じる。

１４灰白色（2.5Y7/l）砂喋。１～２mmの砂粒。しまり弱い。
１５黄灰色（2.5Y6/l）砂喋。ｌ～２mmの砂粒に5111mまでの砂

牒が混じる。しまり弱い。

１６灰黄色（2.5Y6/2）砂質土。１～２mmの砂粒。しまりあり。
１７暗灰黄色（2.5Y5/2）砂質士。0.1mmの砂粒でややしまりあ

り。0.5mmの砂粒が少し混じる。

１８暗黄灰色（2.5Y5/2）砂喋。１～５mmの砂喋。ややしまり
あり。遺物混じる。

１９褐色（7.5YR4/6）砂喋。ｌ～５mmの砂喋。しまりあり。
遺物が混じる。

調査区南壁土層

Ⅱ－１黄灰色（2.5Y6/1）シルト。ｌ～２mmの砂粒をやや含
む。しまりあり。水出耕作上。

Ⅱ－２黄褐色（2.5Y5/3）シルト。ｌ～２mmの砂粒をやや含
む。粘性、しまり強い。水田床土。

ｌ暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）シルト。２～３mmの明黄褐色
土ブロックが多く混じる。しまりあり。遺椛埋土か。

２暗オリーブ褐色シルト。２～３ｍの明黄褐色土小ブロック
が多く混じる。しまりあり。

３褐色（lOYR4/4）砂質土。鉄分の沈着あり。１mmの砂粒を
含む。しまりあり。

４暗灰黄色シルト。

５暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト。１cm未満の明黄褐色ブロッ
クが少し混じる。しまりあり。

６黄灰色（2.5Y5/l）砂質土。５mm未満の明黄褐色ブロック
がかなり混じる。しまりあり。

７黄灰色(2.5Y5/l)砂質土。２mmの操が混じる。しまり弱い。
８灰黄色（2.5Y7/2）シルト。２mmの操が少し混じる。
９にぶい黄色(2.5Ｙ６/3)砂質土。５mmの喋・しまり弱い。
１０黄灰色（2.5Y5/l）砂。２molの牒が少し混じる。
１１黄灰色（2.5Y6/1）砂質土。一部シルト質を呈する。１ｍｍ

の砂粒が混じる。

１２黄灰色（2.5Y6/l）砂質土。１ｍｍの砂粒が混じる。
１３暗灰黄色（2.5Y5/2）砂喋。１ｍの砂粒が主。５１nmの畔が

混じる。しまり弱い。

１４黄灰色（2.5Y5/l）砂質土。１ｍｍの砂粒主体。１cmの篠が
混じる。

１５黄褐色（2.5Y5/3）砂質土。0.5mmの砂粒が混じる。しまり
弱い。

１６にぶい黄褐色（lOYR5/4）砂質土。0.5mmの砂粒が混じる。
’'１５１ｍｍ前後の層がラミナ状に入る。
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図６土層注記
調査区南壁土層

１７黄灰色（2.5Y5/1）砂質土。0.5,1mの砂粒を含む。シルト質
を呈する部分も認められる。

１８褐色（7.5YR4/4）砂質土。１mmの砂粒中に５mmの喋が混
じる。

１９灰色（5Y5/l）砂質土。１ｍ未満の砂粒が混じる。
２０黄灰色（2.5Y4/l）シルト。粘性高い。溜まり。
２１黄灰色（2.5Y6/l）砂質土。０．１mmの砂粒が混じる。わずか

にシルト質を帯びる部分も認められる。しまりあり。
２２にぶい黄樟色（l0YR6/4）砂質土。0.5mm未満の砂粒が混

じる。しまり弱い。

２３灰黄色（2.5Y6/2）砂質土。０．１～llnlllの砂粒が混じる。シ
ルト質を呈する部分も認められる。ややしまりあり。

２４にぶい黄色（2.5Y6/3）砂質士。0.5mmの砂粒が混じる。し
まりあり。

２５黄灰色(2.5Y6/l)砂質土。０．５～１mmの砂粒。しまり弱い。
２６灰黄色(2.5Y6/2)砂質土。0.1mm以下の砂粒からなり、０．１

ｍｍ以上の砂粒がラミナ状に混じる。

２７明褐色（7.5YR5/6）砂喋。ｌ～５mmの砂喋が混じる。し
まり弱い。

２８黄灰色（2.5Y6/l）砂質土。0.5ｍ未満の砂粒が混じる。し
まり弱い。

２９にぶい褐色（7.5YR5/4）砂質土。１～３mmの砂牒が混じ
る。しまり弱い。

３０黄灰色（2.5Y6/l）砂質土。0.1mmの砂粒が混じる。しまり
弱い。

３１黄灰色（2.5Y6/l）砂質土。２mm未満の砂粒が混じる。し
まり弱い。

３２にぶい黄燈色（l0YR6/3）砂質土。１ｍｍ未満の砂粒が混じ

る。ややしまりあり。

３３明褐色（7.5YR5/6）砂篠。１～５mmの砂喋が混じる。し
まり弱い。

３４黄褐色（lOYR5/6）砂質土。ｌ～３mmの砂牒が混じる。し
まり弱い。

３５黄灰色（2.5Y5/l）シルト。２mm未満の砂喋がかなり混じ
り、やや砂質あり。

３６灰黄褐色（10YR6/2）砂牒。１mmの砂粒を主体として、３
ｃｍの砂篠が混じる。

３７黄灰色（2.5Y6/l）砂質土。０．１mmの砂粒が混じる。しまり
弱い。

３８黄灰色（2.5Y6/l）砂喋。０．５～５皿の砂牒が混じる。しま
り弱い。

３９黄灰色（2.5Y5/1）シルト。０．１mmの砂粒がやや混じる。粘
性あり。

４０黒褐色（2.5Y3/2）シルト。褐色（lOYR4/4）シルトがラ
ミナ状に混在するとともに、１cm未満の灰白色(2.5Y8/2）
シルトブロックが混じる。

４１黒褐色（2.5Y3/1）シルト。
４２黄灰色（2.5Y5/l）砂質土。０．１～0.5mmの砂粒中に、１ｍｍ

前後の砂粒が混じる。しまりあり。

４３黄灰色（2.5Y6/1）砂質土。０．１mmの砂粒が混じる。しまり
弱い。

４４黒褐色（2.5Y3/l）シルト。
４５黄灰色（2.5Y5/l）砂質土。０．１～0.5mmの砂粒が混じる。

しまり弱い。

４６黒褐色（2.5Y3/1）シルト。
４７にぶい褐色（7.5Y5/4）砂質土。１mm前後の砂粒中に、２

ｍｍ未満の砂粒が混じる。
４８にぶい黄色(2.5Y6/4)砂質士。0.5mmの砂粒。しまり弱い。

は胴部と口縁部の境で段をもち、わずかに外に開き口

縁となる。口縁端部は先細り。３５は丸みを帯びた体部

の椀で、口縁がナデによりやや内傾し先細りする。内

外面は多方向のミガキが施され、底部外面はケズリが

施される｡精製土を用い､赤彩していた可能性がある。

36は、口縁がナデにより外反し先細りする坪。

３７～89は須恵器。３７～41は坪蓋。３７は天井部と口縁

部の境目が明瞭な段で、ケズリは天井部の３／４を占

める。５世紀後葉。３８は境目の段が沈線状となりやや

新しい。３９は全体的に厚ぼったく、軍量感があるが軟

質。４０の境界はさらに暖味となる。いずれも６世紀前

葉。４１は天井部と口縁の境目がなくなり、器高も低く

肩平。端部には浅い沈線状の擦痕が見られる。６世紀

後葉。４２～51は杯。４２～44は端部に内傾する凹線状の

段をもつ。５１は受け部が短く薄いわりに、法量が大き

い。４２は５世紀末から６世紀初。４３は６世紀前葉。４４

～47は６世紀中葉。４８～50は６世紀後葉。５１は６世紀

末～７世紀初。５２．５３は蓋。５２は宝珠形つまみをもつ

タイプが想定され､７．世紀前葉｡53はかえりをもたず、

端部を内面下方に屈曲させる。５４は坪としているが、

小型であることから､壷蓋の可能性も考えられる｡55.

56は杯もしくは椀の口縁部。５５は口縁端部付近に強い

ナデを施し、緩やかに外反し先細りする。５６の体部は

丸みをもち端部はナデにより若干外反する。５７は坪。

外方向へ開く短めの高台で、接地部は平ら。８世紀前

葉。５８～61は坪底部。５９の焼成はやや軟質。６２．６３は

高坪の脚柱部｡62は２方向の透かし､63は透かしなし。

64は皿の口縁部。８世紀初頭。６５は鉢。径は小さく口
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図７ＳＲ－１灰褐色砂質±・砂層出土遺物実測図（縮尺１／４）

Ⅲ樽味遺跡４次調査Ｚ９

／

20cｍ

吟一=三三f§
ル
ヨ く＝－Ｚ



グ

「

２９

濠
睡

一一’

一

，L

言＝ へ

図８ＳＲ－１砂喋層出土遺物実測図(1)（縮尺１／４）

、 ‘

１０cｍ

Ⅱ

Ⅱ

戸一一ｱー－ー：

寵

2４

、

〆

１－

､

'

、_|豊プｲ;i＃

、一一弐
、

Ⅱ

；些込塗望埜

'

１－

浮腫‘

１
、
、

2０

こぶi：



≠

戸

''

ノ

819 4４－》？

ミミさ

獄／

、

『
Ｉ

5４

８

廷

／
／

3１
'’３４

図９ＳＲ－１砂喋層出土遣物実測図(2)（縮尺１／４）

言＝~＞５，

１０cｍロ

,二一-１

更 恩 、＝=冬

砿

ﾐミヘ

５

、上宝’6，

》躯←

サニー)’

（
『』

／

匙、3７ 4２

4０ ■

詔

／

延‘一－

≦＝三一一一三ﾐ〕１

ーーー一一ー－ーＩ令ｑ

〕Ｉ 醜

之二弐，

后弓ノ

て

醜

、

一一’一一一一一一一

、

尾=Lﾉ’

5２

９

、
Ｊ
堂

Ｊ
４
Ｄ
ゴ
ー
一

／
一

1⑧.

Ⅲ 樽 味 遺 跡 ４ 次 調査２１

２１

、－－I室＝こず

ﾄー言《Ｉ

lD

lL可
、-‐６３

／
タ

グ

５

4１

4６

／

了



、

ノＩ
〃

/／
１J

蝋焦蝿戴斗淫矛
‐

「や
；

、

Ｉ！

〃

〆認
ノ

､１

１１

１１
ノノ

' ／/
、ﾉ／
、／／
、ノノ

〆〆〆、

、

､ 〆//,' ６９
Ｌ一一-一一一一シ／

、
、

～

－－－一Ｌ－－－－－－－

一一一一ﾌヂ

図１０ＳＲ－１砂燥層出土遺物実測図(3)（縮尺１／４）

F１

2２

Ilf

、

ー一~一一一二一

／
7０

７

－
桑
、
Ⅵ
川
川
″
創
叩
″

２

ノ

〒

、
』

１
１
０
１
、
’
’
１
、

ｏ
Ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１

ヂ

／
Ｆ
、
〕

／幸一

夕

／

一

20cｍ

／

「
>一三三三

Ｉｆｊ=＝、学』二L＝

、
ノ 〆

fﾉ

ﾉﾉ
ﾉ/

''′７２
西
口

一

（

、

と

豆三三三#iｉ

8４

ロ

ｒ

Ｉ
７

8１_ｒ）
、

Ｉ

／／
タ』



図１２ＳＲ－１砂喫層出土遺物実測図(5)（縮尺２／３）

５ｃｍH１

縁部は先細り。

６６は提瓶の口縁部。径9.2ｃｍとやや大きい。６７．６８

は眼の胴部。いずれも小型で、６７は胴部やや上方に押

圧櫛目文。６８は口縁部との接合が器壁の厚みの差異に

明瞭に残る。６９は平瓶の体部片。粘土円盤による閉塞

の状況が窺える。７０は小型短頚壷の口縁。７１～73は長

頚壷｡71は頚部で､外面に沈線を巡らすが一周しない。

72は算盤玉状の胴部片。頚部と体部の接合痕が一部残

る。７３も休部片であるが、胴部の張りは弱い。７４～７７

は底部。７７の高台は内端部で接地する。７８は壷底部。

下方にはケズリが施されている。７９～81は広口壷の口

‘'

""Ｊ

￥二二三気

図１１ＳＲ－１砂燥層出土遺物実測図(4)（縮尺１／４）
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縁部。７９は２本の突帯で区画された中に波状文を３段

に施す。８０は、外面に横ハケメ後、浅い幅広の型押し

したような規則正しい間隔の縦方向の調整を施したの

ち、２条の沈線により上下を区画する。８１は端部を下

方に巻き込む。

８２～84は大空か壷の口縁部。８４はやや赤味がかった

灰白色。８５は初期須恵器の大謹胴部片。外面は縦方向

の平行タタキ、内面は円形無文当て具痕の重複が薄く

残る。８６～88は大尭の胴部片。８９は焼き台状の形態を

とるが、二次焼成はなく、器種不明。底部からやや内

傾する体部には径１cm程の穿孔があり、底部に径４～

５cm程の円孔が開く。外底部には円弧状に指押さえ痕

が顕著に残る。

９０は白磁碗の底部片。内外面の高台に至るまで、施

紬が見られるが、内面見込み部では環状に紬を掻き取

る。１２世紀中頃～後半。

９１は緑色片岩石材。９２はサヌカイト製スクレイパ

ー。平面三角形で厚みのある剥片を素材に用い、背面

の右側面には素材面を残す。刃部は両面調整剥離。

図１３は調査区北壁際のＳＲ－ｌ埋土を断ち割った際に

出土した遺物。ｌは弥生土器壷の口縁部。端部は上方
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能低下は洪水砂によるものと考えられる。溝の西端は

後世の掘削により削平され途切れるが、その直前の溝

幅はｌ～1.5ｍと幅狭である。そして、Ｙ＝-65125～

-65115の約10ｍ間では、３ｍ近くを測り幅広である

が、Ｙ＝-65115付近で約１ｍと急激に幅を減じて東

側に続く。幅広部分も、土層観察からすると、複数の

溝が切り合っている状況になく、意図的に溝幅を狭め

ている可能性が高い。また、Ｙ＝-65120～-65116に

は、溝の北岸にテラス状の段が認められる。以上のよ

うな状況からすると、溝の幅広部分で西からの流水を

貯め、北岸のテラス状の段を水口として取水していた

ことが想定される。そうすると、溝幅が急激に減じる

Y＝-65115付近に堰などの敷設が想定されるが、柱

穴などの附随遺構は確認できていない。

下層溝は、調査区の西端から調査区東端へとほぼ東

西方向に続く。溝の深さは、検出面から約50cm・埋土

は、砂牒混じりの黄褐色もしくは黄灰色系の砂質土で

ある。流水があったことが明らかであるとともに、幾

たびかに及ぶ砂喋を伴った洪水によって溝が機能しな

くなったと考えられる。

溝はＳＲ－１に接するやや西側、Ｙ＝-65105付近で、

２本の溝（北側を①、南側②とする）に分かれる。ＳＤ

－２下層①はＳＲ－ｌ上面で確認しており、ＳＲ－１に後

行するものである。ＳＤ－２下層②はＳＲ－１の上面で平

面プランを追えていないことから、ＳＲ－１と同時期

か、ＳＲ－ｌに先行するのか不明。ＳＤ－２下層の南岸西

側および北岸中央部（図１５の網掛け部分）はテラス状

の段を呈しており、水口などの関連施設の可能性が高

い。川幅は調査区西端で約2.5ｍ，Ｙ＝-65120～-

65113ではテラス部分を除くと1.5～２ｍを測る。その

後、南岸は南に突出し徐々に溝幅を広げ、二股に分か

れる直前のＹ＝-65103付近で、最大幅約５ｍを測る。

おそらく、南岸が南側に突出するＹ＝-65113付近で

２つの溝が合流し、溝幅が広くなっていると考えられ

る。ただ、急激に溝幅が広がる大きな要因は見いだせ

ないことから、ＳＤ－２下層①とＳＤ－２下層②は切り合

い関係の可能性も考えられる。そうであるならば、ど

ちらかの溝はＳＤ－２下層をある段階に付け替えたため

に掘り返されたと想定される。

ＳＤ－２出土遺物は細片が多いが、若干図化できたも

のがある。図16が上層出土、図１７が下層出土である。

上層出土で図化できたのは６点。ｌ～５は土師器。

１は要の口縁でやや内湾する。器壁は厚く、体部は胴

Ｉ

111

(2)ＳＤ－２（図１４．１５、図版４－２～５－３）

概要報告ではＳＲ－２と報告したが、人工的な溝の要

素が強いため、本報告ではＳＤ－２として取り扱う。

暗褐色シルト質土除去後、調査区北半で東西方向に

確認された溝である。調査区東端では、ＳＲ－１上面で

検出できたことから、ＳＲ－ｌに後行する。平面プラン

と土層断面の所見から、上層と下層に分離が可能であ

る。溝底面のレベル等から、西から東に流水している

ものと考えられる。

上層溝は、検出面から最深で約20cmを測る。溝の埋

土下半は、径１mm未満の砂粒を伴う砂質土が堆積して

おり、底面にそって鉄分の沈着層が認められる。粘性

を帯びた土の堆積が見られないことなどから、溝の機

に肥厚し、３条の凹線文を施す。後期前半段階。２は

土師器の尭口縁部。３．４は須恵器。３は広口壷の口

縁部。低めの突帯で区画し波条文を施す。４は長頚壷

底部。８世紀前半。

以上の出土遺物は、９０の１２世紀に下がる白磁碗を除

いて、ほぼ８世紀前半以前に限定でき、ＳＲ－１は基本

的に８世紀前半で埋没していたとすることができよ

う。

図１３ＳＲ－１北壁際断割出土遺物実測図（縮尺１／４）
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図１４ＳＤ－２上層実測図（縮尺１／80）（A一Ａ'、Ｂ－Ｂ'、Ｃ－Ｃ'は図15に対応）
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とﾉｉ

の張らない筒状が想定され、７世紀以降の古代。２は

椀で、底部は低めの高台となる。口縁端部は膨らみを

もつ。１１世紀から12世紀。３は椀底部、４は坪底部。

５は甑の把手部で、側面にハケメが残る。６は須恵器

の鉢の口縁部。直上に立ち上がり、端部は緩やかに外

反する。

下層出土遺物は11点を図化した。１．２は土師器。

ｌは高坪の坪底部で、脚部接合の痕跡が凹みと環状の

焼きの違いにより見てとれる。２は支脚。３～９は須

恵器。３～５は坪底部。６．７は壷の口縁部。８は長

頚壷胴部片。算盤状の胴部であり、屈曲部には明瞭な

稜が入る。９は高台付きの壷の底部。１０は緑色片岩石

材。広く素材面を残す。１１はサヌカイト製打製石錐。

側片は比較的直線的であり、また凹基部においても直

線的で角をもつ。剥離は側片のみで浅い。

ＳＤ－２下層出土遺物は、ＳＲ－１出土遺物との間に大

きな隔たりを想定できる状況にはないが、ＳＤ－２上層

出土遺物には１１～12世紀に下がる例があり、あるいは

上層と下層の間に大きな隔たりがあるのかもしれない。

(3)ＳＤ－７２（図６）

ＳＲ－１中央土層断面の観察で、幅３ｍ弱、深さ約７０

cmの溝がＳＲ－ｌの西岸付近に認められる。これをSD-

72とした。南北方向に続くと考えられるが、北壁、南

壁どちらの土層断面にも該当するものは認められな

い。つまり調査区内のどこかで東西方向に溝の進路を

変えていると考えられる。土層観察による切り合い関

係から、ＳＲ－１に後行することは間違いない。ＳＤ－２

との関係についても明確ではないが、ＳＤ－２上層およ

びＳＤ－２下層①は、確実に調査区東端まで続くことが

確認されており、ＳＤ－２に至る直前に大きく東にふれ

るのか、もしくはＳＤ－２下層②に続くものと想定され

る｡ただ、ＳＤ－２下層②に続くとしても、ＳＤ－２下層

②底面のレベルは、SD-72のレベルに対して40cm程度

の差があり、同一の溝とするにも問題点が残る。

埋土は、砂喋混じりの暗灰色もしくは黄灰色系砂質

土が主体であり、溝には流水を伴う。またシルトもし

くは粘質土の堆積が見られないことから、洪水砂によ

る埋没で徐々に溝としての機能を失っていったと考え

られる。

遺物に関しては、ＳＲ－ｌ完掘後に遺構の存在を認識

したため、ＳＲ－ｌと一連の取り上げとなっている。

(4)その他の遺構と遺構出土遺物（図１８～23）

上記した遺構以外には、遺物を多く出土する、ある

いは明確な掘り込みが認められる遺構はほとんどな

い。以下、溜まり状のものも含めて認識した遺構につ

いて、概述しておく。

ＳＰ－３Ｆ４・Ｆ５区。径40cm強の柱穴。深さ約１０

ｃｍｏＳＤ－２下層を切る。埋土は、灰黄褐色(10YR6/2）

砂質士。鉄分を多く含む。

ＳＰ－４Ｆ５区。ＳＤ－２上層内で検出した径約１５ｃｍ

の小穴。深さ約ｌ４ｃｍｏ

ＳＰ－５Ｆ５区。ＳＤ－２上層内で検出した径約20ｃｍ

の小穴。深さ約l3cmoSP-4に近接する。

ＳＰ－６Ｃ６区。径約20cmの小穴。深さ約10cm・埋

土は灰褐色（7.5YR4/2）シルト。

ＳＰ－７Ｃ６区。径約20cmの小穴。深さ約５cmＯＳＰ

－８，９に切られる｡埋土は灰褐色(7.5YR4/2)シルト。

ＳＰ－８Ｃ６区。径約30cmの柱穴。深さ約９ｃｍｏＳＰ

－９に切られ、ＳＰ－７を切る。埋土は灰褐色（7.5YR4

/2）シルト。

ＳＰ－９Ｃ６区。径30～50cmの柱穴。平面形は隅丸

方形に近い。深さ約６ｃｍｏＳＰ－７、８を切る。埋土は

灰褐色（7.5YR4/2）シルト。

SK-10（図１８）Ｃ６区。南北方向を軸とした長方

形土壌。北側の一部は近代の溝によって切られる。東

西幅は約１ｍ・埋土は、褐灰色(10YR5/1)シルトを主

体として、明黄褐色(lOYR7/6)シルトが混じる。埋土

中には炭化物が混じり、須恵器細片が出土している。

SK-12（図１８）Ｄ６区。埋土は、褐灰色（10YR5／

l）シルトを主体としながら、黒褐色（10YR2/2）シ

ルト、明黄褐色（l0YR7/6）シルトが混じる。調査段

階では明確な情報を得られなかったが、ＳＤ－２に接し

ていることから水口の可能性も考えられる。

ＳＰ－１３Ｃ６区。深さ約５cm・埋土は、黒褐色（lO

YR2/2）シルトに褐灰色(lOYR5/1）シルトが混じる。

木の根の可能性も考えられる。

ＳＰ－１４Ｃ６区。径10cm強の小穴。深さ約６cm・埋

土は、黒褐色(lOYR2/2）シルトに褐灰色(lOYR5/l）

シルトが混じる。

ＳＰ－１５Ｃ６区。径約１５cmの小穴。深さ約４cm・埋

土は、黒褐色(l0YR2/2）シルトに褐灰色（l0YR5/1）

シルトが混じる。

ＳＰ－１６Ｃ６区。径約10cmの小穴。深さ約３cm・埋

土は、黒褐色(lOYR2/2）シルトに褐灰色(l0YR5/1）
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図１５土層注記
Ａ一Ａ′

上層１暗灰黄色（2.5YR4/2）砂質土。

上層２黒褐色（2.5Y3/2）土。明黄褐色土の小ブロックが少

量混じる。有機質土（本来のⅢ層か）が多く混じる。
粘性強い。

上層２－Ａ上層２とほぼ同じ。明黄褐色土の小ブロックが占

める割合高い。

上層２－Ｂ上層２とほぼ同じ。暗褐色土のブロックが混じる。

上層３黄灰色(2.5Y5/1)砂質土。0.5mm以下の砂粒が混じる。

シルト質やや強く粘性ある。

下層２－Ａ黄灰色（2.5Y5/l）砂質土。しまりあり。１mm以

上の砂粒は見られない

下層２－Ｂ黄灰色（2.5Y5/l）砂質土。下層２－Ａ層に比べ

砂牒はやや粗い。

下層２－Ｃ暗灰黄色（2.5Y5/2）砂質土。一部粘性を帯びた
部分も見られる。

下層６浅黄色（2.5Y7/4）砂質土。ラミナ状に砂喋を含む。

砂篠やや粗い。

下層７暗灰黄色（2.5Y5/2）砂喋。３cmの篠が混じるが、主

体は１mm前後の砂粒。
Ｂ－Ｂ′

上層１オリーブ褐色（2.5Y4/3）砂質土。砂粒は0.5mm以下で

やや粘性がある。西側ほど色調暗く、粘性が強い。

上層２黒褐色（2.5Y3/2）土。明黄褐色土の小ブロックを少

量、有機質土（本来のⅢ層か）が混じる。粘性強い。

上層３黄灰色(2.5Y5/1)砂質土。0.5,1m以下の砂粒が混じる。
シルト質がやや強く、粘性あり。

上層４明黄褐色土のブロック中に１mm未満の砂粒が混じる。

上層５暗灰黄色（2.5Y5/2）砂質土。１mm未満の砂粒が混じ

る。しまり弱い。

下層ｌ明黄褐色砂質土のブロックに黄灰色（2.5Y5/l）砂質
土がラミナ状に混じる。しまり強い。

下層２黄灰色（2.5Y5/1）砂質土。上層３に共通。明黄褐色
土の小ブロックが混じる。

下層３オリーブ褐色（2.5Y4/6）砂質土。１ｍｍ未満の砂粒が

混じる。数枚の硬い鉄分沈着層を形成する。

下層４黄灰色（2.5Y5/l）砂質土。下層２に同じ。
下層５黄褐色（2.5Y5/4）砂質土。しまり弱い。遺物が混じ

る。

１層明黄褐色砂質土。上層の水田層の鉄分の沈着層あり。０．５

１１'mの砂粒が混じる。ややしまりあり。

２層灰褐色土。ラミナ状に粘質土と砂層が混じり、しまり強
い。砂層中には１mmの砂粒が混じる。やや粗い。

Ｃ－Ｃ′

上層１褐灰色（7.5YR4/l）シルト。近代の水田層によるも

のか。鉄分の沈着あり。

上層２灰白色（7.5Y8/l）砂質土。上層からのものか。鉄分

の沈着あり。

下層灰白色（7.5Y8/1）砂質土。ラミナ状に鉄分沈着あり。
上面は硬くしまる。
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図１６ＳＤ－２上層出土遺物実測図（縮尺１／４）
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シルトが混じる。

ＳＰ－１７Ｃ６区。平面長楕円形を呈する径10～20ｃｍ

の小穴。深さ約２cm・埋土は、黒褐色（lOYR2/2）シ

ルトに褐灰色（10YR5/l）シルトが混じる。

ＳＰ－１８Ｃ６区。平面は不定形。深さ約４cm。埋土

は、黒褐色（lOYR2/2）シルトに褐灰色（lOYR5/l）

シルト質土が混じる。

ＳＰ－１９Ｄ６区。深さ約11cm・埋土は、黒褐色（l0

YR2/2)シルトに褐灰色(lOYR5/l）シルトが混じる。

ＳＰ－２０Ｄ６区。深さ約llCIno埋土は、黒褐色（１０

YR2/2）シルトに褐灰色(lOYR5/1）シルトが混じる。
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図１７ＳＤ－２下層出土遺物実測図(縮尺１／４，２／３）
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図１９ＳＸ－３8出土遺物実測図（縮尺２／３）
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SX-38埋土

ｌ暗褐色（lOYR3/3）シルトで、鉄分を含み、しまりが
強い。

２浅黄色（2.5Y7/3）シルトで、しまりが強い。

３暗褐色（lOYR3/3）シルトで、鉄分を含み、しまりが
強い。

４浅黄色（2.5Y7/3）シルト。しまりが強い。

、－ 戸｡

図１８主要遺構実測図(1)（縮尺１／40）
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〔SX-50〕
〔SX-54〕 Y＝-65118

ノSK-57

明黄褐色土。７黄褐色（2.5Y5/4）砂質土。５mmの篠が混じる。
黒褐色（l0YR2/2）シルト。３cmの明黄褐色土小ブロック８黒褐色（2.5Y3/l）シルト。
が多 く混 じる。しまりあり。９にぷい黄色（2.5Y6/4）シルト。明黄褐色土のブロック、
黒褐色(lOYR2/2）シルト。２層に同じ。炭化物が混じる。0.5mmの砂喋が混じる。
褐色（7.5YR4/4）シルト。焼土層。１０黒色（lOYR2/1）シルト。３mmの明黄褐色土の小ブロック
黒色（lOYR2/l）シルト。３mmの明黄褐色土小ブロックが が混じるが、２層に比べ少ない。粘性強い。

混じるが、２層に比べ少ない。粘性強い。ｌｌにぶい黄色（2.5Y6/3）シルト。５mmの明黄褐色土ブロツ
オリーブ褐色(2.5Y4/4）シルト。明黄褐色土小ブロック、クと黄褐色土ブロックが混じる。
暗褐色土が若干混じる。しまりあり。

図２０主要遺構実測図(2)（縮尺１／40）
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ＳＰ－２１Ｄ６区。深さ約14cm・黒褐色（lOYR2/2）

シルトに褐灰色（lOYR5/l）シルトが混じる。

ＳＰ－２２Ｄ６区。深さ約１０cm・黒褐色（lOYR2/2）

シルトに褐灰色（l0YR5/l）シルトが混じる。

ＳＸ－２３Ｄ５・Ｄ６区。平面形は隅丸長方形を呈す

る。西側にはテラス状の段が２段見られる。遺構北東

隅は、底面のみが大幅にⅣ層に入り込んでいることか

ら風倒木等の可能性も考えられる。埋土は､褐灰色(１０

YR5/l）シルトに黒褐色（l0YR2/2）シルト、明黄褐

色（l0YR7/6）シルトが混じる。

ＳＰ－２４Ｄ５区。深さ約８cm・埋土は、黒褐色（lO

YR2/2)シルトに褐灰色(lOYR5/l）シルトが混じる。

ＳＰ－２５Ｄ５区。深さ約10cmを測る｡埋土は､黒褐色

(lOYR2/2)シルトに褐灰色(l0YR5/l)シルトが混じる。

ＳＰ－２６Ｅ５区。深さ約４cm・埋土は、黒褐色（１０

YR2/2)シルトに褐灰色(lOYR5/1）シルトが混じる。

ＳＰ－２７Ｅ５区。深さ約６cm・埋土は、黒褐色（lO

YR2/2)シルトに褐灰色(l0YR5/1）シルトが混じる。

SX-28（図１８）Ｄ６Ｅ６区｡平面不定形｡埋土は､灰

黄褐色(10YR4/2)シルトに黒褐色(l0YR2/2)シルトが

混じる。

SX-29（図１８）Ｅ５・Ｅ６区。平面長楕円形。埋土

は、灰黄褐色(10YR4/2)シルトに黒褐色(lOYR2/2）

シルトが混じる。

ＳＰ－３０Ｅ６区。径約１０cm，深さ約３cm・埋土は黒

褐色（10YR2/2）シルトに褐灰色（10YR5/l）シルト

が混じる。

ＳＰ－３１Ｅ６区。径約20cm，深さ約４cm・埋土は黒

褐色（10YR2/2）シルトに褐灰色（l0YR5/l）シルト

が混じる。

ＳＸ－３２Ｅ５・Ｅ６区。平面不定形。埋土は、黒褐

色（lOYR2/2）シルト。北東部は、底面のみがⅣ層に

大きく入り込む。SX-23同様に木の根に伴う落ち込み

の可能性が考えられる。

ＳＰ－３３Ｅ５区。深さ約７cm・埋土は黒褐色（l0YR

2/2）シルト。SX-32と一連の可能性も考えられる。

ＳＰ－３４Ｅ６区。深さは約５cm・埋土は、黒褐色(lO

YR2/2）シルト。

ＳＰ－３５Ｅ６区。深さは約３cm・埋土は、黒褐色(１０

YR2/2）シルト。

ＳＸ－３６Ｅ５Ｅ６区｡遺構北側の底部のみがⅣ層に

大きく入り込み､木の根に伴う落ち込みの可能性もある。

SX-3７（図１８）Ｆ６．Ｆ７．Ｇ６・Ｇ７区。遺構の南

北は、撹乱により平面形状は不明。埋土は黒褐色（１０

YR2/2）シルト。

SX-3８（図１８）Ｆ６・Ｇ６区。約２×1.8ｍのやや歪

んだ円形。最深で約25cm。’～４層の埋土中には砂喋

を一切含まない。出土遺物には弥生土器もあり、石器

２点を図化した（図１９)。１は剥離の見られるサヌカ

イト剥片。片面に素材面を残し、厚みがある。側片の

み浅い剥離が行われ、石錐の未製品の可能性もある。

２もサヌカイト。片面に素材面を広く残し、縦長素材

に浅い剥離を施す。

ＳＸ－３９Ｇ６区。径約30cmの柱穴が２つ接している

可能性も考えられる。

SX-40（図20）Ｆ５．Ｆ６区。平面は約１×0.6ｍ

の長楕円形状。ＳＤ－２に関連する施設の可能性も考え

られる。出土した遺物は１点のみ（図21)。土師器坪

の口縁部。端部は丸く収め、内面上半に粗い横ハケメ

を施し下半ではナデ。内面には赤彩が認められる。

ＳＸ－４１Ｆ５区。ＳＤ－２完掘後、ＳＤ－２内で確認。

ＳＤ－２の一部とした方が適切かもしれない。埋土は、

暗褐色（10YR3/3）シルト。

ＳＸ－４２Ｆ５区。ＳＤ－２完掘後、ＳＤ－２内で確認。

ＳＤ－２の一部とした方が適切かもしれない。埋土は、

暗褐色（lOYR3/3）シルト。

ＳＰ－４３Ｆ６区。径約30cm、深さ約25cmを測る。

SX-44（図20）Ｅ６区・Ｆ６区◎径１ｍ前後の円形。

埋土は暗灰黄色（2.5Y4/2）シルトを主体として、明

黄褐色（10YR7/6）の丸いブロックを上部に含む。中

世土師器の細片が出土している。

ＳＸ－４５Ｆ５区。ＳＤ－２完掘後、ＳＤ－２内で検出。

ＳＤ－２の一部とした方が適切かもしれない。径50～６０

cmの円形。埋土は褐灰色（lOYR5/l）シルトを主体と

して、黒褐色（10YR2/2）シルト、明黄褐色（l0YR7

/6）シルトが混じる。

ＳＰ－４６Ｅ６区。深さ約６ｃｍｏ

ＳＰ－４７Ｅ６区。深さ約７ｃｍｏ

ＳＰ－４８Ｅ６区。径約１５cm、深さ約llcmo

SX-49（図20）Ｅ６区。径60～80cmのやや歪みの

ある円形。

SX-50（図20）Ｅ６区。平面は径約60cmの円形を

呈する。埋土は、暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト。しま

りは強い。

ＳＰ－５１Ｅ６区。深さ約８cm・平面はやや不整形を

呈し、木の根などの可能性も考えられる。
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図２１SX-40出土遺物実測図（縮尺１／４）
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図２３SK-71出土遺物実測図（縮尺１／４）
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図２２主要遺構実測図(3)（縮尺１／40）

ＳＸ－５２Ｅ５区。ＳＤ－２に接しており、ＳＤ－２の一

部とした方が良いかもしれない。

ＳＸ－５３Ｅ５区。ＳＤ－２に接しており、ＳＤ－２の一

部とした方が良いかもしれない。

SX-54（図20）Ｅ５区。ＳＤ－２に接しており、ＳＤ－

２の水口部分等の可能性が考えられる。

ＳＸ－５５Ｃ６区｡ＳＤ－２の底面で検出したことなどを

考えると､ＳＤ－２の一部とした方が良いかもしれない。

SK-56（図20、図版5-4）Ｅ１区。一辺２ｍ強の土

塘で、大きな落ち込みが東西に２カ所見られる。埋土

の主体は褐色系シルトであるが、Ⅳ層のブロックや炭

なども混じることから、人為的な遺構の可能性が高

い。SK-57に切られる。

SK-57（図20、図版5-4）Ｅｌ区。径約１ｍの土壌

もしくは柱穴の可能性が考えられる。検出面からの深

さは約30cmを測る。SK-56を切る。SK-56と一連に掘

り下げたため遺物が混在しているが、古代の土師器、

中世の土師器・瓦器の細片が出土している。

SK-58（図20）Ｆ２区。埋士は、暗オリーブ褐色

シルトで、粘性も認められる。下層は薄めの色調を呈

する。SP-59に切られる。

SP-59(図20）Ｆ２区｡埋土は黒褐色(lOYR2/2)シル

ト。２mmの焼土粒を含み、粘性およびしまりあり。ＳＫ

-58を切る。

ＳＰ－６０Ｆ２区。径30～50cmの楕円形を呈する。深

さ約15cm・埋土は黒褐色（10YR3/2）シルト。SP-61

を切る。

ＳＰ－６１Ｆ２区。径約40cm、深さ約24cm・埋土は暗

褐色（10YR3/3）砂質土。上層は黒褐色に近いが、下

層は薄めの色調。SP-62を切り、SP-60に切られる。

しまりあり。

ＳＰ－６２Ｆ２区。径約30cm，深さ約１０cm・埋土は黒

褐色（10YR3/2）シルト。２mmのⅣ層粒を含み、しま

りあり。SP-61に切られる。

ＳＰ－６３Ｇ３区。径約10cmで、深さ約７cm・埋土は黒

褐色（2.5Y3/2）砂質土｡粗砂を含む｡しまりあり。

ＳＰ－６４Ｇ３区。ＳＲ－ｌ肩にて検出。径20～30cmの

楕円形を呈する。埋土は灰オリーブ色（5Y4/2）砂質

土。ＳＲ－１に関連する柱穴の可能性が考えられる。

ＳＰ－６５Ｇ３区。ＳＲ－１肩にて検出。径約30cm･埋

土は暗褐色（l0YR3/3）砂質土。粘性あり。ＳＲ－１に

関連する柱穴の可能性が考えられる。

SX-66（図22）Ｇ６・Ｈ６区。北側は撹乱によって

欠損する。径約１ｍの円形状。埋土は灰黄褐色(l0YR

5/2）シルト。粘性あり。上層に一部にぶい黄褐色(１０

YR4/3）シルトが認められる。
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ＳＰ－６７Ｈ６区｡平面形は不整形を呈し､深さ約４ｃｍｏ

ＳＫ－６８Ｅ６・Ｆ６区。約１ｍ×約0.5ｍの土壌。埋

土は褐灰色(lOYR5/l)シルト。明黄褐色(lOYR7/6)シ

ルトのブロックが多く混じる。SK-69に切られる。

ＳＫ－６９Ｅ６・Ｆ６区。平面形は、径50～70cmの歪

んだ円形を呈する。埋土は、褐灰色（10YR5/l）シル

ト。SK-68を切る。

SX-70（図22）Ｄ２区。ｌ辺約１ｍの方形状土壌。

埋土は黒褐色(7.5YR3/2）シルトを主体としながら、

明黄褐色シルトの丸いブロックおよび粒状炭化物を少

量含む。

SK-71（図22）Ｂ２区。形状不明。埋土はにぶい

黄褐色(lOYR4/3)シルト。１cm程のⅣ層小ブロック、

Ⅲ層小ブロックが混じる。ややしまりあり。出土遺物

１点を図化した（図23)。土師器の小皿で、底部は回

転糸切り。

(5)その他の出土遺物

①暗褐色シルト質土出土遺物

（図２４．２５、図版7-5）

「Ⅲ'層」出土で取り上げた暗褐色シルト質土出土遺

物から、８２点を図化した。１～12は須恵器。１は蓋の

口縁部で、宝珠形つまみがつくタイプ。２は坪底部。

短い高台は接地面が凹状で内端部が接地する。３～５

は坪の口縁部。端部はナデによりわずかに外反する。

４は軟質で火擦が入る。６は足高の高台を持つ椀底

部。７は広口壷の口縁。８は短頚壷の体部。１０は大尭

の胴上部から口縁にかけてで、口縁外面に縦方向の沈

線が数本入る。９．１１は壷の底部。９は断面三角形の

低めの高台をもつ。１１は底部から直線的に立ち上が

り､底部にケズリが施される｡１２は東播系のこれ鉢で、

口縁を上方に拡張し、内面屈曲部に沈線が入る。

１３～56は土師器。ただし、１３は軟質の須恵質。１６～

33は円盤状高台をもつ坪底部。１４～17が内傾に、１８～

22は直上に、２９～33は外傾して立ち上がる。３４～40は

高台と体部の境目が暖昧。４０の体部は大きく外に開か

ず、底部回転糸切り。４１は薄い底部が高台状に立ち上

がったのち外反する。４２．４３は坪か皿の底部。４４～４７

は椀もしくは坪の口縁部。４５は端部で強いナデが施さ

れ、厚みも減じている。４８～56は高台付きの底部。４８

～50は底部から体部への変換点に高台を貼り付ける。

51は高台接地部に明瞭な面をもつ。５２～54は断面三角

形の高台で、５２は内側のナデが強く直角三角形状とな

る。５５．５６の高台は低く小さい。５４は重厚な底部で、

高台内が圏線状に窪む。

５７～68は内黒の黒色土器。５７が口縁部で、他は底部。

これらの黒色土器は砂粒を多く含む粗い胎土。ミガキ

を施しているものもあるが、磨滅により不明瞭なもの

が多い。５８～６１．６６は厚めで丸みのある高台。６５は細

長く外に開く。６７は高台内に圏線状の凹みがある。

６９～76は瓦器ｏ６９の口縁は内湾し端部内面に１条の

条線がある。７０．７１は、指押さえ痕を顕著に残して口

縁部下方に稜が入り、緩やかに外反する。内面は横方

向のミガキ。胎土は粗い。和泉型。７３～76は底部。７３

の内面には暗文が施される。これらの瓦器は12世紀前

半段階と考えられる。

７７は白磁皿底部。圏線より角度を変えて、外に大き

く開く。高台は低く角ばり、高台内・畳付は露胎。１１

世紀後半～１２世紀前半。７８は喪の口縁部。７９は備前焼

揺鉢。８０は平瓦で、表面に炭素の吸着が見られる。８１

は花尚岩質の砥石。両側面に角をもち、擦痕が側面・

上面にわずかに見られる。８２は緑色片岩石材。

以上から、暗褐色シルト質土は、一部後世の遺物を

包含する場合もあるが、基本的に12世紀代までに堆積

を終えていたと推測される。なおこの時期は、下層の

ＳＲ－ｌに混在していた遺物の最新相に一致する。

②明褐色砂質土出土遺物（図26、図版７－６）

明褐色砂質土出土遺物からは１５点を図化した。１～

５は土師器の坪底部。１～３は円盤状高台。６．７は

内黒の黒色土器の底部片で、７は細めの断面三角形の

高台をもつ。８は土師器蕊。９～１３は須恵器。９は坪

蓋もしくは椀の体部片。１０．１１は高台付きの坪底部。

11の高台は底部から体部への変換点に付く。１２は壷か

大喪の屈曲部。１３は壷底部。１４は白磁碗。高台は削り

出し。施紬は厚めで、外面体部下方以下露胎。１１世紀

中頃。１５は緑色片岩石材片。明褐色砂質土出土遺物

も、暗褐色シルト質土出土遺物同様、１２世紀以前。

③撹乱出土遺物（図27）

撹乱出土遺物からは25点を図化した。ｌは弥生土器

の壷底部。２は須恵器の坪口縁部。３は和泉型瓦器椀

の口縁部片。口縁と体部の境に明瞭な稜が入り、指押

さえ痕が顕著に残る。稜の下にケズリらしき痕跡が見

られ、内面にわずかにミガキが見られる。１２世紀後半

から１３．世紀初め。４．５は須恵器の坪底部で円盤状高

台。４は回転へラ切りで、５は回転糸切り後ナデ。６

は土師器椀の底部片。７は須恵器壷の口縁部で、口縁
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図２６明褐色砂質±出土遺物実測図（縮尺１／４）

下に断面三角形の突帯が付く。８は須恵器壷底部で、

断面方形の高台をもち、体部は直線的に伸びる。９．

１０は土鍋の口縁部。体部が直線的に外に開き、鈍角に

屈曲して口縁にいたる。器壁は指押さえによる凹凸が

顕著。９の外面には煤の付着が見られる。１１は羽釜の

脚部。１２～14は白磁。１２は鉢の体部片で、内面に圏線

が見られる｡１１世紀後半～１２世紀前半｡１３は碗の底部。

畳付は露胎である。１１世紀後半～12世紀前半。１４は碗

で、高台は細く高く直立する。高台内と高台は露胎。

見込みに６条単位の櫛目文が施される。１２世紀中頃。

１５は龍泉窯系青磁碗の底部片。施紬は全面に及び、高

台端部近くのみ露胎。２ヶ所にトチンの痕跡が見られ

る。１３世紀中頃～14世紀前半。１６．１７は染付碗。畳付

は露胎で、’6の内底面においては環状に粕の掻き取り

が見られる。施文は底部と高台に１条の施文が施され

る｡１７は見込みに草文､高台に２条の線文が施される。

１８は施紬磁器で、口縁端部が花弁状を呈する。施紬・

発色から近代以降。１９～21は備前焼の厘鉢である。い

ずれも底部からやや内傾し、内外面にロクロ痕を明瞭

に残す。２０は静止糸切り、２１は回転糸切り。１９は竹管

文のような施文が施される。近代のものである。２２．

２３は蔽石。２２の先端部とその側辺に蔽打痕が見られ

る。２３は上部が欠損しているが、敵打痕は先端部と側

辺に見られ、左側面と先端部に面がある。２４．２５は緑

色片岩の縦長の素材片である。２５の先端部は剥離が見

られ、鼓石の可能性もある。２６～29は緑色片岩石材。

(6)樹木移植に伴う調査区（図28）

農学部附属農業高等学校校舎新営予定地には、卒業

記念樹が植栽されており、工事に先立って移植が行わ

れることとなった。抜根に伴う掘削深度はＩ層内に収

まることを確認したが、移植先については、掘削深度
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から調査が必要となり、1997年１１月１７日に実施した。

本来なら別調査として年報で報告すべきであったが、

遺漏しており、今回ここで併せて報告しておく。

移植先は樽味遺跡２次調査が実施された農学部３号

館の北側である。掘削深度は現地表下から約Ｌ２ｍｏ

標高41.54ｍまでがＩ層で、標高41.27ｍ以下Ⅳ層とな
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る。その間にⅢ層は確認されず、①～③の３層が確認

できた。①層は、灰黄褐色（lOYR6/2）シルト質。②

層は、暗青灰色（10BG4/1）シルト質で、２～３mmの

砂喋を少量含む。③層は灰褐色（7.5YR5/2）シルト

で、①．②層に比べて粘性が弱く、砂喋を含む割合が

高い。上層部分には、鉄分の沈着が認められる。①～

○、 賛２、
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撹乱層。

灰黄褐色（lOYR6/2）シルト。きめは細かく、砂に近い。
遺物なし。

暗青灰色(l0BG4/1）シルト。２～３mmの篠が少量混じる。
遺物なし。

灰褐色（7.5YR5/2）シルト。①②層に比べて粘性が弱い。
２mmの篠を含む割合が高い。上層部分に､鉄分の沈着あり。
遺物なし。
明黄褐色土。

Ｉ

Ⅷ

’

Ⅳ

ｌｌｌ

ｌ

:0１

２０ｍ

3８

③層から遺物は出土せず、時期決定は難しいものの、

周辺での調査例を参考にすると、①層または③層が樽

味遺跡２次調査の基本層位Ⅲ層に対応すると考えられ

Ｉ
①
②
③

Ⅳ

図２８樹木移植に伴う調査区位置および土層柱状図（縮尺１／500,1／40）

ることから、①層～③層は16世紀以降の堆積層と想定

される。①～③層の年代の下限については不明であ

り、基本層序Ⅱ層の可能性も残る。

４まとめ

樽味遺跡４次調査では、旧地形の高い樽味団地内東

部に位置するためか、削平等により遺構の残存は芳し

くない。検出遺構は自然流路と溝で、わずかに土壌や

柱穴・小穴が伴うのみであった。したがって、直接的

にこの地点での生活変遷を語れるような状況にはな

い。しかし、自然流路と溝はその遺構の切り合い関係

から、その変遷を辿ることができる（図29)。

まず層序的に最も古いのがＳＲ－ｌであり、８世紀前

半までには埋没をほぼ完了している。流路として機能

したのはそれ以前であり、埋土には弥生前期以降の遺

物を含んでいた。続いて、東西方向のＳＤ－２下層②、

そして埋没後のＳＲ－１上にSD-72が掘削される。SD-

72は断面だけでの確認で、詳細は不明であるが、ＳＤ－

２は西から東へと流水させる溝で、下層①としての再

掘削等も想定され、水口と思われるような附随施設相

当部も想定可能である。本来の東高西低の地形にも反

した構造であり、明らかに人為的な水利施設の溝とし

て機能していたと想定される。さらにＳＤ－２上層段階

でも、その性格は変わらないようである。なお、ＳＤ－

２の機能した時代であるが、下層出土遺物は、ＳＲ－ｌ

出土遺物と大きな差は認められなかったが、上層出土

遺物には１１～12世紀に下がる例が存在した。出土遺物

からは、ＳＤ－２下層も上層の時期まで下がるのか、あ

るいはＳＤ－２の上層・下層の間に大きな時間差が存在

したのか、両者の可能性がある。ただし、遺構の検出

状況からすれば、上層・下層の間に300年近い時間差
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を想定するには、やや無理があり、下層の埋没も本来

は１１．１２世紀に下る可能性を考えておきたい。

なお、流路内堆積や包含層堆積で決して良好な出土

状況ではないが、ＳＲ－１や暗褐色シルト質土からは比

較的多くの出土遺物を得ることができた。ＳＲ－１出土

遺物は、下層の砂喋層出土が大半で、洪水等により上

流の北側から押し流してきた遺物である。弥生前期以

降の遺物からなるが、中でも古墳時代後期から古代、

６．７世紀の遺物が多く含まれ、当該期の集落が北側

いずれかの地点に営まれていたことになる。一方、暗

褐色シルト質土出土遺物は、１２世紀代までの遺物から

なる。土質からして、遺物を長距離移動させてきたよ

うなものではなく、周辺での当該期の生活領域が想定

されなければなるまい。２次調査や５次調査Ⅱ区で検

出された集落は、１４世紀前後とやや時期が下がり、４

次調査でも西端のSK-71は、その時期の遺構である可

能性が高い。対して、１２世紀代の生活領域は別地点に

想定されなければならない。５次調査Ｉ．Ⅲ．Ⅳ区で

検出された東西方向の自然流路ＳＲ－ｌにも、１０～１２世

紀の遺物を多く含み、その上流東側に10～12世紀の生

活領域が想定されるところである。したがって、なお

正確は期しがたいが、４次調査地点から東の、樽味団

地東北部に、１０～12世紀の集落を想定しておきたい。
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須恵器

須恵器

須恵器

須恵＆

須

緬恵器

頭恵

韻

坪身

坪身

蓋

蓋

坪

坪か椀

坪か椀

坪身

坪身

坪身

泳農

ｆ身

,嚇坪

,斯坪

Ⅲ

鉢

提瓶

蝦

綱

半瓶

短頚壷

|Ｉ線

；I緑

天井部

:1縁

全形

１１緑

１１緑

全形

底部

底部

底

脚？

脚

iI縁

全形

l」

胴

胴；

胴；

;.’

粥

対外血ナデ。内外面灰色。１－．２mmの艮,fi少気含む。

内外面ナデ。外､i灰色、壷1m灰:鯉:色《’二ｍ以下の艮澗まばらに含む。

内外面j･デ･内外面灰I'j色。砂粒ほとんど含吉ない。

内外面･ﾉ･デ、外面天ｊＩ:部に薄いケズリ琴タ|,而灰iLI色、内面・破而灰色。

内外面ナデ。、和外面・破而灰白色。ユ､､以下の長石多く含む。やや軟質。藷の可能ﾔkありｃ

11縁端部ゾ･デ'二‘;くり先細り。外;舗灰;,』i色、可面灰色‘』請製-f【居:長話まばら:ﾆ含むｃ

!i縁端部ナデにj・Iｊｌ

内外河ｰヂ。内外面灰、色、破Imi見ぷい赤褐色。二幽以1,.の艮芯少量含む。

高台接地i前::::む。内外面ﾂｰヂ‘，内外面にぷい糧色咽精製-kにLEm以.,､の長打少量含む。

内外面ナデ狐内外面灰:ｴ1色《，砂斌ほき:んど念ま承い‘’１飲質《，

高台内淵稲で接地。外底面へラケズリ。内外iiii灰ri色、破面赤灰色．大きめの長石少最含む割

内外面ナデ。内外面灰色、破面灰;』;色。二ｍ以下の長ｲ多く含む。やや祇質。

２方向透かし。内外面・破而灰色。ｌ”の黒色粒少量含む。やや蝋質。

黒透かし。.割外而＃ｰテ、内外面灰口色。：”以i･~の長ｲ:､少鼓含む。

･デの叫;'11顕著。外而灰I』.血、内面・破而青灰勉・二mm以1..の辰口少最含も.。

j,型。；1縁部先細り。内外而・破面灰;21色。ユ噸1以下の長ｲ:多く含む。

対外面ナデ。外而灰i'i色、内面背灰色、破而明赤灰色。梢製土iこ長ｲｉ・極災多く含む。

小型。ルゥ部押上･冒揃i１文、外底面へラケ･ズリ。外閲i灰lH｣色、内而・破而灰直

小型‘Ｉ頚部接合部で厚み増す。内外而灰:':色。世唾魁i､~の長ｱ(『少賦含む。

抽血円遊閉塞部。内外面ナデ。内外而・破而灰i':色。１伽I以ドの長ｲ』まぼら$こ含む。

小羽。端部九<収める。内外面ナデ。内外面・破面灰色。１mm以下の艮荘まばら:品含む‘！

外反。内外、灰色。きめ細かい胎土〈･届隷:・・講英多く含む。

21睡以1,.の長極少最含む。

１０１１

1015

１０２５

iO42

1010

１０１

105

１０４０

1008

1019

1075

1082

1003

1001

Ⅲ；

1005

1061

1089

1081

1032

1022

罰

科 ＳＲｌ 砂鴬屑 1２ 須恵1１ 壷

7６

8０

８１

Ｓ３

８４

８５

８６

８７

8８

８９

9０

９１

図１３ＳＲ１北壁際断割出土遺物

図１６ＳＤ－２上展出±過物

ＳＲ１

ＳＲ１

’ＳＲｉ

ＳＲ１

ＳＲ二

ＳＲ１

SRl

ＳＲｌ

ＳＲ二

ＳＲ１

ＳＲｌ

ＳＲｌ

ＳＲ二

ＳＲ二

ＳＲ１

ＳＲｌ

ＳＲｌ

ＳＲ二

出’二恢置

傭

ＳＲユ

ＳＲ１

ＳＲｌ

SＲ１

出上位構

世情

ＳＤ２

SＤ２

SＤ２

SＤ２

SＤ２

砂鴬屑

砂鴬層

砂賎愚

砂礁騒

砂篇層

砂農層

砂際層

砂熊瞳

砂罵周

砂罵周

砂薩騒

砂藤層

砂隙層

､樵眉

砂蘇消

砂鴬層

砂隙層

砂祷層

層峨

北i捕り

北断溌

脆断割

北断割

層位

上届

上閣

‘二屑

上眉

晶噌

1６

L･j４

1６

H３

［･J４

『更
』皿"

１．J６

X･J４

:｡』４

:｡』５

言･'５

旨1２．３

F[４．５

H２

1５

二･J６

1.J４

Z･J５

地区

1６

1６

1６

１６

地区

Ｄ５

J５

J５

D５

D５

1５

緬恵鼎

須恵器

涜忠

墳忠

須恵器

須恵器

須恵：

須忠

須忠＃

須恵；

貝恵2

貝』＆前

頁忠

須恵：

白磁

７．．

7~「

極別

弥'上上；

.'ﾕr淵

須恵器

種別

上師器

.上師器

土師器

.:L師器

.Ｌ師:

須恵苫

壷

壷

」
嘘

南

蒲

海
・
一

遜力

斑オ

蕊

恭明

碗

素判

スクレィパー。

器極

壷

i蔀
､44凶

壷

器種

椀

椀

束
‘

凸
少

甑

鉢

底

唾

底

底

;淵

:U

甥

;淵

!~］

Ｉｉｉｉ

ｌ開

胴

胴

F･半部

下半部

底部

底部

部位

１５緑

i1縁

厩縁

位

１１緑

全形

底部

腹部

把手

１１縁

際

殻

潔

罰

I蔚台貼付部(晶蝋間。脚外而灰:,:色、破而赤灰色。１ｍ以下の艮覗少量含心.，

:､ﾊｌの';・状に開く高台｡:勺外面ナデ．内外面灰１２１色。きめ細かい胎・f;に二皿以.ＩＦの長石少量含む。

高台内端部で接地;,外面暗灰色、内而灰色ｃ：～2,,1Mの長,f;少最含む。

底部』､カケズ･ｊｏ内外面存灰色、破而灰''1色。１如以i､､の長fi多く含む。

２条の突桁で|瀬Ii、３段の波状文。:人1外面ナデ。内外面・破面灰荊色。きめ細かい胎土。』炊質。

外面横ハケメ後浅い縦ハケメ。タ|､而灰:鴎:色、内面灰色。精製.;､#こ：'幽以i･の長極少最含む。

内面青海波文。外面青峡色、内面・破面灰色｡21,1,以ドの長fi少哉含む。

I~|緑にｰヂ(『よる突帯。外而灰色、内面峡,L］色、破而にぶい黄褐色‘,訓砂粒多く含む。

内外miナデ。外而青灰色、内面灰色、自然柚、破面紫灰色。請製士。

内外1mヘラヅーデ。湖外而・破而灰E:色。ｉ師以.､‘の優輔．;f;､英・黒色粒少並含む。生焼け。

､珂外亜灰色、破而褐灰色。内面｢木製無文当て．具痕。二画程の蜂71.少埜含む《，

外面平行タタキ後カキメ、内面青海波文後ナデ巷外面・破面灰色、内面灰F1色。識T少鼓含む。軟質。

外面平行タタキ後カキメ、:削而青海波文薩･デ。内外面・破面灰色:，１．．３mmの長石少妓含む。

ﾀﾄ面半f:苦夕タキ後方キメ、典而青海波文後ナデ。外面灰色、内面灰:4:色｡長石少鼓含む。軟質。

内外面ツデｓ内外面灰色、破面灰赤色｡２画以ﾄﾞの長石少批含む。

内外而施粕。見込み部環状;『勅の披き収I]瞳やや青味がかる。胎:.きめ細かい壱

緑色ｊも岩。

平面:：角形。素討而を片面に残す。サヌガイ1,。

訓稚・その他特徴

.］

内

'１
■句

外1,1底部付近強いナデ、内面ナデ。外面灰色、．可面・破而灰1.:色罰］職2以下の濃ｲ『多く含む。

調整・その他特徴

;I認部内湾。内外面ナデ《!内外而授色、破而灰燈。長灯・イi苑多く

内外面ゾ･＝･外面灰i塁I色、内面にぷい糧色。精製上に細かい長ｲ;少j,t含む。

内外而磨減。外面浅黄橿色、内而・破而稚色。糖製．.二に0.5mm以下の長歌少並含む。

内外面磨滅激しい･外而浅蛍撞侭、内面黄灰色。きめ細かい胎:_も。

おそらくナデによる整形。外面にぷい黄色、破而授色。請製上に0.5ｍ以下の長ｲ『少最脅む。

内外面回!'蚤ナデ。内外面灰色、破血掲灰鐙。0.5,1m以Fの長訂少埜含む。

竜部凹級文。：

ﾉﾄ面ナデ、Ｉｌｉｉ

織部波状文、ヅ･デ‘,外liii灰''1色、内而灰色、デ:然袖。梢製･に圧芯少量含ｆｊ.。

外I､洩黄撞色、、可間にぶ1,3措也。Ｘ～511mの良ｲｆ・イデ英多く含む報い胎止。

段端部強いうデ，外1m灰l『I色、，Ａ１而浅茜色。梢製::に二、３ｍの艮石少量含む!，

<含む粗い胎七1，

１０８１

1035

１０沌

1０１３

１０３６

1060

2091

1043

1“４

１０６６

1073

1007

1024

10帖

1０５８

1085

１０５６

1０６７

爽測

榊号

１１０１

1100

１０９８

1099

実測

番号

1二0２

１１０５

貝1０７

１１０３

１１(１４

１１０６

底部

ＳＲ１

ＳＲ１

砂鷺闇

砂隠周

H３

1６

須賎

冨忠

長頚術

瞳

．】

胴

愚

罰

:和外面･ﾉー ヂ。外面灰色、内面灰F1色i昌圃然紬。ｉ卿以-K.の長調少量含む。

内外面･デ。外面黄灰色、：可面暗青灰色、破而灰赤色。乱画以I葱の長ｲj少飛含むェ

1０１６

1０８０

ＳＲ１ 砂隙間 '二･皿 痢出 外面へラ状.鷺共bRよるブデ．内外而灰:':色、『I然軸、破而灰褐色。砂粒ほとんど含まない請製-|･《，

外面機のﾕ.２行夕タキ後ラデ、高台蚊いー ヂ。内外面・破面灰鴬色。１mm以下の園:..多く含む‘．

１００２

:０１７
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図Ｉ７ＳＤ－２下層出土遺物
一一ロ

10

羽
一

宮
’
一

図１９SX-3R出桑遥物

図２１SX-40出土遺物

図２３ＳK･･71出土遺物

図２４．２５暗褐色シルi､質二十出十遺物
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1１
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１５

１６

１７

1s

里９

2０

鹿

出ヒィ伽陥

過椛

SＤ２

SＤ２

SＤ２

SＤ２

ＳＤ２

SＤ２

SＤ２

SＤ２

SＤ２

SＤ２

SＤ２

川.iz他批

世 椛

SX3S

Ｓｘ３８

出iz位悩

世間

ＳＸ４０

出土位悩

迦櫛

SＫ７１

出土位斑

遺柵

縦色ｼﾙ踊・,‘

職鞄ｼﾙﾄ髄．

哨雛ﾝル1,眠

棚魁シルL耐．

糊&シルi,証

職､シル,･識

噸&ｼか雛

糊､ｼﾙﾄ雛

細沙ルル師

畷色ｼﾙﾄ蹄

職色ｼ〕

iii蝿ｼダ

縦色ｼＩ

晴雌

蝿世シ

晴i地

研雌ｼﾉ

3鵬浄；

1柵騨

蝿沙ル私闘

棚樋ソルル耐一

|剛〈'：

1,.Ｍ
.■Ⅱ

下珊

‘l､.届

..､.届

‘:､堀

下刷

下1Ｗ

下1Ｗ

下lVi

1,．層

.!『層

lＷｉｊｉ

ﾙ１位

岬1位

Ｗ位

iｼⅧ．

1．師

!､縮

1,蝿

!､雌

卜i杜

L剛

噸:‐

噸:：

地Ⅸ

Ｃ５

Ｃ５

Ｈ５

Ｆ５

II5

Ｃ５

Ｆ５

Ｃ５

Ｅ５

Ｇ５

Ｃ５

地1国

Ｆ･Ｇ６

Ｆ･Ｇ６

地区

Ｆ５．６

地区

B２

地区

Ｇ･II6

1６

1６

｡1３

II3

1５

Ｈ３

二1５

1５

１６

ｌユュー

1６

1６

Ｈ３

１２

官詞

一勺

』』

Ｃ４

1２

且'３

Ｇ５

側別

:.師器

､澱fi器

須I蝿

須恵

鎮恵：

弧恵：

弧恵：

須

両恵器

石器

石器

諏別

ｲ:.＃

灯謄

槙別

追師器

獄別

ＩｐＭｉ
｡且■BD6U寺

値別

弧亜＆

須忠

罰恵器

頂恵器

須恵器

|I恵器

同恵器

頃忠器

須恵器

須恵Ｒ

須恵Ｒ

､恵箭

上師

上師

１２卿

.ｋ帥

上師器

;野師器

：､師器

･も師

．ｆ帥２

器極

坪

脚

j派

郡

】不

聖
電

磐
確

艮頚壷

吾
“

〃

荊雌

器種

剥,．

素材．

器極

坪

鴎種

Ⅲ

器種

鎧

坪

坪

争不

坪

椀

壷

短頚壷

壷

これ

坪

｣不

j爪

坪

坪

坪

副§

j爪

』,福

部位

坪底部

底部

底部

唾部

底部

;I綿

:1緑

服！

底ｉ

'111

部位

I:;縁

舗位

全形

祁紘

;I緑

|琵割

'１緑

ｕ緑

口縁

底部

11緑

MH部

厩部

頚剖

底部

Ll緑

底部

底部

底部

庶郡

底部

ｌｊｒ

l斑割

邪

調整・その他将徴

捌雌不lﾘ.。内外間惟色、破而灰色。胎上'>粒子･は揃うが判lv,。

【.!霊で底拙昌催地而｡やや括れて.血.ち｣ﾆがるcナデ調整c外面淡醐山,内面iこぶい貞憧色､外１，破而
間灰色部あり。精製ｔに使打、角間詞含む‐

擬地制lli状。内外面｣.噸ﾉー ヂ、内外ｉｍ・破而灰白色。Ｃ､5,Ｍ

接地面!Ⅱ'状｡内外面iilj転ナデ､内外面･砿ｉｉｉ灰lrI色。0.5m11

内外面腺娠ナデ、外底簡:ヘラウ･ズリ。内外面・破而灰|‘』色く

内外面l:!|職ナデ。、え:外:二:;・破1m灰['1仏。0.5mｉｎ以Ｆの健巧少jlt含む。

内外面価l砿ナデ壱内外血・砿、灰!"‘仏。0.5mm以下の鋒:１Ｍ:､少辻含む。

内外面l:'1種ナデ。和外面・破而灰:！':色。0.5mm以下の長打少lit含む。

内外

雑色Ｉ

側辺・蕪部とも直線的で、基部は角をもつ。剥離は側廼のみで浅い＝号･ヌカ,イト。

訓盤・その他群微

側辺+こ剥離。片而;こ素材面を残し、厚みあり。:ri餓永

縦捜蕊,Ｎの側辺に筏v,剥離，；;･面(晶紳j而を眠く残‘･‘i-§

餌諮・その,他僻徴

外面磨滅、Al而横ハケメ。外､にぶい横色、内面椛色。0.5mm以l､､の感ず少歴含む。内面赤彩。

調整・その他特間

内外面ナデ、庇部''1|蛎糸野I〕《,外面Ｉ二ぷい憧色、内而洩茂権色。0.5画以置の良Ｉ;少哉含む

調整・その他特跨

1人l外面.:1.i低ﾅー ヂ。；,､1外而灰;息:色、砿､i灰色《：輔製j･に０２mm以下の長荘多く含む。

内外面|Ⅱ|幅ナデロ．斬外IhWくr;戯、砿､i灰赤色。情製i,に１劃｢少賊含む。

内

内

内イ

内外面

内外面

内外面

内外面:;Illl唖ナデ。；可外唾・破而灰色《，ユ．、２噸の長;ｒ多く含む‘，

外Ｉｍｌ~I緑部に沈線。内外面・破面灰白色‘：二鯨:の長可f少+,t含4.,,ｃ

外:､底部へラケズノ。外面灰色、内庇面峡.ﾕ:色。二ｍのl趣i・黒色純多く含む。やや軟貿。

外IiiLi縁部灰色、訓煎灰:蕪:色。0.5mm以1,.の長洞少瞳含む。

内外IIlii1jI職･デ・内外liIi灰,~灰:':色。0.51,,1以下の蕊打少I]t含む。弧恋簡で火悌が入る罰

凹外而回椎ナデ。内外而,岐而灰1~I色。１ｍｍ以下の長石少ﾅ1ｔ含む。

門外而回i低ナデ。外而淡赤撞色、：人1面灰白色、破而灰色。：画以1,Fの農ｲｉ・イ:､災多く含む。

内外血ﾂー ヂ。」ＡＩ外耐・破1m灰:'1色‘,＊iIi

内外lnilI:I'腿ー ヂ。・勺外簡i・砿Ini灰、色‘

i;､､外;:』ilI】I雌ー ヂ、娠部'''1雌ヘブ切りし内外向灰:典1色。梢製ｔ

;男､,外ImII'１蛙･j-デ、底部ＩＩ１ｆ砿へラ切り。！:L外1筋灰亨:色:，ｉ叩以Ｆの良:f；・ｆ１蕊多く含f･旬

；1外lii回稚ー ヂ、底部.I'・帳へラ切り。内外而灰1.1色。梢製上くこ少ＩＩＬのI認i含む。

W外蒋回I低･デ、底部;uiIi嘘へラ切り。内外面灰白色。0,5W１，以1,･のり,{色粒・長ｲｉ・イi英少鼓含む急

1,面imi幅ナデ。内外而・破而灰色。ｚＩＩ１Ｉｎ以下の長ｲi少１１|t含む。

iﾘﾄl前|Ⅱ|:i製ラデ。勾外1ｍ・破而灰:':控．0.3111111以.Ｆの侭ｲi少111:含む。歎間で火爆あり

面

ナデ。外而灰色、内面灰IzI色、長石多く念も

十・岩。

!';１”･デ。凶外面・破而灰:座:世。やや粗い胎‘:に0.3,,1以i・・の長Xj少･戯含む。

‘11雌ラデ。内外1ｍ・破而灰‘‘:色。ｉ画以7..の長ｲ『少雌含む。軟質。

｢11'i唾う-デ‘外面吠戯褐色、内mi灰i』:('Lにi里I然軸、破訓灰、色《，砂粒【無ん』':，含煮ない。

'''1|嘘ナデ。内外南・破、灰if1色:,0.5皿以Ｆの長1:､少11(含む《】

型上。

０．５画以!､の砂粒少髄含む。

iIHIか．.Iノヌヵイリ､蟹

，サヌカイト｡

ii以.､､の長石多く含む。

11以j､.の腫石少量含む。

，0.51叩以!､の艮矛:少量含む綱
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､勾外而桝減。内外1m灰:':随、破而淡批色．民ｲｉ・イ｢災・砂沿便の隣少並含む

内外面チデ、庇部1111柾へラ切り。外面灰:色、内噸・破面謎if俺色。輔製:Zに艮巧少最含む。
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陳fｌ

内外:f1i隅滅･外面．破向灰l鰯l色、内面浅戯色。0.5mm以Ｆの｣割『少量含む。

内外IIWf減。Ｗ外面・砿in灰:':侭。0.211,111以下の艮個少紬含む。

内外而恥減じ内外面・砿Tilj灰;皇:色。Ｃ､5mm以下の長ｲj多く含む。

刈外而牌減。外;ｍ・破而灰:':色、内面淡灘色・納製１２に：I11IIg以1..のl認j少並含む

:ﾉ､:外Iili:11】転・ﾉ･〆・外而班黄色、．Ⅷ『・砿耐火1典I色。0.5mm以下のlﾐｲ:少最肴むく
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内外而岬減。内外而灰i,､色、破而淡横色。精製f･に長ｲ｢少ｉｔ含む。

外面ゾ･デ、内Ini増減。外而iこぶい撞也、内而・破而赤灰色。0.51皿以i､･の長ｲi少虹含むく

､可外面!【11蛎ラデ、畷部iui転へラ切り。・珂外Wii・破而灰血色。ユ、m以下の長:WT少量含む。
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内外向|['|義ナデ。外面灰!':色､内I前・破面灰黄色｡１m1,以下の長刀;･･石英少量含む｡

内外而磨滅．外IiIi灰:ｴ1色、内面浅黄糧色。0.5,,1の長講・芯英少量含む。

内外面21.転ナデ。刺外面浅黄樋色。0.5”以『の砂粒少且含む。

内外面回娠ナデ。内外而灰ｆ１色‘Ｉきめ細かい胎:.弓iこ１画以.'､､の誰英少量含む。

内外面噛滅。外而・破而に鏡い概色、内面灰黄褐色。鵬･２mmの長禰・打英多く含む。

内外面回転ナデ。内外面灰白色。0.5畑以1,.の長ｲ『わずか:ﾆ含む。

内外面磨滅。内外而灰白色。１－２胴の長ｲLi・禰英多く含む。

内外面回転ナデｃ内外面灰1.1色。〈;､5mm以.ｒの長ｲ『多く含む。

内外面回祇ナデ、底部回転糸切り。内外面灰白色。きめ細かい胎上に0.5ｍ以下の艮祇少赴含む。

内外milu|転ず･デ。外面灰1匹I色、内面灰色ｃｌｍｍ以Ｆの長斬少量含む。

内外面l営減･内外簡灰rI色。0.5mm以・』､､の長潅少斌含む急

内外面磨滅○内外面灰血色。0.5mm以、の』詞;少迂含む。

内外面Inl転ナデ。外面淡黄色、内面・破而灰rI色。輔製上｡

内外面ナデ。外面浅黄溌色、内面・破而灰:‘:色。0.5mm以~『.の｣課.少量含む。

内外面ナデ。内外面・破面灰１厘【色。0.5inm以下の7.T炎少量含む‘，

内外面磨滅･内外面灰;学色。ユmII1程の長石少斌含む。

勾外面磨滅。外面灰力色、内面灰１２;侭､.淡赤横色。１ｍｍ以Fの長万・黒色粒多く含む:，

詞外面ﾗ･デ。内外面灰白色。Ｃ､2ｍ以・.､‘の反ｲ1少猿含むｓ

内外面磨滅･外而淡黄色、内面・破面灰i､:色。１mm程の反日・蝋色‘何少赦含む。

内外面膳滅激しいｏ内外面浅蛍糧色。

内外面回娠ナデ、底部I､:転糸切り。外面掲灰～淡撞色、内而;こぷい黄鐙色、長万を少量含む4，

内外面磨城．内面・破面灰色、外面灰｢､色。0.5皿以.1,.の艮石少碓含む。

内外而磨減。外面灰白色、内面浅黄桜色、破面黒化層。0.5皿以..､､の長茄少量含む。

内外面磨滅㈹;可外面灰門色。精製土‘，

内外面磨滅。外面栂色、内面卿火色、破瑚黒化屑。0.5噸以｣ずの長石少最含む蓬
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内外面ナデ。外面にぷい黄桶色、内面暗灰色、破面にぶい黄横-ﾖ･暗灰色。ｌ～２，１の長緬ま(“､こ含む。

内外面哩滅。外面灰:2:色、内面暗灰色。0.5mm以lさの長石少量含むご
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:和面ミガキ。外面灰色、内面暗灰色ｃ諸製-上ir長荘多く含む。

内外面磨蛾。外向・破而灰白色、内1m灰色。0.5画以1,.の砂粒多く含むｓ

内外面畦餓。外面

内外面膳滅激Ｌい（

内外面噛滅･外面浅黄機色、内面暗灰色。輔製-ti二二画以lざの艮荷多く含む。

外面麿滅、内面定方向ミガキ。外面灰rl1色、、勾面暗灰色。１mm以Ｆの長石・石英少埜含む。

内面ミガキ。外苅黄灰色、内面(『ぷい哉燈色1,0

内外面睡減･外面灰r,色、内面・破面灰色“』詞！

外面ナデ、内面ミガ寺。外面灰白色、内面吠色。０当5画以ﾄﾞの長石多く含む。

外面暦滅、内面ミガキ。外面淡黄色、内面灰色‘１０．５画以F･の長石少埜含む、

内外面ナデ‘:内外向灰F1色。きめ細かい胎土{F砂粒少妓含む。

外面槙ミガキ、内面ナデ。内外面暗灰色、破面灰白色。精製-k。

和泉型。外面･ｰヂ・指頭圧痕、内面横ミガキ鋤内外面畦灰色、１ｍｍ程の長石を少妓含む。

内外面ー ･ｱｃ可外面灰F1色、外面Ｕ緑端部貴灰色。精製.令に0.511MM以1,.の砂粒少最含む。

内面陪又、外Iii磨滅。外而灰～灰血色、！

内外面磨滅《，内外面灰白色、破而淡橿色。鯖製..2．

外面l墓i鯉、内面ナデ。外而暗灰色、人1面灰血～灰色‘。きめ細かい胎・..企

内外面磨城《:外面暗灰負、内面砿血色。１ｍｍ程の長石少哉含むｃ

露胎舗分灰白色、施軸部明オリーブ灰色。きめ細かい胎上。

内外面1,1賑ラデ。内外而桧色、破而灰～灰1ｺ色。］～２ｍの長ｲｉ・北i災多く含む粗い胎・菖二･

門外面灰色、破而灰褐色。糖製-.Ｊに0.5繭以i､､の長獅少澄含む二

炭素の吸着あり。ユ皿の長石多く含む*||‘い胎土‘！

'二面と両側面ｻﾆ使附の痕跡あI〕・花尚場。

緑色片岩。

調整’その他特徴

内外面回娠ナデ。内外面灰デ]色。0.5皿以.Ｆの長石少量含む《，

内外面庖滅、底部回転へラ切!｝。内外l菌灰白色｡］‐･２ｍｍの長芯少量含むｃ

内外而回板･デ。内外面灰手l色。１mm以F,の艮牙『・石英少最含む。

内外面噌域。外面灰r・色、内面褐峡色。１－．２画の長ｆｉ・芯英多く含む。

内外面滴滅。外而燈色、内面浅黄捜色。精製．巴。

褐灰色、内面灰色。０．５～二唾の長伍多く含む。

。内面ミガキの可能性あり。外面灰『I色、内面灰色。0.5ｍ以下の蔓:17少量含む”

M而灰色、破面灰白色ｃ輔製士。

lnnl以下の長石少域含む。

多く、雲似わずか:ﾆ含む。
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１３“

1302

1319

]33］

1306

1341

1３８１

1376

1330

1369

1325

１３８８

1377

1393

1367

1392

１３５０

1346

1373

実測

番･器

1３１５

1207

1314

13二２

1201
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ﾄﾘl褐色砂質:、 G４

1０

1二

2２

1３

１４

１５

図２７撹乱出詣遺物

l：

1２

１３

1４

1５

１８

1９

2０

２１

2３

2４

2５

2６

2８

ﾘl褐色砂碗上

明褐色砂閥:．

明掲也砂閥-ｔ

明褐色砂賀.。

照褐色砂蘭.，

開褐色砂質..：

明掲色砂簡iｚ

W]褐色砂蹴昌

明褐色砂蹴．

出土位吐

遺榊

撹乱

批乱

拙IiL

冊 乱

撹乱

批乱

撹乱

撹乱

撹乱

拙乱

拙乱

慨乱

撹乱

撹乱

授簡Ｉ

撹乱

脇乱

冊乱

撹 乱

撹乱

蝿 乱

撹乱

柵 乱

侃乱

撹乱

撹乱

撹乱

概乱

拙乱

lib１位

G４

1４

1６

G５

G５

H３

1３

G４

G４

地Ⅸ

北半

不明

西半

l増半

北､￥

北斗

南県

ロルｎｌ
ＦＵｕＨ

--肱GII
”'しロ

北半

凹 半

北』’

F1'､半
｡Ⅱ』U

ルロ1%
"'し.■

．~~β、Ｉ
ご肌』

-ルGIE
■11J■

化半

北半

北､19

化半

６１蝿

_i上半

西半

北』Ｉ

'化､；

西平

Ⅱ少･IE
Iup■

削半

M1色:ﾆﾆ器(内黒)椀

１.帥

鋼恵

Ⅱ恵器

須恵器

須恵器

須恵器

口磁

万器

槙別

弥娠土器

副忠器

且

、恵器

須恵器

_上師器

須恵器

須恵器

士師器

･州

土師

向磁

白磁

r]黙

青磁

染ｲ､1.

染制

施軸磁器

鯛前焼

備前焼

備前焼

月
■
１

７
年
晶
争

岬
一
一
｝

さ
』

寺
鐸
祉

石器

飛器

石器

石搭

万器

荷器

蝿

燈か柳

坪

坪

壷

碗

素材

器種

需
轟

坪

椀

蔀

球

椀

壷

壷

-t鍋

上鍋

羽

鉢

碗

雛

鰯

碗

碗

lⅢ

匝鉢

匝針

偲鉢

ｲ」

蔽耶:．

業材

索材

材

素材

素材

素材

底剖

I調

休部

底部

睡剖

l民部

底部

部位

底部

１１緑

：:緑

底部

l垂部

底部

｢1緑

'一I緑

11緑

I:緑

脚謝

休胃

底剖

底剖

底部

庇部

全形

全形

底部

底舗

:′1外lili隅減。外而にぶい稀色、内面灰色》胎..〈よ粗<0.5mm以i･~の侵石少批含む。

外面糠｡斜・横ハケメ後縦ハケメ、内面す.デ。外向灰就褐色、刈IhiI二ぶい戯糧色ｃ

:犬l外;ｉ:iナデ‘，内外面灰!‘i色。0.5狐I以！・・の良f｢少:１t含む。

内外稲･』･デ。内外曲吠肉色。Ｃ‘5加以i,､の長ｲ｢少１１t含む。

内外lijナディ,外Ini灰!‘Ｉ色、内而育灰色、破而紫灰色ｃ0.5mm以『.の腿石少量含むｃ

1人l外面ナデ。内外而灰･~灰I.:色。｛).5皿以ﾄの長４｢少雌含む・

外、カキメ、：“iナデ。：妙|,而灰1.号色。１ｍ以下の長打少避含む‘！

露胎部分灰、色、施紬部分班毒･Iﾉ.‐プ灰色。削出高台。0.5画以,､､の長:f:､含む州い飴･上。

緑色｝.･巻‘，

諏整・その他特徴

外而恥餓。外面にぶい橋色、内面灰121.-．灰黄褐色。1.-.bmmのj之ｲ:.・４;英多く角閃石少型含む‘；

内外Iiiiナデ。,勾外:iil灰白色。：;銑:以Fの長石わずかに含む。軟質で火裸が入端。

和泉型。内外面ミガキか、外煎指頭圧痕。揃外lilI時灰色。ユl峨以1,.の長ﾌr｢多く含む億

|Al外面ナデ、底部回'|瞳へラ切り。:jl外面ﾉ火IzI色・榊健二にユ､凧の陸i少爺含む。

底部1''1転糸切り後ヅ･デ。、輔外而灰;,:色。ｌ加以Irの長石少赴含む。戦質。

lJLl外而ブデ。外而黄褐色、内Iiii褐灰色。きめ細かい胎士にユmIn以.､､の長:fi・赤色粒少量含む害

内外面･ﾉｰテ‘，外語赤黒角、内面・破面灰赤色。桁製．:_i二黒色粒少1,t含む，

外面腹部へラケズ'；、内而ナデ1,外面灰色、内嵩赤褐色‘』ユｌ１Ｉｍ以.､､の艮語少赴含む。

外面1.｣緑部横ハケメ後ナデ、休部縦ハケメ後ナデ。内面機色、外面i5.ぶい樋色、破面黒化層。

内外面磨滅。外面繍色、内面,こぶ１，､黄稚色⑳峰石，源

にぶい授色。３，以ifの膿汀・イ1災多く含む。

内外、薄い施和li，気泡多い。問線入る善

Alf付露胎二癖胎部灰白色。トヴンの痕跡あり。

尚台とI茄舎内蕗胎。児込み稲i二６条の櫛,,き文。

龍泉窯系。施軸部分I1j1オリ・ブi火色、破面択色。高台謝部fj･近粥嶋でiこぶい赤褐色、

内咲Im袖の擬き取り。外而商台･~底部侭２条の施文。

蹴木文。砂粒を含まない胎院

露胎部灰崇Ｉ色。

内外而_:'.'砿ナデ。

底部静止糸切り。

底部回!陸糸切り=外面黄褐色、内底部灰赤色、体部灰色。１mm以下の艮石・黒色純多く含む。

先端部と側辺梶破打痕。維色｝L･岩。

上部欠損。先端部と側ﾉ．に敵打痕。左側面と先端部但而ありご緑色片岩。

緑色片岩急

紬色片岩。

緑色ﾉ.註‘：

緑色ハ．石ｃ

緑色片岩。

緑色片岩．

i､而褐,-灰褐色、内inl褐灰f!‘，破而灰igl色《，lmnI以・1,.の長ｲ『・石焚少厳含む。

外刈時灰色、、勾而灰色、破伽灰赤色･艮淀・イf災・雲母少敵含む⑥

英・雲母含む机い胎!:。

1313

１２０６

]208

1203

1204

1205

１３１６

1324

実測

砧雲Itj

1406

ljl28

]423

1422

１４:７

Ｍ２ユ

1429

1418

Ｍ２０

１４０７

1413

1424

]414

２４０１

140s

二410

座
“

１４

1４

1４

１４ｺ

1404

1403

Ｍ2６

1405

２４０２

Z425

１４１６

1427

1２

1５

Ｉ色;:器(内黒猫 底部 究外而晴減激L震いｓ外面灰白色、．’f面黄灰色czInm以1,.の膿ｨＬｉ少赦含む。 13革



Ⅳ樽味遺跡５次調査４７

Ⅳ樽昧遺跡５次調査

１調査の経過と方法

(1)調査の経緯

1998年度補正予算に伴って、既存のRI実験施設拡

充を図った遺伝実験施設の新営が計画された。位置は

RI実験施設の東側、汚水処理施設・排水処理施設部

分に相当する。埋蔵文化財調査室ではこれを承けて、

1999年１月に事前試掘調査(調査番号：99804）を行っ

た。その結果、建物本体部分では、ＲI実験施設と汚

水処理施設の間と排水処理施設下部で、中世以前の流

路を確認した。また、計画建物から西側へ延びる管路

部分でも、同様の流路内堆積と基本層序Ⅳ層を計画深

度内で検出した。これらの範囲に加えて、既往調査で

埋蔵文化財への影響が予測できる、計画建物から北へ

向かう管路部分、拓翠寮の管路部分についても、協議

の上、発掘調査対象とした。結果、調査対象面積は979

㎡、管路に関わる調査区は総延長500ｍを越える。こ

れを1998年度に樽味遺跡５次調査(調査番号：99807）

として実施することとなった（図30)。

調査にあたっては、管路に関わる調査区を、樽味団

地西部一帯に対する大トレンチと位置づけ、旧地形と

遺跡の広がりを確認することを第一の目的とした。

9９９０６

図３０調査地点位置図（縮尺１／2,000）

０７



表３樽味遺跡５次調査の経過

(3)調査の経過（表３）

発掘調査は、1999年３月16日から開始し、工程上の

各区着手状況は表３の通りである。まず、Ｉ区とⅡ区

(2)調査区割の設定と呼称

各所に展開する発掘調査区については、以下のよう

に、Ｉ～Ⅵ区の調査区名を与えた。

Ｉ区：遺伝子実験施設新営地点から西へ延びる下水管

新設に伴う調査区。

Ⅱ区：遺伝子実‘験施設から北へ延びる上水管路と電気

管路に伴う調査区で、前者が東、後者が西に平

行し、前者をⅡＥ区、後者をⅡＷ区とした。

Ⅲ区：遺伝子実験施設本体部分の内、ＲI実験施設と

汚水処理施設の間の調査区。

Ⅳ区：遺伝子実験施設本体部分の内、既存の排水処理

施設部分の調査区。

Ｖ区：電気管路の内、農学部校舎中庭の調査区。

Ⅵ区：拓翠寮敷地内の新設下水管に伴う調査区。

調査記録の作成にあたっては、農学部構内に設置さ

れているNQ1とNO2の２点の平面直角座標系Ⅳ系に基

づく３級基準点から座標点を移動して用いた。

ＮＱ１Ｘ＝92931.851,Ｙ＝-65209.582,Ｈ＝42.243

ＮQ２Ｘ＝92936.614,Ｙ＝-65083,907,Ｈ＝44.422

ただし、これら座標点に基づいた調査区割は、面的

な調査区が設定されたⅢ．Ⅳ区に留まっている。他の

調査区は、管路に伴う幅狭の調査区のため、また工程

上からも、撹乱や既存粉などにより調査区が分断され

る毎に適宜分割して小区割とする方法を採用した。Ｉ

区は西からＩａ～Ｉｉ区の９小区に、ⅡＥ区は南からⅡ

Ea～ⅡＥｋ区の11小区に、ⅡＷ区も南からⅡＷａ～ⅡＷｇ

区の７小区に、Ｖ区は西からＶａ～Ｖｆ区の６小区であ

る。

南部の調査を優先し、公共下水道への下水道管敷設と

排水処理施設の撤去が図られるようにした。そして、

その作業中にＶ・Ⅵ．Ⅲ区・ⅡＷ区北部の調査を行

い、排水処理施設の撤去を承けてⅣ区の調査に着手

し、最後に残るⅡＥ区北部の調査を行った。そして、

７月15日には現場での作業をすべて終えた。今回の調

査では、調査終了後速やかな工事の着手が必要とさ

れ、かつ広く面的な調査区でなかったため、外部に対

する現地説明会は開催せず、７月21日にはすべての作

業を終了し、現場を撤収した。

(4)遺構。遺物の登録番号と種別の表示

遺構は種別を、ＳＲ：流路、ＳＣ：竪穴式住居、ＳＤ：

溝、ＳＫ：土壌、ＳＰ：柱穴・小穴、ＳＸ：その他、の略

号を遺構番号に冠して表した。遺構番号は、ＳＰ以外

について、調査順に１から付し、４４に及ぶ(42欠番)。

SPは欠番を挟みながら、１００から749に達する。

出土遺物のうち、調査時に原位置を記録したものに

ついては、ｌ～12のＲを冠した番号を遺物取上番号と

して与えている。これ以外の出土遺物は、土層と調査

区割単位あるいは遺構と埋土単位での取り上げであ

る。この取り上げ単位に対して、改めて整理時にｌか

らのrを冠した番号を付して､接合他の検討を行った。

そして、報告書に記載すべき記録可能な個体を選別す

る時点で、ｌ個体（実測図単位）に対して、４桁のＲ

を冠した遺物実測番号を与え、別色で追加注記してい

る。出土遺物観察表の実測番号がこれに当たる。Ｉ区

出土がR1001～１１５２、ⅡＷ区出土がR2001～2127,Ⅱ

E区出土がR2501～2589、Ⅲ区出土がR3001～3192、

Ⅳ区出土がR4001～4238,Ｖ区出土がR5001～5055で

ある。

4８

Ｉ区

11Ｗ区

ⅡＥ区

Ⅲ 区

Ⅳ 区

３列

ﾕ6~､』､,､へ~､-､，

４月

､'､-,-､ﾊﾊ|､ﾊ１５（公共1,.水逓切替工事）

112-ww､120

１２ﾊ'､'､'､'､'､！:2０

５月

6ﾊﾊ'､1,-､ﾊﾊ'､-､+､'､2６

(排水処理施設撤去工事〉１６～､'、

3１

６月

Ⅱ

1,'､'､１５１

１
１
Ⅱ

１
－
Ⅱ
■
０

７月

６'w､{､ハハ１５

ハ５

Ｖ 灰

Ⅵ 区 122'､'､２７

２０'､'､３０



Ⅳ樽味遺跡５次調査 ４ ９

２調 査の概要

調査地点

調査番号

調査面積

調査期間

調杏担当

調査補助

松山市樽味３丁目５番７号

愛媛大学遺伝子実験施設新営予定地

その他

99807

979㎡

1999年３月16日～７月21日

吉田広

宮崎直栄・平塚幸人

(1)土層の堆積状況

基本層序は上位からＩ～Ｖ層である（１－２参照)。

このうち、遺物包含層としてのⅢ層が確認された範囲

は、農学部研究実験棟（樽味遺跡２次調査地点）付近

の、南北40ｍ程の範囲のⅡ区と、Ｖ区の一部に過ぎな

い。ただし部分的には、Ⅲ－１層とⅢ－２層に明確に

区分できる地点も存在した。遺構は包含層であるⅢ層

の下で密集して多くを検出しているが、Ⅲ層の広がら

ないＩ．Ⅱ層直下のⅣ層上面でも、流路内堆積やⅢ層

に準じる埋土の遺構を検出している。

'2）遺構と遺物

確認した遺構は、以下の通りである。

自然流路２条（SR－１．２１）

溜まり状堆積１単位（SX-2）

竪穴式住居７棟

（SC－４．１１．１２．１６～１８．２０）

溝１４条

（SD－６．９．１０．１５．１９．２２～2４．２８．３２．

３６．３７．３９．４１）

土墳１９基

（SK－３．５．７．８．１３．１４．２５～２７．２９～

３１．３３～３５．３８．４０．４３．４４）

柱穴・小穴550余基

Ｉ区：２６基（SP-lOO～１１６．１１９～127）

Ⅱ区：約500基（Ⅱ区SP一覧参照）

Ⅲ区：０基

Ⅳ区：１基（SP-l76）

Ｖ区：２３基（SP-151～１６７．１６９～174）

Ⅵ区：１基（SP-l75）

南部のＳＲ－ｌ・ＳＸ－２からは多くの遺物が出土し、

中でも10～12世紀の遺物が多い。ただし、１４世紀に下

る遺物もあり、流路の最終埋没は14世紀前後にまで下

る｡対して２次調査地点付近では､14世紀前後の遺構．

遺物が中心となる。この他、弥生時代に遡る遺構に竪

穴式住居(SC-l6～１８．２０)･溝(SD-l5)･土壌(SK-38）

がある。

①Ｉ区の遺構と遺物

Ｉ区では、Ｉｆ区以西に自然流路１条(ＳＲ－ｌ)が広

がる。出土遺物は12世紀以前を中心に、一部14世紀に

下る。Ｉａ・Ｉｂ区のＳＲ－１の北岸ないし比較的浅い場

所では竪穴式住居１棟(SC-4）、土壌４基(SK-3．

５．７．８)、溝３条（SD－６．９．１０)、柱穴・小穴

26基を、Ｉｇ区以東で竪穴式住居２棟と土壌１基の重

複(SC-1LSC-l2・SK-44）と土壌１基(SK-l3)、溜

まり状堆積１単位（SX-2）を検出している。ＳＸ－２

がＳＲ－１と同様の遺物を含む他は、詳細不明。

②Ⅱ区の遺構と遺物

Ⅱ区では、２次調査地点東側を中心に多くの遺構を

検出した。土砿13基（SK-１４．２５～２７．２９～３１．３３～

３５．３８．４０．４３)、溝９条(SD-22～２４．２８．３２．３６．

３７．３９．４１)、柱穴・小穴約500基である。ほとんどが

14世紀を中心とした遺構であるが、弥生時代の土壌

（SK-38）もある。

③Ⅲ区の遺構と遺物

Ⅲ区では、自然流路１条（ＳＲ－ｌ）と溜まり状堆積

１単位（ＳＸ－２）を検出した。出土遺物は12世紀以前

を中心に、一部１４世紀に下る。

④Ⅳ区の遺構と遺物

Ⅳ区でも、自然流路１条（ＳＲ－１）と溜まり状堆積

ｌ単位（SX-2)、そして柱穴１基を検出した。出土

遺物は12世紀以前を中心に、一部14世紀に下る。

⑤Ｖ区の遺構と遺物

Ｖ区では、竪穴式住居４棟（SC-l6～１８．２０)、溝

２条(SD-l5・’9)、柱穴・小穴24基を検出している。

竪穴式住居４棟と溝１条（SD-15）は弥生時代の遺構

で、他は14世紀前後の遺構と見られる。

⑥Ⅵ区の遺構と遣物

Ⅵ区では、自然流路１条（SR-21）を認めた他、小

穴１基を検出したのみで、出土遺物はない。



5０

３調査の記録

ｉｌ区の調査

Ｉ区は、遺伝子実‘験施設新営地点北側から、既設集

水粉（99507調査地点）までの170ｍに及び、このうち

西部約40ｍは幅２ｍで、残る東側は幅１ｍ前後であ

る。ただし、既存の下水管・電気管や既設析によって

調査区が寸断されるなどしたため、これら寸断等に

よって発掘区を適宜分割し、西側からＩａ区～Ｉｉ区と

した。

Ｉａ～Ｉｆ区では、樽味団地基本層序Ⅱ層の下で、Ⅲ

層あるいはⅣ層が直接現れず､流路内堆積が広がる(図

版9-4)｡これをＳＲ－ｌとした｡西端のＩａ区西半では、

ＳＲ－１の北岸を確認している。これ以東は､厚い流路内

堆積へと転じ、しばらくは調査区全体がＳＲ－ｌの中に

すっぽり入った格好である。Ｉｄ区東端のＹ＝-65274

からＩｅ区東端のＹ＝-65263の間で一旦浅くなるが、

最終的には､樽味団地南通用門からの道路との三叉路、

Ｉｆ区東端でＳＲ－１は調査区から南に外れる。なお、

後述するⅢ．Ⅳ区において、再びＳＲ－１が確認されて

いる。

ＳＲ－ｌ内の基本層序は、先の試掘調査（調査番号

99804）で認めていたa～d層の分層を基本とするが、

a層とb層は土質がほぼ等しいため、本調査ではａ．ｂ

層として一括大別している。また、。層は基本的にｅ

層の一部とみなし、一部を除いて、基本層序からは除

外した。地点によって差はあるが、基本的な内容は以

下の通りである。

ａ．ｂ層；灰黄褐色～にぶい黄褐色砂質土。５mm前後

の小石をやや多く含む。しまりは弱い。

c層；西側では、黒褐色～暗褐色粘質土。１．区以東

では、黒味が薄まり、砂質もやや強くなる。

e層；２０cmまでの蝶を含む砂層を中心に、流水により

多様な粒度の土層が互層状に堆積する。

ＳＲ－ｌの他、Ｉ区で検出した遺構は、溜まり状堆積

(SX)ｌ単位、竪穴式住居(SC)３基、土塘(SK)６基、

溝（SD)３条、柱穴・小穴（SP）２６基である。

(1)Ｉａ区（図31、図版８－１）

Ｉａ区は、幅２ｍ前後・長さ約18.5ｍに及び、東の

Ｉｂ区との間には析があり、ここを通路としても利用

するため、長さ１ｍ強の未掘部分を残す。

Ｉａ区内大半がＳＲ－ｌとなるが､ＳＲ－ｌ北岸上には、

ＳＲ－ｌ埋土を一部被り、薄い包含層であるⅢ層の下、

Ⅳ層上面でＳＣ－４、ＳＤ－６と小土壌、柱穴・小穴を検

出し、Ｉａ区東端のＳＲ－１底面で、小土壌と柱穴・小

穴を確認している。遺物も複数遺構．Ⅲ層から出土し

ている（図33、図版26-1)。

①ＳＲ－１

ＳＲ－１埋土が薄いⅢ層の上に被り、ちょうどＩａ区

西南隅部から、Ｉａ区北壁のＹ＝-65330辺りに向け

て、東西方向から東で約１０.北にふってＳＲ－ｌの北岸

を検出した。北岸上は標高39.6ｍ、Ｉａ区東端のＳＲ－

ｌ底で標高39.5ｍと、まだこの地区ではＳＲ－１の深さ

はあまりない。ＳＲ－ｌ埋土もａ．ｂ層がほとんどで、東

に行くにしたがってc層が現れてくる。

Ｉａ区のＳＲ－ｌ出土遺物は、２～５．９．１１で、い

ずれもａ．ｂ層出土。２は白磁の碗。口縁端部は玉縁

状。１１～１２世紀頃。３は椀底部で、断面三角形状の高

台がつく。４は円盤状高台の坪底部で10世紀代。５は

被熱粘土塊で、断面円形を呈し、表面には被熱によっ

て黒褐色に変色した部分が見られる。９は打製石器。

表面は全体的にローリングを受け磨滅し、稜は不明

瞭。１１は打製石錐の未製品。平面二等辺三角形の平基

無茎式で、素材剥離面と篠の自然面を広く残す。他に

ＳＲ－１ａ．ｂ層から鈍１点（図１１５－４)、ｃ層上面から鉄

津１点（図115-11）が出土している。

②ＳＣ－４（図32、図版8-2）

調査区北壁際で､約2.5,幅の落ち込みを確認した。

深さは５cm以下。検出面はⅣ層上面であるが、土層の

観察から、遺構の掘り込みは、ＳＲ－ｌの堆積の下、Ⅲ

層を切っていることが確認できる。小型ながら、埋土

と床造成土等の差違が確認できたため、竪穴式住居と

判断した。出土遺物はない。

③ＳＤ－６（図32、図版8-2.3）

北から東へ約50｡ふる、北東一南西方向の溝。ＳＲ－

ｌの堆積の下、やはりⅢ層の堆積を切る。北壁では深

さ50cm以上を測る逆台形状の断面を有するが、以南で

は緩やかな二段状になり、深さも減じ、南壁では深さ
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c層ほど粘性は強くなく、やや砂質が混じる。灰色

味を帯び、しまりあり。
にぶい黄褐色シルト。きめ細かく、篠を含まない。
褐色砂層。目立った際はないが、やや粗い砂の層。

灰黄褐色(lOYR4/2)砂質土。下部に３～５mmの篠を多
く含む。

黒褐色(lOYR3/2)粘質士。遺構と考えられる。
にぶい黄褐色(lOYR4/3)粘質土。褐色(lOYR4/6)の５
mmの円形ブロックを多く含む。砂粒をごく少量含む。

a･ｂ－６図３１土層注記
Ｉａ区北壁士層

a･ｂ－ｌ褐色(lOYR4/4)砂質士。灰黄褐色(10YR4/2)砂質土。
２～３ｍの際をやや多く含む。しまりあり。
にぶい黄褐色(10YR5/3)砂質土。２～５mmの篠を多く
含む。

a･b-2灰黄褐色(l0YR4/2)砂質土。やや褐色味を帯びる。し
まりあり。

a･b-3灰黄褐色(10YR4/2)砂質土◎サクサクしている。やや
粗い。

a･ｂ－４灰黄褐色(lOYR4/2)砂質土。サクサクしている。２～
３ｍと１cmの際を多く含む。

灰黄褐色(l0YR4/2)砂質土。しまりあり。
a･ｂ－５灰黄褐色(10YR4/2)砂質土。１～２cmの際を多く含む。

粗い。サクサクしている。
Ｃ 灰黄褐色(l0YR4/2)粘質土。きめ；IＩかい砂。際をほと

んど含まない。

にぶい黄褐色(10YR5/4)粘質土。際を含まない。
Ⅲ暗褐色(l0YR3/4)粘質土。粘性が強い。

Ｉａ区南壁土層

Ⅱ灰黄褐色(lOYR4/2)砂質土。ａ･b-4層よりやや茶色味
を帯びる。

a･ｂ－４灰黄褐色(lOYR4/2)砂質土。ａ･ｂ－６層より砂粒が粗
い。灰色味を帯びる。
灰黄褐色(10YR4/2)砂質土。

Ｃ
ｍ
－

Ｉｂ区南壁士層

Ⅱ－１褐色(l0YR4/4)砂質土｡２～３ｍの際を多く含む。
Ⅱ－２記載なし。

a･ｂ－ｌにぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質土。
a･ｂ－２にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質土。ａ･ｂ－ｌ層より粗く、

５～１０ｍの榛を多く含む。
a･ｂ－３にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質土。５～１０mmの蝶を多く

含む。

a･b-4にぶい黄褐色(10YR4/3)砂質土。やや褐色味を帯び
る。

a･ｂ－５やや灰色味を帯びる。しまりあり。

a･ｂ－６灰黄褐色(l0YR4/2)砂質土。サクサクしている。
a･ｂ－７灰黄褐色(lOYR4/2)砂質土。５～１０mmの篠を多く含む。
c－３黒褐色(l0YR3/2)粘質土。

5２

SＤ－９－ｌ

SＤ－９－２

ＳＤ－９－３

約30cm・一部掘り直しも想定できる。埋土は、粘質土

が多くを占める。出土遺物には、細片ながら中世土師

器を含む。ただし、図示できたのは、１の須恵器の高

杯脚部のみ。脚部には方形透かしがある。５世紀末か

ら６世紀初。

④小土塙（図３１．３２）

最初、土壌と認識して「SK」の略号を付した番号

を与えたが、規模から柱穴あるいは柱穴の重複の可能

性が高い遺構である。いずれも、ＳＲ－ｌ埋土の下、Ⅳ

層上面で検出した。ＳＣ－４の側のSK－３．５と、Ｉａ

区東端のSK－７．８である。このうち、ＳＫ－８は南北

長軸約１ｍ・東西短軸約0.7ｍの楕円形で、深さ約８

cmの規模をもつ。いずれの遺構も出土遺物はない。

⑤柱穴。小穴

ＳＲ－１埋土の下、Ⅳ層上面でSP-100～116の、１７基

の小穴を検出している。ただし、出土遺物はない。

⑥Ⅲ層出土遣物（図33）

Ｉａ区の北側には、ＳＲ－１埋土とⅣ層の間に５cm前

後と薄いながらⅢ層が堆積している。このⅢ層出土遺

物で図示できたのが、６～８．１０である。６は土師器

坪の口縁部。７は須恵器の坪底部◎８は須恵器の壷胴

部。１０は砂岩質の打製石器。表面はローリングを受け

ている。

長さ３ｍほどの未掘部分を挟む。ＳＲ－１が全面に及ぶ

が、ＳＲ－ｌの底面で、ＳＤ－９・１０の溝２条と、若干の

柱穴・小穴を検出している。

①ＳＲ－１

１ｂ区全面で、ａ．ｂ層の下にc層が及び、しかも西

端でその厚さが15cm程度であったのが、東端では20ｃｍ

を越え､さらにその下にe層が認められるようになる。

ＳＲ－１底面のレベルも、西端で標高39.4ｍ弱であった

のが、東端では39.2ｍにまで下がる。

Ｉｂ区のＳＲ－ｌ出土遺物で図示できたのは17点（図

35、図版26-2)。ａ．ｂ層からはｌの須恵器の蓋１点の

みで、内面に比較的短いかえりが付き、口縁端部より

も下方に伸びる。７世紀末葉頃。２～13はc層出土。

２は須恵器の壷口縁部で、直立した短い頚部から口縁

部が緩やかに外反する。３は壷もしくは腺の胴部片

で、外面は回転へラケズリ後、横方向のカキメ調整。

４は須恵器の壷もしくは語の胴部片で、外面に縄蒔文

タタキ。６世紀後半。５は軟質ながら須恵質の喪胴下

半部で、外面に不定方向のタタキ。６は坪もしくは椀

の口縁部。７．８は平瓦。凸面に縄目、凹面に布目が

残る。９．１０は高台付きの椀底部。９は所謂足高高台

で10世紀代。１１．１２は坪底部。１３は土師器皿底部。１４

～１７はe層出土。１４は土師器椀で、口縁部は端反り。

１５～１７は須恵器の蓋。１５．１６は口縁部に稜が明瞭に入

り、６世紀前葉。１７はやや肩平。他に、ａ．ｂ層から

器種不明のU字状鉄器１点（図115-9）が出土してい

る。

(2)Ｉｂ区（図３１．３４、図版8-4）

Ｉｂ区は、幅２ｍ弱・長さ20.8ｍに及び、やはり東

側ＩＣ区との間に、通路用として既存析部分を含めて
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１黒褐色（l0YR2/2）粘質土。篠をほとんど含まない。
２黒褐色（lOYR2/2）粘質土。褐色のｌ～２cmの楕円形のブ

ロックを少し含む。

３にぶい黄褐色（10YR4/3）粘質土。黒褐色（l0YR2/2）粘
質土の２～３cmのブロックを多く含む。

４黒褐色（lOYR2/2）粘質土とにぶい黄褐色（10YR5/3）粘
質土が混じりあう。

５黒褐色（l0YR2/2）粘質土。
６にぶい黄褐色(10YR5/4)粘質土がブロック状に入り込む。
７灰黄褐色（10YR4/2）砂質土。

８黒褐色（lOYR2/2）粘質土。

９にぶい黄褐色（10YR5/4）粘質土。
１０灰黄褐色（l0YR4/2）砂質土。

Ｉ

日

口
ＳＰ＝107

SP-102

Ⅳ 樽 味 遺 跡 ５ 次 調査鐙

５ｃｍ

ｒ'二丁

瀞８

執
Ⅷ
い
い
Ⅲ
風 Ｉ

２ ｍ

SＣ－４

１黒褐色（lOYR3/2）粘質土。篠はほとんど含まない。
２黒褐色（lOYR3/2）粘質土に褐色（10YR4/4）シルトのｌ

～２cmの楕円形のブロックを多く含む。

３黒褐色（l0YR3/2）砂質土と灰黄褐色（lOYR4/2）シルト
が混じりあう。やや白味を帯びる。

４褐色（10YR4/4）粘質土に黒褐色（lOYR3/2）のｌ～２ｃｍ
のブロックを多く含む。

５褐色（lOYR4/4）粘質土。少量の黒褐色（lOYR3/2）粘質
土の１～２cmの楕円形のブロックを含む。

６にぶい黄褐色（10YR4/3）粘質土。

７にぶい黄褐色（lOYR4/3）粘質土に黒褐色（lOYR3/2）粘
質土のｌ～２cmのブロックを少し含む。

８黒褐色（10YR3/2）粘質土。褐色（10YR4/4）シルトが混
じるが、黒褐色粘質土が大部分を占める。

死

図３２ＳＣ－４・ＳＤ－６他実測図（縮尺１／40）
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図３４土層注記
Ｉｂ区南壁土層

a･b-3褐色（lOYR4/6）砂質土。２～３mmの篠を多く含む。
しまりあり。

a･b-4にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。３～５mmの磯を多
く含む。

a･b-4′褐色（l0YR4/4）砂質土。ａ･b-4層よりやや粗い。
a･ｂ－５にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。やや灰色味を帯び

る。しまりあり。

a･ｂ－６灰黄褐色（10YR4/2）砂質土。サクサクしていて５～
lOmmの篠を多く含む。

Ｃ 黒褐色（lOYR3/2）粘質土。
ｅ 砂牒層。５～１０cmの操を多く含む。
ＩＣ．ｄ区南壁土層

Ⅱ－１褐灰色（lOYR6/1）砂質土。５mm程の篠を多く含む。
２cm程の篠もまばらに含む。

Ⅱ－２黄褐色（l0YR5/6）砂質土。部分的に青灰色（l0BG6／
１）が混じる。

Ⅱ－３暗灰黄色（2.5Y5/2）砂質土。５mmの喋をまばらに含
む。明黄褐色（2.5Y6/6）の土を斑らに含む。

Ⅱ－４灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。ｌ～２cmの裸を多く含
む。

a･ｂ－２にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質土。５～１０mmの角ばった

裸を多く含む。ａ･ｂ－９層よりやや灰色味を帯びる。
a･b-3にぶい黄褐色（10YR4/3）砂質士。５mmの裸を多く含

む。部分的にやや灰色味を帯びる。しまりあり。

にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。５～10mmの磯を多
く含む。

にぶい黄褐色（l0YR4/3)砂質土と黄褐色（lOYR5/8）
砂質土の混じった層。しまりあり。３mm程の篠を少し
含む。

a･b-5ブロック状に見られる。灰色砂質土。１cm程の裸をわ
ずかに含む。

a･b-6砂喋層。５cmの篠を少し含む。２cm程の喋を多く含む。
a･ｂ－７砂喋層。１０cmの牒を少し含む。
a･b-8褐色砂質土。５mmの裸を多く含む。ａ･b-4層とa･ｂ－

ｌＯ層の互層。

a･b-9にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。５～１０mmの角ばっ
た喋を多く含む。

a･b-10灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。５～６cmの篠を極少量
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Ⅳ樽味遺跡５次調査妬

とｌ～２cmの際を多く含む。流路と考えられ、水の流
れた痕跡が見られる。細かい砂・篠混じりの砂との互
層。

a･b-lｌにぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。やや灰色味を帯び
る。下部ほど蝶が少なくなる。

a･b-l2にぷい黄褐色（lOYR5/3）砂質土。５mm程の牒をやや
多く含む。しまり弱い。

a･b-13にぷい黄褐色（lOYR5/4）砂質土。やや砂粒が粗い。
a･b-14褐灰色（10YR5/l）砂質土。喋はほとんど含まない。

下部に砂粒のやや粗い灰黄褐色（l0YR5/2）砂質土が
部分的に混じる。

a･b-l5灰黄褐色（10YR5/2）砂質土。部分的にc層との互層。
a･b-l6灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。ｃ層ほどではないが粘

性が強い。ｃ層との互層。

a･b-17にぶい黄褐色（lOYR5/3）砂質土。上位の砂粒は細か
いが、下位はやや粗い。

a･b-18黄褐色（lOYR5/8）砂質土。５mm程の喋をやや多く含
む。しまり弱い。

c－２黒褐色（10YR3/l）粘質土。やや砂質である。
c－３ｃ層間の砂層。

c-４黒褐色（l0YR3/2）粘質土。
灰黄褐色（lOYR4/2）粘質土。やや砂質が強くなる。

c－５やや砂質が強い。

e－１灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。ｌ～２cmの篠を多く含
む。

e－２喋層。

e-３灰黄褐色(lOYR4/2)砂質土。喋をほとんど含まない。
e-４砂喋層。
e－５暗灰黄色（2.5Y5/2）砂質土。粘性が見られc層との互

層。

e－６灰黄色（2.5Y6/2）砂質土。５mm程の篠を含む。
灰黄色（2.5Y6/2）砂質土。やや粘性あり。

e－７黄灰色（2.5Y6/l）砂質土。砂粒は細かい。
e－８直上の黄灰色（2.5Y6/l）砂質土と砂牒層の互層。
e-９黄褐色（lOYR5/6）砂喋。
e-10橿色（7.5YR6/8）砂喋。
e－１９灰黄褐色（lOYR5/2）砂喋。
e-21記載なし。
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図３５１ｂ区出土遺物実測図（縮尺１／４）



ｈ

②ＳＤ－９（図３１．図版８－６）

ＳＤ－９は、Ｉｂ区を東西に長くＳ字状に走る溝。Ｙ＝

-65322付近で北壁に消えるが、そこでは幅２ｍを越

える。ただし、Ｓ字を描く中央部では幅狭で約60cm。

Y＝-65315付近で南壁に消える際は幅約1.7ｍを測

る。断面は緩やかな逆台形。埋土は、南壁で一部粘質

の高い埋土を上層に含むが、下部は基本的に砂質土層

あるいは砂層で、流水性が高い。出土遺物はない。

③SD-10（図３４．図版８－５）

SD-lOは、幅約40ｃｍ・深さ約１０cmの溝で、Ｙ＝-

65312.5付近の北壁から、Ｙ＝-65309付近の南壁に向

けて、西北西一東南東方向にほぼ直線的に走る。既設
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図３６１ｃ区出土遺物実測図（縮尺１／４）
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折での未掘部分を挟んだＩｂ区東端にも、連なると見

られる落ち込みが南壁際に認められる｡SD-10埋土は、

SR-le層に等しく、５～１０cmの篠を含む。

④柱穴。小穴

ＳＲ－１埋土の下、Ⅳ層上面でSP-119～127の、９基

の小穴を検出している。ただし、出土遺物はない。

(3)ＩＣ区（図34、図版９－１）

ＩＣ区以東は、調査区の幅を減じる。ＩＣ区では、上

端で幅1.5ｍ前後、ただし深さのあるため下端では0.8

m程。長さは約９ｍで、既存粉で調査区幅を減じるも

のの、１．区とは連続する。ＳＲ－１が全面に及び、底

面で若干の凹凸がある程度である。

①ＳＲ－１

ＩＣ区ではＳＲ－１の堆積は厚く、３０～40cmに及ぶａ．

b層、２５cm前後のc層、１５～20cmのe層となる。特に、

Y＝-65294.5付近で最も深くなり、標高39.2ｍを測

る。それが１．区との境あたりで急速に深さを減じて

いる◎

ＩＣ区ＳＲ－１出土遺物は51点を図化した（図36、図

版26-3～6)。１～５はａ．ｂ層出土。１は須恵器蓋の

つまみ部。２～５は土師器。２は皿口縁部。３．４は

坪口縁部で､３は直口し､４は端部が内面に突出する。

５は椀の口縁部で先端が端反りする。また、小札とみ

られる鉄器１点（図115-1）も出土している。

６～35はc層出土。６～２３．２５は須恵器。６～11は

蓋で、６．７は体部の稜が明瞭で、口縁端部が凹む。

６世紀前葉。８．９は丸みをもった体部で６世紀後

葉。１０．１１は扇平な天井部。１２は断面逆S字状で器高

が低く、口縁端部はわずかに下方に突出する。８世紀

後半。１３～18は坪。１３は立ち上がりが長く、口縁端部

は凹む。５世紀末から６世紀初。１４～１８は立ち上がり

が短く、６世紀中葉から後葉。１９～22は高坪脚部。１９

～21には方形透かしの痕跡が見られる。２１は大型の脚

部。いずれも５世紀末から６世紀初。２３は壷口縁部

で、端部が断面三角形状に肥厚。２５は壷胴部。口縁部

が直立し、緩やかに外反する。

２４は須恵質陶器の壷肩部で、外面に13条ｌ単位の櫛

描き山形文が施される。２６～33は土師器。２６は謹口縁

部。２７は翌頚部で胴部が強く張り、５世紀代。２８は坪

もしくは椀の口緑部。２９～32は坪底部。２９．３０は明瞭

な立ち上がり。３１．３２は立ち上がりを持たず、底部か

らそのまま内湾する。３３～35は高台付きの椀底部で、

Ⅳ樽味遺跡５次調査５７

３４．３５は内黒の黒色土器。いずれも10～１２世紀。

３６～51はe層出土｡３６～48は須恵器｡３６～42は坪蓋。

36は口縁部と天井部境の稜が明瞭で、５世紀後葉。３７

の稜は不明瞭で６世紀前葉。３８．３９は丸みをもった天

井部となり６世紀後葉。４０～42はつまみをもち、口径

が大きく、器高が低くなるタイプ｡いずれも８世紀代。

43～46は坪。４３．４４は６世紀中葉。４５は立ち上がりが

短く、受部とほぼ同じ高さとなり､底部も扇平となる。

７世紀前葉｡47は高坪脚部で､脚端部は下方に伸びる。

短脚の１段透かしと考えられ、５世紀末から６世紀

初。４８は横瓶肩部。外面には横方向のタタキ後に、縦

方向のカキメ調整。４９～51は土師器。４９は高杯の坪底

部で、脚部との接合痕が明瞭に見られ、５世紀代。５０

は要口縁部。５１は謡の肩部で、器壁は比較的薄く胴が

大きく張る。５世紀代。

(4)Ｉｄ区（図３４．３７、図版９－２）

Ｉｄ区は、上端で幅1.5ｍ前後、深さがあるため下

端では0.7～0.9ｍとなる。長さは約16.7ｍで、既存柵

で調査区幅を減じるものの、Ｉｅ区とは連続する。Ｉ

ｄ区でも、ＳＲ－１が全面に及ぶ。

①ＳＲ－１

１ｃ区との境あたりで深さを減じたＳＲ－ｌは、しば

らくは標高39.7ｍあたりを底面が推移する。そしてそ

の間は、最下層のe層の堆積を欠く場所も存在する。

それが、北壁でＹ＝-65282.4、南壁でＹ＝-65279.2

を結ぶライン辺りで再び落ち込み、最深部は標高39.0

ｍを下回る。そして、埋土最下層のe層も80cmに及ぶ

厚い堆積をなす。ところが、このような深みも長くは

続かず、南壁でＹ＝-65273.8、北壁でＹ＝-65271.2

を結ぶライン以東は深さを減じていき、南壁でＹ＝-

65272あたりでは標高39.6ｍが底となる。このように、

Ｉｄ区においてはＳＲ－ｌが北側から湾入する格好とな

るのである。

Ｉｄ区のＳＲ－１出土遺物の内、図示できたのは８点

（図38、図版27-1)。ｌ～４はc層出土。ｌは羽釜脚

部。１３～１４世紀。２～４は土師器。２．３は高台付き

の椀底部。４は坪底部。５～８はe層出土。５は土師

器の坪底部。６．７は高台付きの須恵質の坪。７の高

台は台形状。８世紀前半。８は弥生土器複合口縁壷口

縁部。櫛描き山形文が施される。後期後葉。
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図３７±層注記
Ｉｄ区南壁土層

ａｂ－ｌにぶい黄褐色（10YR4/3）砂質土。ａ･ｂ－２層より３ｍｍ
の砂喋が多く混在。砂質は強い。

a･ｂ－２にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂。やや角ばった雛を多く
含む。ａ･b-9層よりやや灰色味を帯びる。

a･ｂ－８にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂質土。

a･ｂ－９にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質士。やや灰色味を帯び
る。下部ほど裸は少なくなる。

a･b-lｌにぶい黄褐色（10YR4/3）砂質土。
c－１灰黄褐色（lOYR4/2）粘質土。やや砂質が強い。
c－２灰黄褐色（lOYR4/2）粘質土。やや砂質が強い。

やや砂っぽく篠の量がかなり少なくなる。
c－３灰黄褐色（10YR4/2）砂質土。やや粘性のあるc層には

さまれた砂質土。

c－４灰黄褐色（lOYR4/2）粘質土。やや砂質が強い。
ｅ－ｌ灰黄褐色（lOYR6/2）砂質士。0.5mmの篠。ｃ層を斑らに

含む。しまりは弱い。

e－２灰黄褐色（10YR5/2）砂喋。ｄ層ブロックを多く含み、
粘性は強い。

e－３灰黄褐色（10YR5/2）砂質土。１cmまでの砂牒を少し含
む。

e－５褐灰色（l0YR5/1）砂。0.5mmまでの篠。
e－６灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。１cmまでの砂牒を少し含

み、ｅ－３層に比べて｡層を少し含み、粘性あり。

ｅ－７にぶい黄褐色（10YR4/3）粘質土。１cmまでの砂篠を多
く含み、Ⅳ層の小ブロックを混じえ、しまりあり。

e－８灰黄褐色（lOYR5/2）砂喋。２cm前後の篠を含み、やや
しまりあり。

e－９黒褐色（lOYR3/l）シルト。。層。１mmまでの砂粒。Ⅳ
層小ブロックを混じえ、粘性は強い。ラミナ状に砂層が
入る。

ｅ－ｌＯにぶい黄桧色（lOYR6/3）砂層。鉄分を含む。

e-ll褐灰色（lOYR4/l）砂質土。ｅ－ｌ層の粘質土をラミナ状
に含む。

e-l2黒褐色（l0YR2/2）シルト。ｄ層。
e-l3にぶい黄褐色（lOYR5/3）砂。
e-l4記載なし。

e-15黒褐色（10YR2/2）シルト。ｄ層。
e-16にぷい黄褐色（10YR5/4）砂。２mmの篠を含む。
e-17灰黄褐色(lOYR5/2)砂。砂粒は１ｍでしまりは弱い。
e-l8黄褐色（10YR5/8）シルト。砂牒が混じる。３mmまでの

篠を含む。

e-19灰黄褐色（lOYR5/2）砂喋。
e-20にぶい黄褐色砂。砂粒は１mmまででやや粗い。

e-21記載なし。

e-22明黄褐色（l0YR6/8）砂質土。ラミナ状に堆積。ややし
まりあり。Ⅳ層ブロックが少し混在。

ｅ－２３にぶい黄褐色（lOYR5/3）砂喋。

e-24黒褐色（l0YR3/2）シルト。。層。砂喋がやや混じる。
e-25にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。ｄ層の混じり多く、

粘性は強い。

e-26灰黄褐色(l0YR4/2)砂喋。５mmまでの砂喋を多く含み、
かつd層を含み、粘性あり。

e-27にぶい黄褐色（lOYR5/3）砂。

e-28暗褐色（lOYR3/3）砂質土。。層。砂粒がラミナ状に混
じる。

e-29灰黄褐色（lOYR4/2）砂喋。拳大の操を含み、粘性の強
いやや薄い色のd層がラミナ状に混じる。

e－３０黒褐色（10YR3/2）シルト。ｄ層。１cmまでの砂篠を少
し含む。

e-31灰黄褐色（lOYR4/2）砂賀土。砂粒は１mmで、。層をラ
ミナ状に含む。

e-32褐灰色（lOYR4/1）シルト。砂粒・砂喋を少し含む。
褐色（l0YR4/6）砂。しまりあり。

e-33黒褐色(lOYR3/2)シルト。ｄ層。砂層をラミナ状に含む。
e-34灰黄褐色（lOYR5/2）砂篠。

e-35灰黄褐色（l0YR4/2）砂喋。２cmまでの砂喋を含む。
e-36記載なし。

e-37褐色（l0YR4/6）砂牒。拳大の篠を混じえるが、ｅ-29層
に比べ、ｄ層．Ⅳ層が５cmのブロック状に混じる。

ｅ－３８にぶい黄褐色(lOYR5/3)砂榛。５cmまでの砂牒を含む。

Ⅳ樽味遺跡５次調査”

e-39にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂喋。拳大までの篠を含み、
２mm前後の磯が多い。。層を斑状に含み、しまり弱い。

e-40灰黄褐色（lOYR4/2）砂質土。粘性のあるd層をラミナ
状に含む。

e-41にぶい黄褐色（lOYR4/3）粘質土。
Ｉｅ区南壁土層

Ⅱにぶい黄褐色（l0YR4/3）砂質土。篠を多く含む。
a･ｂ－ｌにぷい黄褐色（l0R4/3）砂質土。３～５mmの篠を多

く含む。

a･ｂ－２黄褐色（lOYR5/6）砂質土。ａ･ｂ－ｌ層と同様に砂牒を
含む。砂質は強い。褐色味を帯びる。

a･ｂ－８にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。
ｃ－ｌ灰黄褐色（lOYR4/2）粘質土。やや砂質が強い。
ｃ－ｌ′ｃ－１層とほとんど同様。やや砂っぽく、裸を極少量含む。
c－２灰黄褐色（lOYR4/2）粘質土。

c-3にぶい黄褐色（2.5Y5/4）砂質土。ｃ－ｌ'層とc－２層に
比べ、しまりがなく、粘性はほとんどない。ブロック状
に入る。

c－４黒褐色（10YR3/2）粘質土。ｃ－２層に比べ、篠をやや多
く含む。

黒褐色（lOYR2/2）粘質土。喋はほとんど含まず、しま
りあり。わずかに鉄分が沈着。

e－３灰黄褐色（lOYR4/2）砂質土。流路内の砂層。５～lOmm
の篠を含むが、きめ細かい。

e－４灰黄褐色（10YR4/2）砂質土。やや褐色味を帯びる。２
ｃｍの円牒をまばらに含む。サクサクしている。

e－７灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。１cmまでの砂喋を少し含
む。

e-80黒褐色（lOYR3/2）粘質士。３ｍｍまでの篠をわずかに含
む。

e-81暗褐色（7.5YR3/3）粘質土。Ⅳ層がわずかに混入。粘
性が強い。

e-82Ⅳ層のブロック。

e-84にぶい黄褐色（lOYR5/3）砂質土。粘質土をラミナ状に
含む。

e-85灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。非常に砂粒は細かく、粘
質土との互層とも思われる。

e-87砂喋層。３～５cmの篠を多く含む。砂が細かい。

e-88褐色（l0YR4/4）粘質土。砂質がやや強い。
ｅ－８９にぶい黄褐色（lOYR5/4）砂喋。中部に５～10cm程の篠

と下部に20cm程の篠を多く含む。
Ｉｅ区北壁士層

a･ｂ－ｌ灰黄褐色（lOYR4/2）砂質土。篠を含まない砂層。

a･b-2にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂質土。褐色（l0YR4/4）
砂質土の１cmのレンズ状ブロックを少し含む。

にぶい黄褐色の砂を多く含む。
c－１黒褐色（l0YR2/2）粘質土。際は含まない。
c-2にぶい黄褐色（10YR4/3）粘質土。やや褐色が強い。
e－１黄褐色（10YR5/6）砂質土のブロック。

ｅ－２にぶい黄褐色（10YR4/3）砂質土。やや粘性あり。

e－３灰黄褐色（lOYR4/2）砂質土。篠を含まない砂層。

e-4にぶい黄褐色（10YR4/3）砂質土。
e－５灰黄褐色（lOYR4/2）砂質土。牒をほとんど含まない。

e－６灰黄褐色（lOYR4/2）砂質土。やや粗く喋を多く含む。
ｅ－７にぶい黄褐色（10YR4/3）砂質土。５mmの篠をやや多く

含む。

e－８黄褐色（lOYR5/6）砂質土とにぶい黄褐色（lOYR4/3）
砂質土が混じりあう。

e－９黒褐色（lOYR3/2）粘質土。にぶい黄褐色（lOYR4/3）

の２～３cmのレンズ状ブロックを多く含む。
e-10にぷい黄褐色(lOYR4/3)砂質土。１cmの篠を多く含む。
e-lｌにぶい黄褐色(l0YR4/3)砂質土。蝶をほとんど含まない。

e-12にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂質土。５mmの篠をやや多く
含む。

e-13にぶい黄褐色（10YR4/3）砂質土。

e-14褐色（lOYR4/4）粘質士。喋をほとんど含まない。

e-15にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質土｡篠をほとんど含まない。
e-16にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。５mⅢの篠をやや多く

含む。

ｅ－ｌ７砂牒層。３～15cmの牒を多く含む。
e-l8a･ｂ－２層とほとんど同様。下部はやや灰色味を帯びる。
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(5)Ｉｅ区（図37、図版9-3）

Ｉｅ区は、上端で幅1.5ｍ前後、深さがあるため下端

では0.7～ＬＯｍｏ長さは約10.5ｍで、既存析で調査区

幅を減じるものの、Ｉｆ区とは連続する。Ｉｅ区でも、

底面に起伏があるものの、ＳＲ－１が全面に及ぶ。

①ＳＲ－１

１．区の東端で深さを減じたＳＲ－１は、そのままＩｅ

区に連なり、Ｉｅ区では、幅の狭い調査区内ながら、

その間で、中央部に落方のラインが縦走し、北半が深

みを形成するといった格好となる。南側の高所は、標

高39.6ｍ程で、北側の深みは39.0～39.2ｍで推移す

2797

図４０１区実測図(4)（縮尺１／80）

る。それが、南壁でＹ＝-65263あたり以東は、再び

調査区全域が標高39.0ｍ付近にまで深くなる。

Ｉｅ区SR-1出土遺物の内、図示できたのは６点(図

39、図版27-2)。ｌはc層上面からの出土。須恵器壷

の脚部で、端部は面をなす。７世紀以降。２～４はｅ

層中の溜まり土層（北壁ｅ－９層）出土で、ｄ層出土と

して取り上げたものである。２．３は土師器尭。３は

頚部で「<」の字状に屈曲し、胴部外面には粗い縦方

向のハケメが施される。４は須恵器壷の胴部片。ｅ層

からは５の磁器碗の体部片が１点出土している。６は

c層上面出土の剥片石器。
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図４０土層注記

a･ｂ－ｌにぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。３～５mmの篠を多
く含む。

a･ｂ－２にぶい黄橿色（l0YR6/3）砂。砂粒は１mmまででしま
りは弱い。

a･ｂ－３灰黄褐色（l0YR4/2）砂喋。１cmまでの篠を含む。
a･ｂ－４にぷい黄褐色（10YR5/3）砂質土。１mm前後の粗砂に

シルト質がブロック状に混じる。

c－１灰黄褐色（lOYR4/2）粘質土。やや砂質が強い。
c-l′ｃ－１層とほとんど同様。やや砂っぽく、篠を極少量含む。
c－２灰黄褐色（lOYR4/2）粘質士。

c－３黄褐色（2.5Y5/4）砂質土。ｃ－ｌ'層とc－２層に比べ、
しまりがなく、粘性はほとんどない。ブロック状に入る。

c－４黒褐色（lOYR3/2）粘質土。ｃ－２層に比べ、篠をやや多
く含む。

黒褐色（lOYR2/2）粘質士。裸はほとんど含まず、しま
りあり。わずかに鉄分の沈着。

e-42にぷい黄褐色（l0YR4/3）シルト。
e-43褐灰色（lOYR5/1）砂質土。細かい砂粒にシルトをラミ

ナ状に含む。

e-44灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。１mmまでの砂粒を多く含
み、ラミナ状に鉄分の沈着あり。

e-45褐灰色（10YR5/l）砂。砂質は0.1mm前後で均質。灰黄
褐色（l0YR5/2）砂喋のブロックを含む。

e-46褐灰色（lOYR5/1）シルト質土。砂質土中にシルト質が
ブロック状に混在。

e-47褐灰色（lOYR5/l）砂質土。細かい砂質土に２mm前後の
砂粒がブロック状に混在。

e-48灰黄褐色（lOYR5/2）砂喋。１mm前後の粗砂に５ｍ前後
の篠を含む。しまりが弱い。

e-49褐灰色（10YR4/l）粘質土。篠はほとんど含まない。ｅ－
７４層との境界に鉄分沈着あり。

e-50にぷい黄褐色（l0YR4/3）粘質土。ｃ－４層とe-75層の互
層。一部に砂質土が混じる。

ｅ－５１にぶい黄燈色（lOYR6/4）砂質土。砂粒は粗く、篠をわ
ずかに含む。

e－５２褐灰色（l0YR5/l）砂質土。２mmの篠を含み、鉄分の沈
着あり。

e-53灰黄褐色（lOYR6/2）砂牒。褐灰色シルトをラミナ状に
含む。

e-54黒褐色（l0YR2/2）シルト。１mmの粗砂を少し含むが、
しまりが強い。

e-55灰黄褐色（10YR5/2）砂質土。シルト質が少し混じる。
e-56にぶい黄燈色（l0YR6/3）砂質土。１mmの粗砂がシルト

をラミナ状に含む。

e-57褐灰色（lOYR4/l）砂質土。２mmの操を含むが、シルト
質が強い。

e-58灰黄褐色（l0YR6/2）砂牒。ｌ～５mmの砂喋でしまりが
弱い。

e-59褐灰色（lOYR5/1）シルト質土。シルトに１ｍ前後の砂
粒をラミナ状に含む。

e-60褐灰色（10YR5/l）砂質土。シルトがブロック状に混じ

る。砂粒は0.1mm以下と細かい。

灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。砂粒は0.5mmまでで、し
まり弱い。

灰黄褐色（10YR6/2）砂喋。
褐灰色（lOYR5/l）砂質土。２ｍの篠を含み、シルトを
ラミナ状に含む。

灰黄褐色（lOYR6/2）砂喋。ｌ～５ｍの砂牒でしまりが
弱い。

褐灰色（lOYR5/1）砂質土。２mmの砂粒を含み、シルト
がブロック状に混じる。

褐灰色シルト質土。褐灰色シルトに１mm前後の砂喋をラ
ミナ状に含む。

褐灰色（lOYR5/1）砂質土。２mmの篠を含み、シルトを
ラミナ状に含む。

黒色（l0YR2/1）シルト。ｄ層。１mmの砂喋やⅣ層小ブ
ロックがわずかに混じる。

褐灰色(lOYR5/1)砂。０．１mmの細砂で均質。しまりあり。
褐灰色（lOYR4/1）砂喋。５mmの篠にシルトが混在。
にぶい黄褐色（10YR5/3）砂篠。拳大の雛を多く含む。
灰黄褐色（10YR5/2）砂篠。１mmの粗砂に３cm前後の篠
が多く混じる。

褐灰色（10YR4/l）砂喋。ｄ層の黒褐色シルトや拳大の
牒をブロック状に含む。砂粒は細かい。
記載なし。

褐灰色（lOYR4/l）粘質土。粘性は弱い。５mm前後の篠
をまばらに含む。

にぶい黄褐色（l0YR4/3）粘質土。しまりあり。部分的
にe-89層の砂質土と互層。

灰黄褐色（l0YR4/2）砂質土。砂粒は非常に細かく、篠
は含まない。しまりが弱い。

にぶい黄褐色（10YR5/4）砂質土。しまり弱く、裸は含
まない。

にぶい黄褐色（lOYR4/3）粘質土。砂質土がラミナ状に
なっている。

黒褐色（10YR3/2）粘質土。３mmまでの砂喋をわずかに
含む。

暗褐色（7.5YR3/3）粘質土。Ⅳ層がわずかに混入。粘
性が強い。

Ⅳ層のブロック。

にぶい黄色（2.5Y6/3）砂質土。砂粒の細かいものと２
mm程の粗い粒がラミナ状になる。

にぶい黄褐色（10YR5/3）砂質士。粘質土をラミナ状に
含む◎

灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。非常に砂粒は細かく、粘
質土との互層。

暗褐色(lOYR3/3)砂喋。５～lOmm前後の篠を多く含み、
鉄分の沈着あり。

にぶい黄褐色（lOYR5/4）砂喋。下部に20cm程の石を含
む。中部に５～１０cm程の篠を多く含む。
褐灰色（10YR6/1）砂質土。均質で細かい砂粒中にd層
あるいは５mmの篠がラミナ状に入る。
にぶい黄橿色（10YR7/3）砂。0.5mmの裸を多く含む。
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(6)Ｉｆ区（図40、図版10）

Ｉｆ区は､上端で幅1.5ｍ前後､深さがあるため下端で

は0.5～0.7ｍとなる。長さは約19.4ｍｏＩｇ区とは三

叉路下の既設管路で、明確に区分される。ＳＲ－ｌが全

面に及ぶのもＩｆ区までである。

①ＳＲ－１

１ｅ区で再び深い流路内に転じ、Ｉｆ区においてもそ

のまま推移する。底面に凹凸があるものの、そのレベ

ルは､３９．０～39.4ｍと深く、最下層のe層が場所によっ

ては厚さ80cmを越えて堆積する｡ＳＲ－１の東端は､ちょ

うどＩｇ区との境と撹乱により明確でないが、Ｉｆ区ま

では確実にＳＲ－１内で、おそらく１９区の西端がＳＲ－

ｌの東端あるいは北端である。

Ｉｆ区ＳＲ－１出土遺物の内、図示できたのは42点（図

41、図版27-3～6)。ｃ層ではｌの丸瓦が１点のみ。凹

面に布目がわずかに残る。

残る２～42はe層出土。２～８は弥生土器。２は壷

頚部で、口頚部の境の稜は不明瞭。前期末と考えられ

る。３は、大きくラッパ状に開く壷口縁部で、端部は

上下に拡張され、凹線文が３条施される。中期後葉。

４は莞の口頚部。頚部に刻目突帯が１条貼り付けられ

る。口縁端部の拡張は弱く凹線文が施されない。中期
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坪。１７は６世紀前葉。２０の立ち上がりは短く断面三角

形状。７世紀初頭。２２～27は高坪である。２２は長脚２

段透かしの坪底部。２３は杯部外面に粘土の切り込み痕

が見られる。２４は透かしが施されず、脚中位に凹線文

が１条、脚端面に１条施される。２５も透かしが施され

ず、脚中位に凹線文が２条。７世紀代。２６．２７は脚裾

部で、ともに端部が下方へ拡張される。２６は５世紀後
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図４１１f区出土遺物実測図（縮尺１／４）

壱三三E皇二

後葉もしくは若干それに先行する時期。５～８は底

部。６は底径の小さい不安定な平底で、外面は横方向

のタタキ後､粗い縦方向のハケメ。８はやや尖底気味。

９～30は須恵器。９～16は坪蓋。９は稜が鋭く５世

紀後葉。１０．１１は６世紀前葉。１２～１４は丸みをもった

天井となり、６世紀中葉から後葉。１５は肩平なつまみ

部。１６は口縁内側にかえりがつく。１７～21は須恵器の
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SＣ－１１

１黒褐色（l0YR3/2）砂質土。下部にⅣ層ブロックが点在。
しまりあり。

２黒色（lOYR2/1）シルト。暗褐色（lOYR3/3）シルトやⅣ
層ブロックが少し混じる。

３黒褐色(10YR3/2)砂質土。１cmのⅣ層小ブロックが多く、
黒色シルトが少し混じる。しまりあり。床造成土。

４暗褐色（lOYR3/3）シルト。Ⅳ層ブロックを混在。しまり
あり。

５にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂質土。Ⅳ層ブロックを多数混
在。

６褐灰色（10YR4/l）シルト。
７褐灰色（10YR4/1）砂質土。
８にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。Ⅳ層が多く混在。
ＳＣ－１２

１黒褐色（10YR3/2）シルト。Ⅳ層の５mmブロックを多く含
む。しまりあり。

２黒褐色（lOYR3/2）砂質土。１mm前後の砂粒を含む。部分
的にⅣ層の小ブロックや５ｍの喋が混入。しまりあり。

３Ⅳ層が混じる。黒褐色（10YR3/2）砂質土。２mmのⅣ層ブ
ロックがレンズ状に混じる。

４明黄褐色（10YR7/6）シルト。黒色（lOYR2/1）シルトが
混じる。

ＳＫ－４４

１暗褐色（lOYR3/3）砂質土。わずかにⅣ層がブロック状に
流れ込む。

２明黄褐色（l0YR7/6）シルト。黒褐色（lOYR3/2）シルト
が混じる。Ⅳ層シルトを主に黒色(l0YR2/l)シルトが混在。

３Ⅳ層ブロック。

４黒褐色（lOYR3/2）シルト。にぶい黄褐色（10YR4/3）シ
ルトが混じり、粘性が強い。

５黒褐色（lOYR3/2）砂質土。Ⅳ層をブロック状に混在。粘
性が強い。

Y＝-65240

''，
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6４

図４４SK-13実測図（縮尺１／40）図４３ＳＣ－１１ｏＳＣ－１２ｏＳＫ－４４実測図（縮尺１／40）
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SＫ－１３

１黒色（l0YR2/1）粘質土。篠をほとんど含まず、黒味が強
い。

２黒褐色（lOYR3/2）粘質士。褐色（l0YR4/4）シルトの５
ｍｍの円形ブロックを少し含む。

３黒褐色（10YR3/2）粘質土。２層よりやや黒味が薄い。
４にぶい黄褐色（lOYR4/3）粘質土。にぶい黄燈色（l0YR6

／4）粘質土の５mmの円形ブロックをかなり多く含む。やや
パサパサした感がある。

５黒褐色（lOYR3/2）粘質土。にぶい黄褐色（lOYR4/3）粘
質土をかなり多く含み、にぶい黄燈色（10YR6/4）粘質土
の５ｍブロックを極少量含む。

６にぶい黄褐色（10YR4/3）粘質土。篠を含まず、茶色味が
強い。

７にぶい黄褐色（lOYR4/3）粘質土。にぶい燈褐色（10YR6
／4）粘質土の３ｍの円形ブロックを下部に少し含む。篠を
ほとんど含まない。
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葉。２７は６世紀前葉。２８は須恵器の壷肩部で、外面タ

タキの後､横方向のカキメ調整｡２９．３０は腺の胴部片。

29は胴部最大径付近に浅く幅広の沈線文が１条施さ

れ、カキメ調整の施文帯２条。３０は無文。ともに６世

紀中葉から後葉。

３１は須恵質の壷口縁部。口縁部は短く直立し、胴部

は大きく張る。外面には格子目タタキ。胎土は白色で

精良。８世紀以降。３２．３３は緑粕陶器の椀で、３２は口

縁部がわずかに端反りする。３４．３５は土師器の杯口縁

部。３６．３７は喪ないし壷の頚部。３８は椀底部で、断面

台形状のしっかりした高台がつく。３９～42は坪底部。

(7)Ｉｇ区（図42、図版１１－１）

１９区は、樽味団地南通用門からの道路との三叉路

から、樽味団地南北主要道路との三叉路、ⅡＷ区の分

岐までの約30ｍ、幅は約１ｍである。Ｉｇ区からはＳＲ

－１が認められず、標高40.5ｍ前後で、Ⅳ層がＩ層直

下あるいは薄いⅡ層の下で検出される。１９区で検出

できた遺構は、西端で重複するSC-11・SC-12・SK-

44と、その東のSK-13である。

①SC-11・SC-12oSK-44（図43、図版11-2）

１９区の西端、三叉路下の管路による撹乱で西端を

切られているが、黒褐色のやや粘性の高いⅢ層の落ち

込む遺構を確認した。なお、西側のＳＲ－ｌ埋土のａ．ｂ

層がこの遺構埋土を切り、ＳＲ－ｌが一部Ｙ＝-65237

辺りまで及んでいたことが窺える。遺構は、Ⅱ層から

の野壷と思われる撹乱などもあって、調査時は一括で

掘り下げ、その後断面の観察によって、３次の遺構の

重なりと判断した。

最上層がSC-12o西側をＳＲ－ｌで切られるが、南壁

でＹ＝-65237.2から埋土を確認でき、底面は標高

40.25ｍ前後で推移する。東はＹ＝-65232辺りで平面

的な落ち込みラインの検出がなされ、撹乱で不分明な

部分も多いが、東南東一西北西方向に落ち込みライン

が復元できよう。

SC-12の下には、標高40.15ｍ付近を境に、埋土と

造成土の差がほぼ水平に広がるSC-11が確認できる。

そのうち、Ｙ＝-65236以西は、床面下に先行する掘

り込み埋土が重なり、別遺構の可能性も考えられる

が、SC-11掘削・造成に伴うとした。

SC-llの東側下層にも、同様に別の埋没単位が存在

するが､こちらは､上層のSC-11埋土が少し浅くなり、

掘り込みの範囲がSC-llを越えそうなことから、先行

Ⅳ 樽 味 遺 跡 ５ 次 調査砧

する別遺構と判断して、SK-44とした。主軸を南東一

北西に傾ける、幅１ｍ強の土壌である。

以上の遺構からは、若干の遺物が出土しているが、

いずれも細片ばかりで図示できなかった。ただし、明

らかな混在以外に、古墳時代の須恵器坪と中世土師器

が認められる。

②SK-13（図44、図版11-3）

SK-l3は、Ｙ＝-65227.5付近に存在する溝状の土

壌。幅約50cmで、南東一北西に斜･行し、北側がV字状

に深くなっているが、南壁際では10cm以下と浅くなっ

ており、土壌と判断した。埋土は黒味が強く、粘性が

高い。外面黒色の煙し瓦細片１点が出土したのみ。

(8)Ｉｈ区（図45、図版１１－４．５）

Ｉｈ区は、ⅡＷ区の分岐からⅢ区北側の既設管路に

及ぶ長さ18.6ｍ、幅約１ｍである。

Ⅱ層の耕作に伴う溝状の撹乱が多いが、西部では標

高40.5ｍ辺りで安定したⅣ層の上面が検出できる。と

ころが、東半では粘質土の溜まり状堆積が確認でき、

調査段階にはＳＲ－２としたが、ＳＸ－２として以下報告

する。

①ＳＸ－２（図45）

Ｙ＝-65200付近の撹乱とＹ＝-65185付近の撹乱の

間、約１０ｍの間は、シルト質土の堆積が確認できる。

両側の立ち上がりを確認できないが､上層にＳＲ－１ａ．

b層相当の砂質土層、下層にSR-lc層相当のシルト質

土層があり、それぞれＳＸ－２ａ．ｂ層､ＳＸ－２ｃ層とした。

特にc層は、色調も濃く、土器細片を多く含んでいる。

SX-2c層出土の７点を図化した（図46)。いずれも

土師器。ｌ～６は坪底部で円盤状高台。７は平底で、

胎土は精良。いずれも10世紀前後と考えられ、ＳＲ－１

出土遺物と差がない。

(9)Ｉｉ区（図45、図版11-6）

Ｉｉ区は、Ｉｈ区との境の既設管路から、Ｉ区東端ま

での長さ約10ｍ、幅約１ｍである。この区間は、ほと

んどが撹乱を受け、わずかに南壁際に撹乱が及ばず、

Ⅳ層の上面を確認できる程度である。そのうち、Ｙ＝

-65179.5付近で､Ⅳ層上面の最高所として､標高41.2

ｍに達することが確認できる。Ｉｉ区出土遺物はない。

(10）Ｉ区撹乱出土遺物（図47）

Ｉ区について、遺構・包含層に伴わない遺物として
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c－４

図４５
ＳＲ－２

ａ・ｂ

±層注記

褐灰色（lOYR5/1）砂質土。１mmまでの粗砂を多く含
み、所々に１cmの篠を含む。やや粘性あり。
褐灰色（10YR4/l）シルト。0.5mmまでの粗砂をやや
含み、しまりあり。遺物を少し含む。

褐灰色(l0YR5/1)砂質土。部分的にやや砂質が強い。
灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。１mm前後の粗砂をラミ
ナ状に含む。しまり弱い。

褐灰色（lOYR5/1）シルト。ｃ－ｌ屑に比べ、色調はや
や明るく、粘性強い。

褐灰色（lOYR5/l）シルト。

にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。１１１１mまでの粗砂を
やや多く含み、しまりは強い。
黒褐色（10YR3/2）シルト。粘性強〈、Ⅳ層の１cmブ
ロックをラミナ状に含む。

５
６

Ｃ
Ｃ

ⅡＥ区、西側電気管路に伴う調査区をⅡＷ区とした。

ⅡＥ区は幅0.7ｍで、ⅡＷ区よりさらに北に延び、連

合農学研究科棟西側でクランク状に曲がり、総長は１８２

ｉｉⅡ区の調査

Ⅱ区は、新営される遺伝子実‘験施設への電気・上水

の管路敷設に伴う発掘区で、樽味団地の主要南北道路

に位置する。そのうち、東側上水管路に伴う調査区を

iミー－三!：c－ｌ

c－２

ｃ－３

(11）小結

束西170ｍにも及ぶＩ区は、まさに樽味団地西部に

対する東西方向の大トレンチという格好である。南北

方向の大トレンチが後記するⅡ区にあたり、両者を総

合して、樽味団地の地形環境の復元が図られることに

なる。これについては、まとめで詳論する。

東西方向に長いＩ区では、Ｉｆ区以西がほぼ全域ＳＲ

－１の流路内、あるいはその縁辺にあたることが明ら

７点を図化した。１～４はＩｂ区出土。ｌは須恵器坪

蓋で、口縁部から体部に向かって緩やかに内湾する。

６世紀後葉。２．３は須恵器坪。２は断面三角状の短

い立ち上がりが内傾し､器高も浅くなる。６世紀末葉。

３は直立するやや長めの立ち上がりで、６世紀中葉。

４は須恵器高坪の脚部。脚端部は下方に伸び、端面と

裾部に凹線文が１条施される。５世紀後葉。５．６は

Ｉｆ区出土の坪底部。５は円盤状高台で、６は屈曲し

て直線的に体部にいたる。７はＩｂ区出土の砥石。全

面を使用している。

５
６

鰻
ゴ
ゾ

’
二
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『

上
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Ⅳ樽味遺跡５次調査６７

かとなった。地形的に東から西へと流れる流路であ

り、そのおよそ北岸付近に相当する。それが、Ｉｇ区

以東になると、ＳＲ－１が調査区の南側に外れ、調査区

内は安定したⅣ層が検出されるようになる。そして、

一部には遺構の存在も確認でき、ＳＲ－ｌのc層に類す

る溜まり状の堆積も部分的に認められた。ただし、総

じてＩｇ区以東はＩ層．Ⅱ層による撹乱が激しく、Ⅲ

層の堆積も認められず､遺構の残りは良くない｡なお、

南に外れたＳＲ－ｌは、Ⅲ．Ⅳ区で再び検出されている。

ＳＲ－１の時期であるが、ａ．ｂ層からc層、ｅ層の、各

層出土遺物に明確な時間差を見出せる状況にはない。

少数のａ．ｂ層出土遺物は別にして、ｃ層とe層とも、

６世紀前後の時期の遺物を最も多く含む。そして、新

相の遺物として、１０～１２世紀の円盤状高台と貼付高台

の土師器坪・椀が共通し、１２世紀には、ＳＲ－ｌが埋没

しているように考えることもできる。しかし、一部に

は、１３～14世紀に下る羽釜脚などもあり、狭い調査区

の成果からは、正確な埋没時期の特定は難しい。

／－７’Ⅲ岬

図４７１区撹乱出土遺物実測図（縮尺１／４）
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図４８Ⅱ区実測図(1)（縮尺１／80）

IｇY＝-65210

~「

Ｉｈ区
一一一一

､可ノ

一Ｉ
一Ｊ

卜 上

〒 了一一一一一一＝-戸一宇』、’’－，戸一
一一一｣_ _Ｌ－Ｌ ユ

〆目

〉

ｌ
‐
ｌ
‐
ｌ
‐
Ｉ
‐
ｌ
‐
Ｉ
‐
ｌ
ｉ

可「

－Ｘ＝92800

JＩ
匡１

_Ｌ
目

１
１
１
１
１
１
１
ト
ー
刊
卜
し
１
１
１
１
１
割
Ⅷ
４

一
．
つ
ロ
ヨ

ｿ、目

丁
上

Ｔ
《

。
』

く

＞陶画了可

－Ｘ＝92805
ｰ

~Ｔ‐7畠
｣Ｉ

Ｔ

｛
Ｔ

1』
Ｌ－Ｌ

１

－１

′目

７

胃

ⅡＷ

トーＬ

6８

－Ｘ＝92815

７１)と弓：
､〈

ⅡＥａ区

這
鴬
鋤

ｰ

-Ｉ
SP-201-=多f〈

１ｓ 〆
‐
』

／

》‘
』

－Ｘ＝92810

』ＬＬと

胃

＞

卜

ｍ
〔
と

Ｉ
Ｆ
ｌ
ｌ
」

、
１
ｉ
ノ

~丁

叔

０

陰

等苧（

丁丁

等＞

SP-203
イＴに岳

＝
一一と



、

兵
』
つ
つ
ロ

全

＜

図４９Ⅱ区実測図(2)（縮尺１／80）

Ⅳ樽味遺跡５次調査 ６ ９

､

iiｆ
隅

｜
’ Ｉ

三

X＝92815

謡
,Ｉ

●
０

(｣』

一

4司

ⅡＷａ

昼

１
１

１
胃

Ｉ
｜

’

’

X＝92820

淵屋

Ｉ
～

X＝92830

’

爪
‐
隈
、
』
４

－１

－ ２ｍ

Ｌ

４

／

／

~「ー「丁 ,旨

目

’

１
１
１
１

に。

X＝92825
目

１
１

目
－
１
閏

Ⅱ iｉ
自
一
’
一
昌



7０

ｍにも及ぶ。ⅡＷ区は幅1.5ｍで、Ｉ区との合流点か

ら北に農学部本館北東角までの141ｍに及ぶ。なお、

両区とも既設析や既存管路で寸断され、そこで適宜分

割し、ともに南から、ⅡＥａ区～ⅡＥｋ区、ⅡＷａ区～Ⅱ

ｗｇ区とした。

Ⅱ区の調査は、他の調査区の進行状況とその後の工

事の進捗状況に左右されながら、そして何よりⅡ区の

位置する南北道路が、樽味団地南北の主要道路である

ために、通常生活に支障のないよう、断続的に行わな

ければならなかった。まず、ライシメーター西側交差

点以南のⅡＥａ区と、ⅡＷａ～ⅡＷｄ区をＩ区の調査に

続けて行った。その後、ｖ区．Ⅵ区、Ⅲ区の調査を終

えた後、再びⅡＷｅ区～ⅡＷｇ区の調査にあたり、さ

らに途中Ⅳ区の調査を挟んで、最終的にⅡＥｂ区から

ⅡＥｋ区の調査を行った。

ⅡＥ区．ⅡＷ区とも、南部60ｍほどは耕作土や既設

管路による撹乱を受け、わずかに遺構の一端が残るに

過ぎない。対して中庭南半あたりは、良好な包含層と

密集する遺構を認めることができた。ただし、中庭北

半以北は、撹乱・削平が再び著しくなる。

Ⅱ区で検出した遺構は、土壌（SK)13基、溝（SD）

９条、そして柱穴・小穴約500基に及ぶ。

(1)ⅡＥａ区（図４８．４９、図版12-1）

ⅡＥａ区は、Ｉ区との分岐からライシメーター南側

までの約34ｍの間である。Ｉ層の撹乱に加えて、Ⅱ層

の耕作に伴うと見られる起伏が激しく、わずかにⅢ層

と遺構の一部が残るに過ぎない。ⅡＥａ区で確認でき

た遺構は、SK-14とSP-202～206である。

①SK-14（図51、図版12-3）

南北長軸約２ｍ・東西短軸推定約１ｍの皿状の土壌

で､埋土は黒味の強い粘質土である。出土遺物はない。

②柱穴。小穴

SP-205は、長軸80cm前後の柱穴である（図50)。SP

-205も含めて、いずれからも出土遺物はない。

③Ⅲ層出土遺物（図52）

１点のみ図化することができた。１０世紀代の須恵質

の坪口縁部である。

(2)ⅡＷａ区（図４８．４９、図版12-2）

ⅡＷａ区は、Ｉ区との分岐から北に約23ｍの間、ちょ

うど農学部実習室の東側にあたる。調査区内の東側は

既設管路の埋設に伴って撹乱が及び、わずかに西側3０

～50cm内外の幅でⅣ層上面を確認したに留まる。しか

も、Ⅳ層上面までほとんどＩ層で、Ⅱ層やⅢ層、そし

て遺構は部分的にしか残らない。検出した遺構はsP-

201のみ。

①柱穴。小穴

SP-201は径80cm内外のしっかりした柱穴で、北側

に柱を抜き取ったことが土居から窺える。埋土はいず

れも黒味の強い粘質土（図53、図版12-4)。出土遺物

はない。

②Ⅲ層出土遺物（図54）

Ⅲ層出土遣物から２点を図化した。ｌは土師器皿

で、底部Iまへラ切り未調整。２は椀底部。やや高めの

高台を貼り付ける。

(3)ⅡＥｂ区（図55）

ライシメーター北西の道路交差点を横断する間で、

長さ約９ｍ・道路下の管路敷設に伴う撹乱が著しく、

表土層以外確認できなかった。出土遺物もない。

(4)ⅡＷb区（図４９．５５、図版12-6）

ⅡＷb区は、ⅡＷａ区との間に既設粉を挟み、北に

約16ｍの区間。既設管路による撹乱がⅡＷａ区よりさ

らに西に及び、ほとんど調査区そのものが管路掘方に

相当する。西壁に残る土居によっても、包含層・遺構

の残りはほとんどない。また、出土遺物もない。

(5)ⅡＥＣ区（図５５．５６、図版12-5）

ⅡＥｂ区から北へ約11ｍ。この間も撹乱が激しく、

表土層以外を確認できない。出土遺物もない。

(6)ⅡＷｃ区（図５５．５６、図版12-7）

ⅡＷb区から北へ約15ｍ。ⅡＷb区同様、調査区全体

が管路敷設掘方にほぼ一致するような状況で、その電

線管が露わになっている。わずかに、南端付近の西壁

でⅡ層とⅣ層の堆積を確認できる。

(7)ⅡＥｄ区（図５６．５７、図版13-1）

附属農業高等学校温室の西側、約21ｍの区間。南端

はやはり撹乱で不明だが、Ｘ＝92858以北はⅣ層上面

が確認できるようになる。Ⅳ層上面の検出レベルは、

この南端で標高41.5ｍ前後。ただし、Ⅱ層の残存も部

分的で、ましてⅢ層はⅡＥｄ区北端で辛うじて確認で

きる程度。遺構も、SP-670～672の小穴３基をⅣ層上
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面で見い出したのみである。Ⅲ層・遺構に伴った遺物

はない。

してⅣ層が認められた。ただし、Ⅲ層の堆積は認めら

れず、Ｉ層あるいはⅡ層直下のⅣ層上面で遺構を検出

した。SD-22と柱穴・小穴75基である。

①SD-22（図57）

調査区を東西に横断する溝であるが、北側を撹乱で

切られ、幅50cm程が残るのみ。深さ約１０cmで、埋土は

(8)ⅡＷｄ区（図５６．５７、図版13-2.3）

農業工学実験室東側の約22ｍの区間。南端は撹乱が

深くまで及ぶが、Ｘ＝92857以北は、西壁際以外安定

41.00ｍ

1５

ノ

図５４ⅡＷａ灰出士遺物実測図（縮尺１／４）

０１ １０cｍ

5206

図５２ⅡＥａ区出土遺物実測図（縮尺１／４）

０ｍ

１
１
０
山

1X=92802 ー｜X=92810

図５０SP-205実測図（縮尺１／40）

ＳＫ－１４

１黒色（l0YR2/l）粘質土。しまりあり。灰を含んでいるよ
うな手触り。

２黒色（lOYR2/l）粘質土。褐色（l0YR4/4）シルトの５ｍｍ
の円形ブロックを少し含む。

３黒褐色（lOYR3/2）粘質土。ｌ層より粘性あり。また茶色
味が強い。

４黒褐色（lOYR3/2）粘質土。しまりあり。
５黒褐色（lOYR2/3）粘質土。粘性あり。

SP-205

１灰黄褐色（10YR4/2）粘質土に黒褐色（lOYR2/3）粘質士
と褐色（lOYR4/4）砂質土の５～６cmのレンズ状ブロック
を多く含む。

２褐色（lOYR4/4）砂質土に黒褐色（lOYR3/2）粘質土の２
～３cmの楕円形のブロックを少し含む。

３黒褐色（lOYR3/2）粘質土。２～３mmの牒を少し含む。

Ⅳ樽味遺跡５次調査刀

＜二二二]三三＝ア１

０１０cｍ
評=::童冥汽ｉ

２ｍ

図５１SK-14実測図（縮尺１／40）

８

SＰ－２０１

１黒褐色（l0YR2/2）粘質土。しまりあり。

２黒褐色（lOYR2/2）粘質土。ｌ層より粘性が強い。
３暗褐色（lOYR3/3）粘質土。褐色（lOYR4/4）シルトの３

ｍｍの粒状ブロックを少し含む。

４褐色（10YR4/4）粘質土。褐色（10YR4/6）シルトの３ｍｍ
の粒状ブロックを少し含む。

５黒褐色（lOYR3/2）粘質土。やや灰色味を帯びる。しまり
あり。

６黒褐色（lOYR2/2）粘質土。ややサクサクしている。

７黒褐色（l0YR3/2）粘質土。茶色味を帯びる。
８黒褐色（lOYR2/2）粘質土。明黄褐色（lOYR6/6）砂質土

のlOcmの楕円形ブロックを多く含む。

９黒褐色（l0YR3/2）砂質土。黄褐色（l0YR5/6）砂質土の
５～lOmの楕円形のブロックを多く含む。

図５３SP-201実測図（縮尺１／40）
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